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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鏡の前で最後の確かく認にん。

　髪かみ型がた。

「よし」

　ＵＶケアとリップ。

「よし」

　ワンピとポーチ。

「よし」

　１２０％スマイル。

「よし♪」

　はやる気持ちを抑おさえつつ、私、播はり機はた遙はるかは部屋を出る。

　廊下を歩きながら、隣となりの部屋に努めて普ふ通つうに声をかけ、通り過ぎる。

「じゃあ行ってくるねー」

『遅おそくならないようにねー』

　部屋の奥から妹の仄ほの香かの声が聞こえる。大だい丈じよう夫ぶ。悟さとられてはいない筈はず。

　静かに階段を下りて、ローファーを履はき、家を出る。晴天。

「……よし！　天気もいいし、絶好の買い物日和びより！」

　両手を空に向かって伸のばす。まだ夏が終わっていない事を示す入道雲が、大空に大きく存在感を示していた。長いアスファルトの道が、太陽に照らされて、ゆらゆらと揺ゆれている。

　家を出てそのまま右に直進。私の家は通りに面していて、数分歩けばバス停に着く。

　休日の住宅街。人通りはほとんどない。隣の家の庭を覗のぞくと、犬小屋の中のわんこが、さんさんと降り注ぐ陽光を恨うらめしそうに睨にらみながら、舌を出してぐたっていた。

　陽炎かげろうを追いかけるように歩道を歩いていると、すぐにバス停に到とう着ちやく。大学生っぽい二人組の男女が先に並んでいた。手を握にぎり合ってニコニコとなにかを話している。

　私はその二人からちょっとだけ距きよ離りを置いてちょこんと並ぶ。そして、自分の右手をチラ見してぐーぱーしてみる。いやいやいやいや。手をつなぐとか、無いから。

　頭に描えがいた妄もう想そうを振ふり切る為ために、ポーチから手帳を取り出す。私の手帳はネット通つう販はんで買った物で、見開き二ページが一日に対応している。一日あたりのページの面積が大きいので、予定だけでなくいろんな物が書ける。私は半分日記のように使っている。厚みはあるけど小さくてかわいいデザインの手帳。お気に入りの一品なのだ。

　しおり代わりのペラペラ定規が挟はさんであるページを開く。９月５日。今日の予定の欄らんを見ると「秋あき津つ先生と街でショッピング！」と赤ペンで大きく書かれている。

　そうなのだ。二学期が始まった最初の日曜日である今日、私は初めて秋津先生と二人っきりで街を歩くチャンスを獲かく得とくしたのである。学校外を先生と歩いた事は今までも何度かあるけど、二人っきりは初めて。これをデートと言わずしてなんと言うのだろうか！

　もちろん、買い物に誘さそったのは私からだし、ほとんど無む理り矢や理り了りよう承しようさせた感もある。「播機さんの買い物に僕ぼくが付き合う必然性がよくわからないんだけど」と言われた時は軽くヘコんだけど、でもいいのだ。一いつ緒しよに過ごす機会を増やして、確実にお互たがいの距離を縮めていくのが大事なのよ。そしてあの鈍どん感かん先生が私の魅み力りよくに惹ひかれるのを耐たえて待つのだ！

「あっ」

　思わず拳こぶしを握りしめたら、手帳を地面に落としてしまった。開いたままアスファルトに落ちた手帳は、風に吹ふかれてページがパラララとめくられていく。あわててしゃがみ込んで手帳を持ち上げ、ホコリを払はらう。

　なんの気無しに、開かれていたページを見た。

「……ん、これは映研の事件の日の……」

　たまたまめくられたページは５月15日。その日は秋津先生と二人で学校の幽ゆう霊れい騒そう動どうを解決した日だった。《鴉ノツクス》とは関係ない話だけど、論ろん理り魔ま術じゆつを使って解決を試みた最初の事件だったから、よく覚えている。うーん、四ヶ月も前の話なのか。懐なつかしいな。

　携けい帯たい電でん話わで時間を確認。バスが来るまであと10分くらいある。

　手帳に視線を戻もどす。自分が書いた日記を読み返しながら、私はあの日研究室で聞かされた、映研に古くから伝わる幽ゆう霊れいの物語を思い出していた。
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■５月15日（金曜日）　午後３時半、つまり放課後　秋津研究室




「《物質飛ひ翔しよう▽対象[image: ]紙：付ふ与よ属性[image: ]翼：増ぞう幅ふく要素[image: ]『軽さ』：指向性[image: ]自動周回》」

　秋津安芸あき先生がつぶやくと、先生の右手から青白い光の泡あわが沸わき上がり、手に持っている白紙のレポート用紙を淡あわく照らした。

「《物質飛翔◇発ウル動トウガ》！」

　青の光の泡が浮き上がるように紙の上に集まり、青い円環となる。細かい幾何きか学がく模様で描かれたそれは魔法陣と言うらしい。その魔法陣が回転しながら紙を通過する。すると、なんの変哲もないレポート用紙はぐにゃりと形を変え、そこに、鳥としか呼びようのない形状をしたなにかが生まれる。先生はそのなにかを両手の上で転がしながら言った。

「論理魔術は万ばん物ぶつの《可能性ルウキス》に働きかけて、それを強化あるいは改変する事によって、術者の思い通りに事象をねじまげる。今は紙が持つ『軽い』という《可能性ルウキス》を増幅させて『翼』という属性を付与する事で、『レポート用紙』を『鳥』に変えてみた。まあ、ちょっとした連想ゲームだね」

　先生は『鳥』を空中に放った。『鳥』は羽を広げ、研究室の中をぐるりと一周して、そして空中でかき消えるようにいなくなった。

「通常、《可能性ルウキス》は物体の中で一定量を保って安定している。魔術はこれに干かん渉しようをかける事で術を実現するのだけど、それによって物体の持つ《可能性ルウキス》が急速に消費される。《可能性ルウキス》がゼロになると、その物体はあらゆる可能性を失った事になり、結果として消しよう滅めつする。『鳥』が消えたのはそういうわけ。……播機さん、聞いてる？」

　名前を呼ばれて、私、播機遙はプラスチックのコマを動かしながら返事をした。

「え？　もちろん聞いてますよ？……あ、笠かさ木ぎさん、私ここね。じゃあ第２ラウンドの得点集計しよっか」

　私に呼ばれて、私の向かいでヘッドフォンを首にかけた美少女、笠木さんが答えた。

「はい。まず、もっとも高いビルオーナーに３点です。今回は遙さんですね」

「やりいっ♪」

「それ、聞いてるって言わないよね……？」

　そう言って、秋津先生はため息をついた。まあ、いつもの光景だ。




　私、播機遙は私立北ほく凰おう学園の２年生。先月17歳になったばかり。記き憶おく力りよくが他ほかの人よりちょっといい事を除けば、どこにでもいるただの女子高生、だった。先月までは。

　現在、机の向こうで呆あきれた顔をこちらに向けている秋津先生が、四月の頭に赴ふ任にんしてきた時から、私の愛する平和な日常はいくつかの修正を要するようになったのだ。




　一つ目。担任教師が同い年であるという事。

　この秋津安芸という先生は現在17歳。つまり私と同い年なのである。

　くせのある髪かみの毛。背は私より少し高い。服装はいつも同じで、ちょっと変わったデザインの白衣と、その下から高そうなスーツが覗のぞいている。顔は割とカッコイイ部類に入るんじゃないだろうか。色白の肌はだに四角いメガネが載のっている。いつも思うんだけど、あのメガネは度が合ってない気がする。まあ、どちらかと言えば多少童顔っぽいかも。あと、呆れた時の顔が子犬みたいで可愛かわいい。いやそれはどうでもいいか。

　外見上の最大のポイントは、不思議な配色のストライプが入ったネクタイだ。よく言えば個性的、悪く言えばいくらでも悪く言えそうな柄がら。しかし、先生はこれがお気に入りらしい。私はいつかあのネクタイを私ごのみの物に替かえてやろうと密ひそかに画策している。

　あれ、なんか話がずれちゃったかな。そうそう、17歳の教師だ。日本の法律で17歳の男の子が教師になれるのか私は知らない（多分ＮＧだと思う）。けれども、秋津先生の授業は生徒にも評判が非常に良くて、五月に入った現在では誰だれも何も疑問に思っていない。こういう事に関して、高校生は順応性が高いのだ。




　二つ目。その担任教師が魔ま術じゆつ師しだったという事。

　正確には《論理ロジカル魔術師・メイガス》と言うのだそうだ。この21世紀の時代に魔術だのなんだのと時代錯さく誤ごで非科学的も甚はなはだしいけど、魔術は確かに実在する。非常にごく一部の人達によって、世界の表おもて舞ぶ台たいからその存在を巧こう妙みように隠かくしつつ、魔術の知識と技術は太古の昔より現代まで受け継つがれてきたのだ。

　ただ、実在するとはいえ、現代でもなお魔術を使えるのは太古からの魔術師の血を引いた《血族クラン》の末まつ裔えいだけ。ある特例を除いて普ふ通つうの人間には魔術を使う事は出来ない。つまり、その血を引いた人が《論理ロジカル魔術師・メイガス》なわけ。

　地球上には七つの《血族クラン》が存在し、秋津先生はその一つ《蒼マーレ》の末裔なのだそうだ。

　彼ら七つの《血族クラン》には二つの使命がある。一つは、魔術の知識と技術を次の世代に伝える事。もう一つは、追放された八番目の《血族クラン》である《鴉ノツクス》を殲せん滅めつする事。

《鴉ノツクス》は世界の滅めつ亡ぼうを企たくらんでいる。秋津先生に言わせると、正確には人類社会の滅亡らしいんだけど、その違ちがいが私にはよく分かってない。《鴉ノツクス》が何故なぜそんな事を企んでいるのかも、なぜ七つの《血族クラン》が《鴉狩り》を自身の使命にしているのかもよくわからない。先生は詳くわしく教えてくれないし、ぶっちゃけ私自身があまり興味が無いのだ。




　そして三つ目。これが一番大事なんだけど、私自身も《論理ロジカル魔術師・メイガス》だったと判明した事。




　四月の始業式からの三日間で、立て続けにこれらの事が起きて、私は否いや応おうなく《論理ロジカル魔術師・メイガス》と《鴉ノツクス》の戦いに巻き込まれた。その中で私も魔術をちょびっとだけ使い、先生と二人で、ある事件を解決に導いた。まあ、私が果たした役割は本当に小さい物だったのだけど。




　事件の後、色々あって私は秋津先生に弟で子し入りする事になった。それから一ヶ月弱、放課後は週三回くらい、毎日特別研究棟とうの秋津先生の研究室に通って、こうして論理魔術の修しゆ行ぎようをしている。

「いや、ボードゲームは論理魔術となんにも関係無いから」

「だって面おも白しろいんですもーん」

「『だって』の用法がおかしいよそれ」

　呆れた顔。そう。その顔がちょっと可愛いのだ。

　イギリスに留学していた秋津先生は、お姉さん──この学園の理事長──にいきなり帰国＆教師就任を申し渡わたされた為ため、日本で借りたワンルームに入りきらない私物を一時的に研究室に置いていた。研究室の隅すみっこに山と積まれた段ボールを興味本位で私が開けてみたら、その中に外国製のボードゲームがたくさん詰つまっていたのだ。先生の趣しゆ味みらしい。

　私は研究室に来る度たびにその中から一つを選び、笠木さんとゲームをするようになった。ゲームは、イギリス製、フランス製、ドイツ製と各国の物があり、当然ルールもその国の言葉で書いてあったけど、私は外国語を覚えるのが趣味で、読むだけなら何語でも全然大だい丈じよう夫ぶだった。

「先生だってたまに一いつ緒しよに遊んでくれるじゃないですかー」

「そりゃ三人じゃないと出来ないゲームもあるからさ。……いや問題はそこじゃなくてね」

　先生が困って髪を弄いじり始める。私がニコニコして秋津先生を眺ながめていると、向かいに座っていた笠木さんがこちらに綺き麗れいな瞳ひとみを向けた。

「遙さん、今日はここまでにしておきましょう」

　そう言いながら、笠木さんはボードの上に載ったプラスチックのビルのコマを片づけ始めた。

「え～、もうすぐ終わるのに～。最後までやろうよう」

「私も、遙さんが魔術の勉強を進めるのに賛成です」

「う～、笠木さんのけち～」

「香か音のんが正しい」

　と、先生が〝香音〟と名前で呼んだ彼女は、笠木香音さん。私のクラスメイトだ。白のセーラー服がよく似合っている。なぜ彼女が学校指定のブレザーを着ないのかと言えば、このセーラー服も、先生の白衣と同じく特とく殊しゆ仕様なんだそうだ。

　大きな白のヘッドフォンを何故かいつも首にかけている。コードの先にはなんらかのミュージックプレイヤーが繫つながっているのだろうけど、機種を確かく認にんした事は無い。髪かみも銀のような灰色のような色で、全体的なイメージカラーが「白」だ。

　この薄はつ幸こうの美少女とでも形容したくなる女の子は、一応は秋津先生の妹という事になっている。でも、名字が違う事からも想像がつくかもだけど、二人は血が繫がっていない。というか、本当は笠木さんは人間ですら無かったりする。彼女は《論理ロジカル魔術師・メイガス》を補ほ佐さし、守り、魔術師の代わりに戦う為に作られた《人形ドール》と呼ばれる兵器なのである。

　普ふ段だんは一女子高生として私と勉学を共にする彼女だけど、対《鴉ノツクス》戦では、人間のそれを凌りよう駕がした身体能力を駆く使しして秋津先生をサポートする所を私は何度も目もく撃げきしている。

　秋津先生が机を回って私達が座っているソファまで歩いて来た。

「さあ、今日の勉強を始めようか」

「理論ならもう全部覚えましたよ～」

　箱にしまわれていくボードゲームにまだ未練のある私は、ソファに寝ねそべって手足をばたばたさせて反論した。先生はまたため息をつく。

「だったらさ、もう少し発動確率を上げようよ。播機さんの能力は桁けた外はずれの筈はずなんだからさ」

　そうなのだ。記き憶おく力にはちょっと自信のある私は、修行が始まってから二週間で論理魔ま術じゆつの基き礎そ理論をほぼ全すべて覚えてしまったのだ。これには秋津先生も驚おどろいていた。呪じゆ文もんを唱える際の息いき継つぎやイントネーションは少しコツが必要だったのだけど、これも割と早く覚え、完かん璧ぺきに再現する事が出来るようになった。

　ところが、私は魔術の成功率は何故なぜか非常に低いのだ。

　最も基礎的な論理魔術と言われる「ロウソクに火を点つける」事でさえ、十回に一回くらいしか術が発動しない。発動した時も、想定していた術とは違ちがう事が起きたり（例えばロウソクがプリンになっちゃうとか）、火の大きさが想定の十分の一になったり百倍になったりした（この時は研究室が火の海になり、先生が必死になって消火してくれた）。

　先生が言うには、私は潜せん在ざい的にはかなり高いレベルの能力を持った魔ま術じゆつ師しなのだそうだ。ただ、どうも魔術の精度、そして発動成功率が、その時の感情の状態に大きく左右されるらしいという事が分かってきた。

　始業式から数日にかけて起きた事件では、私はいくつかの魔術を確かにかける事が出来た。だが、あの時は無我夢中で呪文を紡つむいだら──論理魔術では、呪文を唱える事を、もったいつけて「紡ぐ」と言う──たまたま上手うまく発動しただけだったらしく、あの後秋津先生に基礎から教えてもらった魔術は、どれもさっぱり上手くいかない。

　それでも、私は論理魔術をマスターしなければならない。これは個人的な欲求だ。

　先生は、私を論理魔術師として対《鴉ノツクス》戦の戦列に加えたいのだろうけど、今のところ私はその方面に進むつもりはない。

　私は、ただ、私の日常を守りたいのだ。大切な友達を、かけがえの無い妹を、その他全てを守りたい。私が《血族クラン》と《鴉ノツクス》の戦いから逃にげる事はもはや許されそうにない。そうなると、その非日常の脅きよう威いに対たい抗こうする為の力が必要になる。それが論理魔術なのだ。それは私の望む日常から最も遠い所にある物だけど、私はそれを自分の武器にすると決めた。私は私の大事な物を守る為に、なんでもすると、決めたのだ。

　そんな訳で私は、担任兼けん師し匠しよう兼同い年の男の子の指導の下もと、今日も放課後の研究室で「基礎から学ぶ論理魔術講習」を受けている訳なのであります。




　さて今回は、そんな神話の世界からの長きに亘わたる、七つの《血族クラン》と《鴉ノツクス》との因いん縁ねんの対決とはまったく関係の無い、私と秋津先生が学園の日常の中で遭そう遇ぐうした、ちょっとした事件のお話です。




　先生はソファに座ってから首を後ろに向けた。

「香音、コーヒー淹いれてくれる？」

　ボードゲームの箱を棚たなにしまっていた笠木さんが応答する。

「分かりました。我が魔術師メイガスよ」

「よし、じゃあはじめようか」

　と、秋津先生が私の肩かたを叩たたこうとしたその寸前、先生の白衣のポケットで携けい帯たいが鳴った。取り出して確認する。メールのようだ。先生はディスプレイをじっと見たあと、無言でそれを私に見せた。え、私？　画面に表示された文字を読む。




『くれぐれもお姉ちゃんに物理的接せつ触しよくを試みませんように。先生を国外追放させる為ためのあらゆる手段を取る準備がこちらにはありますので。　by　仄香』




　仄香は私の妹だ。世間一いつ般ぱんに言う引きこもりという奴やつで、必要なコミュニケーションはすべて携帯で行われる。恐おそろしく勘かんが良く、よくこういう風にメールを送ってくる。

「……君の妹さんはいつ僕の携帯アドレスを知ったのかな。というか、どこかで見てるの？」

「少なくともアドレスを教えたのは私ではありません。どこかで見てるんじゃないかというのは激しく同意見なんですが、あの子は家から出られないです」

　その時、研究机のパソコンのスピーカーから、大人の女性の艶なまめかしい声が響ひびいた。

『アドレスは私が教えちゃいました～♪』

「姉さん？」

　秋津先生がパソコンの方に首を向ける。声の主はこの学園の理事長にして秋津先生の姉、周す藤とう絵え里り子こさんだ。名字が違ちがうのは一度結けつ婚こんしてるかららしい。

「いつからこの部屋の会話を盗とう聴ちようしていたんですか？」

『アキくんと私との間に隠かくし事なんて不要でしょ？』

「否定しないんですね……」

　先生はこめかみを押さえてため息をついた。

『フェアじゃないっていうなら、私のプライベートも見せてあげるわよ？　ぜ・ん・ぶ♥』

「結構です。姉さんが仄香さんに僕のアドレスを？」

『そ♪』

「どうして？」

『仄香さんと私で、共同戦線を張る事にしたの～♪』

「共同戦線？　なんの？」

『アキくんを邪じや魔まな女どもから守るための、よ！』

　秋津先生はこめかみに手をあてた。

「……すみません、言っている意味がよくわからないんですが」

『アキくんは気にしなくていいの♪　アキくんの貞てい操そうは私たちが守るから、安心してね！』

「あのねえ……」

『ああ、まあそれは別にいい。用件がある』

　突とつ然ぜん声の雰ふん囲い気きが変わる。弟かわいがり時と理事長時では、モードが切り替かわる人らしい。

『安芸、お客さんを見つけてきてやったぞ。記念すべき第１号だ』

「え？　あの話、本気だったんですか？」

『当たり前だ。学校ってのは営利企き業ぎようなんだ。お前だけ特別扱あつかいというわけにはいかない』




　理事長先生が以前してくれた話によれば、あらゆる部活動は、なにかしらの維い持じ費が常に発生する。それは顧こ問もんの先生への手当から始まり、消しよう耗もう品の購こう入にゆうから備品の倉庫費用まで多た岐きに亘わたるそうだ。生徒から徴ちよう収しゆうする部費と呼ばれる物は、学校が負担する維持費のごく一部で、しかも生徒に直接関係ある物の為にしか使われないんだそうだ。例えば、連れん絡らく網もうのコピー代とか。

　秋津先生に弟で子し入りするにあたり、先生は私に隠れ蓑みのとして部活を立ち上げるように提案した。放課後、新人の教師の研究室に女子生徒が理由も無く毎日足あし繁しげく通っては不ふ審しんに見られるだろうという訳だ。私は別に構わないんだけどな。

　部活の名前は「探たん偵てい推理研究会」。先生から「なるべく目立たなくて、印象に残らなくて、他ほかの人が入部したいという気にならない物を」というオーダーをもらって、私が考えた。

　ちなみに、私は「探偵推理小説研究会」として申しん請せいしたつもりだったのだけど、いつのまにか「小説」の２文字が落ちてしまい、気が付くと今の名前で正式登録されていた。修正も出来たのだけど「なんの部活か分からない方が、間ま違ちがって入部しようと思う人が現れずに済むだろう」という先生の意見で、このままで行く事になった。

[image: ]

『ただでさえ、魔ま術じゆつ関連の用具を揃そろえるのはコストがかさむんだ。それ自体が高価だし、それに極ごく秘ひに流通させなきゃいけないからな。それを無料で貸たい与よしてやっているんだから、その分は、お前達に働いてもらわなければならん』

　というのが、理事長先生の意見。働かざる者食うべからずという事だろうか。先生は「単に姉さんが僕の困った顔を見たいだけだ」と言っていたけど。




　そんなわけで、「探偵推理研究会」は、北凰学園の目安箱（生徒会がそういう物を設置しているらしい）に投とう函かんされた生徒達のよろず悩なやみ事のうち、生徒会が取り扱わない──ぶっちゃけ、相手にしてられない──悩み事を引き受ける事になった。

『論理魔術の実戦フイール授業ドワークになって一石二鳥だ』

　と、理事長先生は仰おつしやるのだけど、今のところ我が探偵推理研究会が引き受けた悩みは、部室棟に住み着いた猫ねこをどの部の所有物とするかについての確かく執しつの解消と、五月の校外学習の資料作成の為ために生徒会のお手伝いをしただけで、先生も私も一いつ切さい魔術を使っていない。まあ、仮に魔術が必要になったとしても、さっきも言った通り、私は全く役に立たないんだけどね。

　ああ、あともう一つ、理事長が秋津先生を指名してマッサージをさせてたみたいだけど、私はその場にいなかったので実際なにをしていたのかは知らない。理事長室から帰ってきて、何も話したくないと言って椅い子すにもたれた先生は、ひどくやつれて見えた。




「今回はどんな悩み事なんですか？　マッサージなら遠えん慮りよしますよ」

『私はそれでもいいのだが。今回は涼すずしげな話だ』

「涼しげ？」

『映画研究会の部室にな、幽ゆう霊れいが出るそうだ』

　先生はまた、ため息をついた。




■同日　午後３時45分　秋津研究室




　かくして、30分後、秋津先生の研究室兼けん探たん偵てい推理研究会の部室に、男子生徒と女子生徒の二人組が現れた。二人にソファに座って貰もらい、自己紹介をお願いする。

　先せん輩ぱいらしき男子生徒の方はソファに座ったまま喋しやべらず、女の子の方が口を開いた。

「私は、映画研究会に今年入部しました斉さい藤とう朋とも子こと言います。書記と記録係をしています」

「記録係？」

　聞いた事の無い役職だ。

「あ、記録係っていうのは、映画を撮とる時に役者さんの立ち位置とか小道具の配置とかを記録する係です。おおまかに言えば、ですが」

「なるほど」

「はい。こちらは先輩の荻おぎ原わら部長です」

　斉藤さんに紹介されて、隣の男子生徒は小さく会え釈しやくした。さっきから居い心ごこ地ち悪そうにしている。どこか緊きん張ちようしているようにも、なにかに怒おこっているようにも見える表情だった。

　笠木さんがお茶──いつもはコーヒーなのだけど、こういう場合はお茶が出る──を配り終わるまで、誰だれも言葉を発さなかった。

　ソファに座る二人の向かいには私が座った。笠木さんはお盆ぼんを持ったまま立っている。秋津先生は研究机の椅子に深く腰こし掛かけて目を閉じていた。こっちの話を聞くつもりは無い、という、いつものポーズである。

　誰も話し始めないので我が慢まんできなくなったのか、斉藤さんが口を開いた。

「私、小学生の時から映画製作に憧あこがれてまして、中学時代もＤＶカメラで自主製作の映画を作ったりしてたんです」

「でぃーぶい？」

「あ、デジタルビデオカメラの事です。だから、北凰学園に入学出来た時は本当に嬉うれしかったんです。こちらの映研の技術力の高さは噂うわさで聞いてたし、去年の文化祭でも素す晴ばらしい作品を上映していましたから」

「で、実際入って、想像と全然違ちがってて幻げん滅めつしたとか？」

「とんでもないです！　素晴らしい録画機材！　素晴らしい編集環かん境きよう！　素晴らしい技術を持った先輩達！　それに出演に協力して頂いている演劇部俳優陣じんの層の厚さ！　私の理想の場所がここにありました！」

　斉藤さんは目を輝かがやかせて、北凰学園映画研究会のレベルの高さを語り始めた。……こういう女の子って割と珍めずらしいんじゃないだろうか。私が言うのもなんだけど。

　いつまでも話が止まりそうにないので、私は口を挟はさんだ。

「ええと、なにか問題を抱かかえてるって聞いたんだけど」

「あ、はい」

　勢いで立ち上がりかけていた斉藤さんは、慌あわてて座り直して話を続けた。

「実は、活動時間帯の事なんです」

「活動時間帯？」

「映研は月曜から金曜までの週五日、放課後午後５時半まで活動しています。まあ、全員が必ず集まるのは会議のある火曜と金曜だけなんですけど。あ、土曜と日曜は、野外撮さつ影えいがある時とか、文化祭みたいなイベントの直前とかだけしか活動しません」

「ふんふん」

「ただ、金曜だけはある事情から午後４時に部活動を終しゆう了りようしなければならないんです。部活は３時半から始まるので、たった30分です。これでは、ちょっとした会議しか出来ません。これが私には納なつ得とく出来ないんです」

　なんだかよくわからない。早く帰れていいじゃんと思う私は、部活動に向いてないのかな？

「それは問題なの？」

「問題です！　金曜日ですよ!?　次の日がお休みなんです！　そういう日こそ、めいっぱい部活動したいじゃないですか！　そうは思いませんか!?」

「えっ!?　あ、ああ、うん。そうだよね。わかるわかる！……」

　あまりの勢いに気け圧おされた。こういうアクティブな女の子は文化系には珍しいと思う。

「で、でもね。部活で決まってるわけでしょ？　なにか理由が──」

「その理由がとても馬ば鹿かげてるんですっ！」

　斉藤さんは今にも泣き出しそうな顔をしている。

「お、落ち着いて斉藤さん。馬鹿げた理由ってなに？」

「あ、はい。……幽ゆう霊れいが出るんです。部室に」

　ようやく理事長が言っていた幽霊の話になった。

「幽霊の話は、荻原部長の方が詳くわしいです」

　斉藤さんは、まだかすかに涙なみだを浮うかべた瞳ひとみで部長さんを見つめた。部長さんは一いつ瞬しゆんひるみ、そしていやいやながら、という感じで喋り始めた。

「映研は、もう随ずい分ぶん昔から、金曜は午後４時で部室を閉めるという伝統があります。今、斉藤君が言ったように、幽霊が出るからです。これは僕が先輩の部長から聞いた話なのですが──」

　そう言って、部長さんは映研に伝わる伝説を話してくれた。




　──まだブルーレイもＤＶＤも無かった時代。ビデオテープは既すでに存在していたが、映画研究会が映画を撮るといえば、それは８ミリフィルムで撮影する事に他ほかならなかった。我らが北凰学園の栄光ある映画研究会（部長さんがそう言ってた）も、その例に漏もれず８ミリフィルムでの映画撮影を主としていた。

　今も昔も、映研は例年女子部員が少なく、というか皆かい無むだった。しかしその年は新入部員に数年振ぶりの女生徒がやってきた。その子は驚おどろくような美少女だったそうで、男子部員達はおおいに喜んだであろうと想像される。

　その女生徒の名前は伝わっていない。彼女は非常に働き者かつ有能だった。またつまらない仕事も率そつ先せんして引き受けた。他の部員も彼女に負けられないと、その年の映研はいつにも増して活気があったそうだ。まあ、野や郎ろうだらけの中にそういう女の子がいれば普ふ通つう活気が出るよね。と、これは私の個人的な意見。

　さて、文化祭を間近に控ひかえた金曜の夕方、彼女は部室に一人残って８ミリフィルムの焼き増し作業をしていた──




「焼き増し？」

　私の質問に、斉藤さんが答えてくれた。

「ビデオテープで言うダビングですね。昔は、編集する時に大元のフィルムをいじる訳にいかないから、フィルムを複製して、それを切り張りしてたんです」




　──その時、運悪く停電が発生した。外は豪ごう雨うで薄うす暗ぐらく、作業を続けられる状じよう況きようでは無かった。それでも明日までに焼き増し作業をおわらせなければ、編集作業が間に合わない。彼女は手近にあったロウソクに火をつけて作業を続けた。

　悲劇はこの時起きた。不意に、彼女が立てたロウソクが倒たおれ、フィルムに引火したのである。瞬しゆん間かん、彼女は冷静な思考を失った。命よりも大事なフィルムを守らなければならない。彼女は、自らの両の手で火を叩たたき消したのだ。狭せまい部室に、女生徒のか細い悲鳴が響ひびいた──




　私は、おそるおそる聞いた。

「……それで、女の子は？」

　部長さんはメガネを直して聞き返した。

「と、言いますと？」

「死んじゃったんでしょ？　この世に未練を残して」

　そうでなければ幽霊の出番が来ない。

「いいえ？」

「はい？」

「彼女は両の手のひらに酷ひどい火傷やけどを負いましたが、それ以外は全く無事でした。治ち療りように時間はかかりましたが、火傷の痕あともほとんど残らなかったそうです」

「ええと、じゃあ、なんで幽霊になるわけ？」

「死ぬより恐おそろしい事が起きたからですよ！」

　バンと机を叩く部長さん。

「火傷の治療は二ヶ月かかりました。その間、彼女は鉛えん筆ぴつを持つことも出来なかった。この意味がわかりますか!?」

「え？　え？」

「つまり……」

　部長氏は声を潜ひそめて、こう言った。

「二学期の試験を、受けられなかったんです。そして、彼女は留年しました」

「……はあ？」

「なんと恐ろしい！　高校生にとって、これほど恐ろしい事態があるでしょうか！」

　頭をかきむしって悶もだえる部長氏。うーん、確かに恐ろしい……かな？

「そういうわけで、以来、夜の部室には留年した女生徒の霊れいが、この世に未練を残して徘はい徊かいし、もし彼女を目もく撃げきすると……」

「……目撃すると？」

　部長さんは口をにやりとさせて言った。

「必ずその年の試験が全すべて赤点になると言われております」

　ぞぞっ。なんかそう言われると、確かに幽霊なんかよりもずっと怖こわいかも知れない。

「そういうわけで、映研では彼女が部室に現れると言われている毎週金曜日は、午後４時までしか部活動をしていないんです」

　なるほど。怪かい談だん話の方はとりあえず分かった。私は斉藤さんの方に向き直る。

「斉藤さんは、この話を信じてないの？」

「……先週までは、信じてませんでした」

「先週？」

「先週の金曜日の事です──」




　──金曜日、いつもと同じように部員が映研部室に集まると、いつもと同じように30分だけ会議が行われ、いつもと同じように午後４時にその日の部活動が終わった。

　入部当初は何度も金曜日の部活動の延長を訴うつたえていた斉藤さんも、五月に入るとあきらめて帰るようになっていた。まあ、本当に幽霊に会ったりするのも嫌いやだし。

　近くの駅まで着いて定期券を取りだそうとカバンを開けた時に、斉藤さんは大切な物を部室に忘れた事に気づいた──




「大切な物って何？」

　秋津先生が目を開けて口を挟はさんだ。ちゃんと聞いてたのか。眠ねむってるのかと思った。

「あの、えっと。……万年筆です」

　斉藤さんはうつむいて小声で答える。何故なぜ小声？

「ん？　それは僕があげた奴やつか？」

　と、映研部長。その言葉に斉藤さんは跳はね起きる。

「はい！　そうです！」

　突とつ然ぜんの大きな声に私達はびっくりして動きを止めた。斉藤さんは慌あわてて弁明する。

「あの、私、先週が誕生日で、そしたら先せん輩ぱいが、『君は書記兼けん記録係だから、ペンはいくつあっても足りないという事はないだろう』って、ご自分が使ってる万年筆を一本下さって……」

　斉藤さんは顔を真っ赤にしていた。非常にわかりやすい。微笑ほほえましい光景である。

「なるほど、続けて」

　秋津先生、君はもう少し情じよう緒ちよという物を学んだ方がいいぞ。




　──忘れ物の万年筆が部室にあるのは間ま違ちがい無かった。斉藤さんは慌てて取りに帰る。今日が何曜日で、今が何時かなど、その時の彼女にはまったく頭になかった。恋こいする乙女おとめの思考とはそういう物だ。

　部室棟とうに入り、一番奥にある映研部室を目指す。

　扉とびらの目の前に来たその時、部室の中で、かすかに音がするのが聞こえた。

　……誰だれかが中にいる？

　部室の合い鍵かぎは部員全員が持っているのだから、誰かいても別におかしくはない。しかし斉藤さんはここに来てようやく気づいた。今日は金曜日で、しかも午後４時半を過ぎている。『彼女が現れる時間』なのだ。部員が中にいる筈はずがない。

　斉藤さんは躊ちゆう躇ちよした。どうしよう。入ろうか？　少し迷ったけど、万年筆を月曜日まで部室に置いたままにするのは嫌だと彼女は結論づけた。

　鍵を差し込み、扉を開ける。

　部活の終しゆう了りよう後ご、部室は暗幕のカーテンで締しめ切られるのでとても暗い。誰もいないように思える。斉藤さんは入り口すぐ側そばのスイッチに手を伸のばした。




　カチッ




　電灯は、つかなかった。すぐに、悲劇の女生徒は雨の中で停電に遭そう遇ぐうした事を思い出し、斉藤さんの顔から血の気が引いた。カチカチとスイッチを押し直すが電灯はつかない。振ふり返ると、廊ろう下かの明かりはついていた。つまり、停電になっているのは映研の部室だけだったのだ。

　叫さけびたくなるのを必死に抑おさえ、ガクガク震ふるえる足をなんどかゆっくり動かして、斉藤さんは部室から逃にげ出した──




「……ですけど、月曜日に部室に行ったら、別にスイッチにおかしな所なんてなかったんです」

　そして、今日まで部室を捜さがし回ったのだが、万年筆は未いまだに見つかっていないそうだ。

「万年筆を部室以外で無くした可能性はないの？」

「無いです！　私、金曜の会議で書記をしました。その時に万年筆を使っていたんです！」

　な、なるほど。必死に訴えかける瞳ひとみに気け圧おされて「帰り道に落としたんじゃない？」とか聞けなくなってしまった。

　部長さんが斉藤さんに提案する。

「あの、斉藤君、万年筆くらいなら僕がまた今度──」

「駄だ目めです！　凄すごく、凄く嬉うれしかったんです！　無くすなんて、私……！」

　今にも泣きそうな斉藤さんにオロオロする荻原部長。しかし今の言葉はデリカシーに欠ける。なんでこう、男の子は自分の行動とか発言にもう少し注意を向けないのだろうか。

「うん、わかりました。じゃあ、その件について私達推理研で調査させてもらいます」

「よろしくお願いします！」

「まずは、部室を調べさせてもらっていいですか？」

「構いませんけど……」

　斉藤さんは壁かべの時計をちらりと見る。まもなく午後４時。そして今日は金曜日。斉藤さんが恐きよう怖ふに遭遇した時間まで間もない。

「大だい丈じよう夫ぶ。４時半までしか部室にいないから。約束する。先生、いいですよね？」

「最後に、もう一個だけ質問」

　これまで黙だまって話を聞いていた先生が、髪かみの毛を指の先で弄いじりながら言った。

「幽ゆう霊れいの正体を暴あばくのと、万年筆を見つけるのとでは、斉藤さんはどっちが優先度が高いの？」




■同日　午後４時10分　部室棟　映研部室




　私達、つまり私と、先生と、斉藤さんと、荻原部長の四人は、部室棟の一番奥、映研部室までやってきた。ちなみに笠木さんは研究室でお留守番だ。映研の二人には適当にごまかしたが、笠木さんは無む駄だなエネルギーを消費しないように、行動を必要最低限にしているのだ。

　部室棟は周藤理事長がこの学校を買い取る前からあった建物なので、どの部屋の扉も、他ほかの施し設せつのような電子ロックは使われて無くて、昔ながらの鍵で施せ錠じようされている。部長さんが細長い鍵を差し込んで扉を開けた。

　部長さんが先に入り、締め切りのカーテンを開けた。太陽光が室内に差し込む。

　部屋には何インチなのかよく分からないほど大きな液えき晶しようＴＶがあり、その横のラックにはビデオデッキや、ＤＶＤデッキや、どんな形のテープが入るのかよく分からないデッキや、そもそもデッキなのかどうかもよくわからないたくさんつまみがついてる機械とかが、何台も積んであった。奥にもまだ色々あるみたい。

「大半がＯＢの寄付です。このＴＶも、大先せん輩ぱいが『もっと大きい奴やつ買ったからあげる』って、置いていってくれたんです」

　なんと羨うらやましい。ガラスが嵌はまった棚たなを見ると、中にはビデオカメラが多数並んでいる。大きさは大小様々。先生は興味深そうにそれらを眺ながめていた。基本的に機械が好きな人なのだ。

　私は何気なく部屋を見回した。と、ひとつ気づく。

「あれ？　このカーテン、サイズが合ってない」

　窓にかかっている真っ黒なカーテンはかなり長めで、床ゆかに到とう達たつした後さらに20センチ程ほどあまっていた。当然、あまった分が床にだらりと着いていて、あまり綺き麗れいじゃない。

　部長さんが笑って否定した。

「それはわざとあまらせているんだ。ほら、そうすると、日光を遮しや断だん出来るだろ？　床とカーテンの間に隙すき間まがあると、そこから光が入ってしまうんだよ」

「へえ、そういう物なんですか」

「カーテンの手前に衝つい立たてを立てて遮しや光こうする方法もあるんだけど、映画研究会では伝統的にこのスタイルなんだ。まあ、単にカーテンを買い換かえてないだけだがね」

「なるほどねえ。……ん、先生、どうかしましたか？」

　気づくと、先生が私と部長さんをじっと見ていた。先生は手を振って答える。

「いや、なんでもない。うん。じゃあ、調査を始めるから、君達はもういいよ。鍵かぎは月曜日に斉藤さんに返すのでいいんだったね？」

　先生は斉藤さん所有の部室の鍵を預かっていた。

「はい」

「それじゃあ、くれぐれも、午後４時半には退出していただくようお願いしますよ。特に播機さん、幽霊を見たら赤点だからね。気を付けるんだよ」

　部長さんはそう念を押して、斉藤さんと一いつ緒しよに部室を出て行った。

　私はくるりと体を回して先生を下からのぞき込む。

「夕方の部室。夕日が差し込む室内。辺りには誰だれもいない。教師と女生徒。男と女が二人っきり。非常に良いシチュエーションですね」

「どんな？」

「えーと、例えば、告白とか」

　先生はむせた。

「……あのね、調査に来てるの分かってるよね？」

「もちろんですよ？」

「ああ、そう……」

　先生はため息をついた。

「そういえば、なんであんな事聞いたんですか？」

「あんな事って？」

「幽霊と万年筆、どっちが優先度が高いのか、とか」

「ああ、それか」

　先生は少し長めの白衣の袖そでから手を出して、髪の毛を弄りながら答えた。

「播機さんは、幽ゆう霊れい事件に興味あるの？」

「そりゃもちろん」

「そう。僕はさっぱり興味が無い」

　先生は自分の言葉を態度で表明するかのようにあくびをかみ殺した。

「無いですか？」

「無い。幽霊がいようがいまいがどうでもいい。これは姉さん、じゃなくて理事長に強要されてるからやっているだけ。時間に余よ裕ゆうがあるなら、さっさと研究室に戻もどって播機さんに魔ま術じゆつを教えるか、自分の魔術の研究をしたい」

「はあ」

「だから、なるべく早く探たん偵ていごっこを終わらせたい。幽霊の正体を暴あばくより、万年筆を捜さがす方が簡単でしょ？」

　そう。斉藤さんは先生のさっきの質問に対して、うつむいて「……万年筆を」と言ったのだ。

　先生は部室の中で円を描えがくように歩きながら続けた。

「斉藤さんは自分で言っている程には金曜日の部活動制限に文句があるわけじゃない。万年筆を取り戻すのが彼女の最大の望みなんだ。だから万年筆をさっさと見つけ出して、この件にケリをつけよう。そして魔術の勉強に戻ろう」

　それを聞いて私はちょっと残念に思った。だって、幽霊探しの方が面おも白しろそうだもん。

「でも、どうやって万年筆を捜すんですか？　見た感じ落ちているようには見えませんが」

「棚の裏とかにすべりこんだんじゃない？　まあなんでもいいさ」

　先生は部屋の真ん中に立った。

「部長さんを帰らせたのはなんでだかわかる？」

「魔術を使うからでしょ？」

「正解。理事長の命令をただこなすだけでは時間がもったいない。これは実戦フイール授業ドワークだと思おう。もちろん、論理魔術のね。見てて」

　先生は髪かみの毛から手を離はなして、両手をいっぱいに広げ、そして、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《概がい念ねん変へん換かん▽対象属性[image: ]帰巣能力：効果[image: ]増幅：段階レヴエル[image: ]Ⅰ：検索対象[image: ]〝万年筆〟》」

　白衣から伸のびる両手から、青白い光の泡あわが沸わき上る。泡は一つ一つが小さな魔ま法ほう陣じんとなって空中に浮うかぶ。

「《概念変換◇発ウル動トウガ》！」

　先生を中心に、空中に漂っていた魔法陣が四方八方に飛び散る。いくつかが私の体を突き抜けて壁の棚に吸い込まれる。もちろん痛みとかはない。

「……ええと、先生、なにもおきませんが」

「ちょっと時間がかかる。今のは万年筆の〝帰巣本能〟を増幅させたんだ」

　はい？

「帰巣本能？　万年筆の？」

「あらゆる物体には《可能性ルウキス》が含ふくまれている。よく使い込まれた道具には、持ち主と共にあり続けようとする《可能性ルウキス》が込められるんだ。大事にしている物は意外に壊こわれにくかったりするでしょ？」

　むむむ、確かにそれはある。

「あと、どこかに置き忘れたと思ってた物が、気づくと家にあったりしない？」

「あります！」

「うん。それも同じ理り屈くつ。一いつ般ぱんには帰巣本能と呼ばれている物だね」

　うーん、それ、理屈か？　と思ったけど黙だまってる事にした。魔術がすでに非論理的なのに、ここで理屈を云うん々ぬんしても仕方が無い気がする。

「この部屋にある全すべての万年筆が、今から持ち主の元に帰ろうとする。ただし、長い事この部室に置きっぱなしになっている物は、持ち主は人ではなくこの部屋そのものに移ってるから、移動する事は無い。いまどきの高校生で万年筆を持ち歩いている人はあんまりいないだろうから、斉藤さんの万年筆だけがひっかかるだろう。まあ多少は誤差があるかもしれないけ──」

　先生は途と中ちゆうで言葉を切った。

「あの、秋津先生？」

「静かに。聞こえない？」

　そう言われて、耳をすました。




　コツッコツッ




　何かがぶつかる音。

「！　聞こえます！」

「ここだ」

　秋津先生は入り口のすぐ横に座り込んだ。私も隣となりにしゃがむ。私のスカートは不用意にしゃがむにはちょっとばかし丈たけが短いけど、最近の女子高生はこの類たぐいの隠いん蔽ぺい技術が非常に発達しているので全然問題無し。

　先生が指を差す。指の先に視線を向けると、そこは木目タイルの床ゆかと、モルタルの壁かべの境目の所だった。床から高さ10センチくらいまでの部分が壁から少しだけ出っ張っていて、色もクリームの壁と違ちがってこげ茶色をしている。

「ええと、これ、なんて言うんでしたっけ」

「幅はば木きだね。見切り材と言って、床と壁の境目に板を貼はって見た目のおさまりを良くするんだ。床ゆか掃そう除じとかで壁を傷いためない工く夫ふうでもあるんだけど」

『なんて言うんでしたっけ』とか言っちゃったけど、『幅木』なんて初めて聞いた。

　コツコツという音は、その幅木のあたりから聞こえる。

「……？　壁の中から音がしてませんか？　これ」

「うん。幅木の裏が空くう洞どうになってるんだね多分」

「空洞？　学校の壁ってそういう構造なんですか？」

「いや、そんな事はない。これは誰だれかが工作したんだ。ほら、ここを見てごらん」

　先生が指差した幅木の一カ所をよーく見ると、小さな穴が開いているのがわかった。

「穴、ですか？」

「鍵かぎ穴あなだね。幅木はこの空洞を塞ふさぐ扉とびらになってる訳だ。適切な方法を使えば開けられるんだろう。どうして斉藤さんの万年筆がこの中に入っちゃったのかは、わからないけどね」

　先生は右手を開いて音のする方向にかざした。

「《概念変換◇解デ・除テイル》」

　先生が言葉を紡ぐと同時に、コツッコツッという音が消えた。

　先生は、立ち上がり、こともなげに言う。

「さて、帰ろうか」

　私は座ったまま先生を見上げた。

「え？　この鍵開けないんですか？　魔術で開けられないの？」

「出来るけど、その蓋ふたを叩たたき割った方が早いね。魔術より簡単な力だよ。でもどっちもやりたくない。それは誰かが何かを隠かくしている跡あとだ。僕らは万年筆を捜さがしているだけで、秘密を暴あばきに来たわけじゃない」

　こういう時の先生は頑がん固こだ。私は反論せずに立ち上がった。先生は頭を搔かく。

「しかし弱ったな。万年筆を回収できないとなると、幽ゆう霊れいの方を解決しなければいけなくなっちゃったじゃないか」

「やった！」

「いや、『やった！』じゃなくてね……」

「夜の校舎での冒ぼう険けんですね！」

「楽しそうだね……。そのエネルギーを少しでいいから魔術の修練に分けてくれないかな……」

「そこはそれ。入るところが違ちがうって奴やつですよ」

「用法以前になにかおかしくない？　それ」




■同日　午後６時　部室棟とう　廊ろう下か




　研究室に戻もどってから、さっき途中で終わってしまったビルを建てるボードゲームを笠木さんと再戦して１時間半ほど時間をつぶした（渋しぶい顔をしていたが、先生も一いつ緒しよに遊んでくれた）。

　やがて日が沈しずんで来たので、私達は改めて映研部室に向かった。今度は笠木さんも一緒だ。

「あのさあ、播機さん。歩きにくいから腕うでにしがみつくのやめてくれない？」

「夜の校舎は危ないですから」

「夜って、まだ６時過ぎだし。あとその返答は僕の要求に対する回答になってないよね」

　三人は廊下を進んでいる。部室棟三階の一番奥、しかも廊下がぐるりと回った先にある映研部室は部室棟全体から見て隅すみっこもいい所で、三階に上ってからは誰ともすれ違わなかった。

　先生は私の手をふりほどくわけにもいかなくて、気を逸そらせる為ためか、普ふ段だんは自分からはしないような話を始めた。

「播機さんは、怪かい談だんとか好きなの？」

「先生は嫌きらいですか？」

「いや、特に好きでも嫌いでもない。まあ、苦手ではないかな。幽霊よりも《鴉ノツクス》の方がずっと不気味だし怖こわいからね」

「私は好きですよ。女の子にはですね、『怖い』を『気持ちいい』に変へん換かんする器官が埋うめ込まれてるんです♪」

「なにそれ？」

「ジェットコースターやお化け屋や敷しきが好きでしょ？　女の子って」

「……なんとなく、理解できるような、やっぱりできないような」

「さあ、着きましたよ」

　廊下の一番奥、映研部室に到とう着ちやくした。

「先生、鍵かぎを」

「うん、今出す」




　ガタガタッ




　私は体をビクッとさせた。部室の中に誰かいる？

「今、音しませんでした？」

「そう？　気づかなかったけど」

　いや、確かに部屋の中でかすかに音がした。足音？

「先生！　開けて下さい！」

　秋津先生が鍵を開けるのとほぼ同時に、私は扉を開いて中に駆かけ込んだ。

　部屋はとても暗かった。天てん井じように、カーテンレールの隙すき間まから差し込むわずかな夜の明かりが映っている以外に光源は無い。窓の反対側の空間は物の輪りん郭かくがうっすらと分かる程度。

「誰もいないね」

　先生はそう言いながら窓まど際ぎわに歩いていく。

「でも、確かにさっき足音みたいのが聞こえて……」

　これは、リアルで、幽霊話になっていくのだろうか。私はちょっと寒気を感じた。

　先生はカーテンを少しだけめくっていた。外の景け色しきを眺ながめようというのだろうか。カーテンの隙間から見える外は、もう薄うす暗ぐらかった。

「先生、私の勘かん違ちがいだったみたいです。誰だれもいない──」

「喋しやべらないで!!」

　突とつ然ぜんの剣けん幕まくに私は驚おどろいて立ち尽つくした。先生は口に指を当てている。喋るなという事か？　こっちを見ていない。カーテンの外を凝ぎよう視ししている。

「……先生？」

「播機さん、明かり、つけてくれる？」

　いつになく真しん剣けんな言葉に、私は慌あわてて壁かべのスイッチに手を伸のばした。




　カチッ　カチカチッ




「って、噓うそ!?　ホントに電気がつかない!?」

　足あし下もとから、ぞわぞわと恐きよう怖ふが立ち上ってきた。怪談は嫌いじゃない。お化け屋敷もジェットコースターも好きだ。だけど『本物の怪談』は、どうやら全く別物だったらしい。『怖い』を『気持ちいい』に変える女の子特有の器官はヒューズが飛んで機能しなかった。

「せん、せ、い……」

　情けない事に微び妙みように震ふるえた声しか出てこない。私はゆっくり先生の方を向く。先生はさっきと同じ格好をしたまま、やはり私の方を見ずに、言った。

「播機さん、やっぱり僕が間ま違ちがっていた。世の中には知らなくて良いことがたくさんある。今回もその一つだ。女生徒の伝説は本当だったんだ」

「え？　先生、何を──」

「動かないで!!」

　再び叫さけばれる。なんだというのか。先生は口に当てていた指を離はなし、私を指差した。

「動くと、君の後ろの……」

　指を差した先は私では無く、その後ろだったようだ。私は思わず振ふり返る。

　そこには、顔を前まえ髪がみで覆おおった女生徒が立っていた。青白い光をまとっている。

　女生徒は笑うように、こう喋った。

「火傷やけどが……治らないの……」

　一気に血の気が引く。

「う～ん」

　私はそのまま気を失い、その場に倒たおれた。




■同日　午後７時ちょっと前　秋津研究室




「……って、あれ笠木さんじゃない！」

　私が叫びながらソファから飛び起きると、向かいに座っていた秋津先生が立ち上がった。

「あ、起きた？　大だい丈じよう夫ぶ？　どこか打たなかった？」

「先生、騙だましましたね!!」

　立ち上がって抗こう議ぎする。先生は両手を上げて謝った。

「冗じよう談だんのつもりだったんだけど、気絶するとは思わなくて。申し訳ない」

　私は先生の胸を両手でポカポカ叩たたきながら怒おこった。

「バカーッ!!　ホントに怖こわかったんだからっ!!」

　涙なみだが出そうになるのを必死に抑おさえる。

「ごめん、謝る。この通り」

　秋津先生は両手を上げた状態で、私に叩かれるままにした。しばらくそのままの状態が続いた後、私は叩くのを止やめ、ソファにペタリと座り込んだ。

　隣となりに先生が座り、私の顔をのぞき込んだ。

「播機さんが幽ゆう霊れいを見たがってるみたいだったから、ちょっと涼すずしくなるネタを提供しようと思ったのだけど……」

　しゅんとする先生。こういう表情や仕草が、子犬みたいで可愛かわいい。ここでそんな顔を私に見せるなんて反則だ。これ以上怒れないではないか。

「君に怖い思いをさせてしまった。ごめんね」

　その上、そんな目で言われると、なにもかも許してしまいたくなってしまう。しかもこの男の子はこういうのを演技では絶対出来ないし、かといって強い情感を伴ともなって──たとえば、私に気が、ある、とか──こんな顔をするのではない。天然というのか、これが素すなのだ。

「……正直、ずるいと思う」

「え、なに？」

「なんでもないですー」

　私は舌を出して先生を睨にらみ付ける。

「すみません遙さん。《蒼マーレ》の指示とはいえ、やりすぎてしまいました」

　向かいのソファに座っていた笠木さんが申し訳なさそうに謝った。さっき私が見た女生徒は、笠木さんの演技だったのだ。

「ううん、笠木さんは悪くないよ。悪いのは先生だからね」

「ああその通り、僕が悪い」

　先生は降参のポーズ。私は涙目をこすりながら１２０％スマイルを作った。

「秋津先生、一つ貸しです」

「仕方ない。わかったよ」

　ようやく気分が落ち着いてきた。ちょっと取り乱したのが恥はずかしい。着衣の乱れを直す。時計を見ると、気絶していたのは10分くらいのようだ。もうすぐ７時になる。

　改めて、先生は真面目まじめな顔で言った。

「ただ、あの依い頼らいは断ろう。これ以上関かかわるのは良くないと思う。最初から乗り気はしなかったんだ。探たん偵ていの真似まね事させた理事長には後で僕から文句を言っておくので、播機さんはもう帰りなさい。いいね？」

　私は、うつむいたまま答えた。

「……はい。分かりました。今日はもう帰ります」




　もちろん、噓うそだった。




■同日　午後７時　部室棟　映研部室前




　かくして、私は今日、三み度たび、この部室棟とうの廊ろう下かを歩いている。あたりには誰だれもいない。単独セルフミ潜入ツシヨンだ。気合いが入る。

　先生をごまかすのは簡単だった。校門まで送ってもらった後、特別研究棟に戻もどる秋津先生に見つからないように、私は部室棟に向かった。

　私にはどうしても確かく認にんしたい事があった。

　部室で気を失った時、私は床ゆかにしゃがみこみながら部室の入り口の方を向いていた。

　その時私は、あの扉とびらの横の小さな空間が開いているのを確かに見たのだ。

　すぐ気を失ったので、中になにがあったかまでは見られなかった。あの中に斉藤さんの万年筆があるのかどうかもわからない。でも、私はそれを確認しなければ気が済まなかった。

　部室に到とう着ちやくする。部室の鍵かぎは研究室の机の上に投げ出されてあったのを、先ほどこっそり拝借させて頂きました。

「さてと」

　鍵を扉に差し込んだ途と端たん──




　ガタガタッ




　やはり、なにかの音がした。しかしもうビビらない。女生徒の幽霊？　会えるものなら会わせてちょうだい。

　私は扉をガラリと開け、中に入った。無人。部屋は完全に暗くら闇やみ。壁かべのスイッチに手を伸のばす。




　カチッ　カチッ




　やはり電灯はつかない。懐かい中ちゆう電灯なんて便利な物は持ち歩いていない。こういう時こそ魔ま術じゆつの出番だ。私はカバンからガラスの球──１００円ショップで買った物──を取り出して、呪じゆ文もんを紡つむいだ。なんとなく小声で。

「《偽いつわりの松たい明まつ▽──」

　落ち着いて、意識を集中させろ。勉強した通りに。

「対象[image: ]水晶球：増幅要素[image: ]〝光源〟：持続時間[image: ]５分：段階レヴエル[image: ]Ⅰ》」

　右手から、赤い光の泡あわが沸わき上がり、ガラス球を包み込む。

「《偽りの松明◇発ウル動トウガ》」

　光の泡がガラス球に吸い込まれる。と同時に、ガラス球がぼんやりと光り出した。成功だ！　珍しい！　興奮してる時は成功率がちょっと高いのだ。

　私はガラス球をかざして部屋を照らした。

　先さき程ほどと変わる所はない。カーテンは閉め切られ、電灯と同じくあらゆる機材が沈ちん黙もくしている。

　私は真っ先に入り口の横の床を照らした。

[image: ]

　やっぱり空間が開いている！

　しゃがみ込んで中を照らす。床から縦５センチ×横30センチ×奥行き５センチほどのその空間は、壁をくりぬいてその上に蓋ふたをしていたようだ。

　右の隅すみに万年筆が転がっている。斉藤さんの落とし物に間ま違ちがい無い。私はそれを拾う為ために、その空間に手を伸ばした。

「……ん？」

　自分の手が邪じや魔まで見えないけど、空間の奥に何かがある。これは……スイッチ、かな？




　カチッ




　押すつもりは無いのに押してしまった。




　パパパパッ




　突とつ然ぜん、部室の電灯がついた。壁に向かってしゃがんでいたので眩まぶしくは無いが、暗闇に慣れてきた所だったので目が痛い。それにしても、なんで電灯がつくわけ？　このスイッチは何？




　ゴソリ




　背後で物音。反射的に振ふり返って見上げる。っと、眩しい！　慌あわてて手をかざす。

　目の前に人が立っていた。逆光と、眩しさから誰だれなのかよく分からない。手の隙すき間まから見える体格から男なのはわかる。さっきは誰もいなかった。外から誰かが入ってきた気配も無かった。一体こいつはどこから出てきたの!?

　男はゆっくり近づき、右手を持ち上げた。そこには太くて大きな何かが握にぎられていて──

　それまでは、冒ぼう険けん心とか万年筆発見の興奮とかで感覚が麻ま痺ひしていた私は、この状じよう況きようになってはじめて身の危険を感じた。全身を恐きよう怖ふが襲おそう。

　そして、その時私は、都合のいい事に、今すぐ助けに来て欲しい人の名前を叫さけんだ。

「秋津先生!!」




「……《挙動制せい御ぎよ▽要素[image: ]ロープ：設定属性[image: ]捕ほ縛ばく：対象[image: ]第１次接せつ触しよく有機体》」




　暗闇から、無数の青い光の泡が沸わき上った。

「先生！」

　入り口に秋津先生が立っていた。右みぎ腕うでに長いロープを何重にも回して持っている。先生はそれを男に向かって投げた。青い光の泡がロープを追いかける。

「《挙動制御◇発ウル動トウガ》！」

　ロープの端が男にぶつかる。と、その途端ロープは青白い光を放ち、まるで生きているかのように男の体の上をスルスルと進み、次の瞬間には男はロープでグルグル巻きになっていた。両手両足を縛られた男はバランスを維持できずにそのまま倒れた。

「先生！　来てくれたんですね！」

　私は先生に走り寄って抱だきつこうとした、が、先生はそれをスルリと避よけた。そして私をジロリと睨にらんだ後、大きくため息をつく。

「校門まで送ったぐらいでおとなしく帰ったと思った僕が馬ば鹿かだったよ……」

　先生は地面に倒たおれた男の側そばでしゃがんだ。

「もし播機さんが怪け我がでもしてたら、これではすまなかったからね」

　先生の氷のような声が室内に響ひびき渡わたる。こういう時の先生は、怖こわい。

「ヤケになった時でも、女の子に手を上げてはいけないよ。荻原君」

「え!?　荻原!?」

　私は驚おどろいて男をよく見た。地面に倒れたその人は、なんと映研の荻原部長だった。

「も、申し訳ありません。別に彼女を傷つけるつもりは毛頭なかったんですが……」

　部長さんは必死に先生に謝った。先生は彼を起こして、ロープをスルスルとほどいた。術を解いたのだろう。

　先さき程ほどの恐怖を思い出した私は部長さんに抗こう議ぎした。

「でもさっきなんか太くて大きな物をもってたじゃない！」

「え？　それの事？」

　部長さんは床ゆかに落ちたそれを、拾い上げて私に渡した。それは、ボタンが山ほど搭とう載さいされている、太くて大きな、リモコン、だった。

「あ、リモコンだったんだ……」

　もっと凶きよう器き的な物を想像していた。ちょっとバツが悪い。

　ふと振り返ると、ＴＶの電源が入っている事に気づいた。画面は真っ暗だが、左上に『ビデオ１』と緑色の文字が表示されていた。

「部長さん、ここでなにか見てたんですか？」

　ビクッと部長さんの体が震ふるえた。ビンゴだ。何故なぜか、私の言葉に先生まで反応した気がするが、気にしない。私はすっと手を伸のばして、リモコンをＴＶの方に向けた。

　私が何をしようとしているのかに気づいて、部長さんと、何故か先生も、同時に叫んだ。

「「再生しちゃいけない！」」

　しかし、遅おそい。私はもう再生ボタンを押していた。

　動いたのはビデオデッキのようだった。いまどきビデオテープを見ていたのだろうか。

　巨きよ大だいな液えき晶しようＴＶの画面一いつ杯ぱいに、裸はだかの女性が浮うかび上がった。私は目が点になる。

　そして同時に、部屋中に艶なまめかしい女性の声が響き渡った。

「あ、あっ、はうっ、ああああ～～～～ん♥」




■後日　放課後　秋津研究室




「つまるところ、Ｈなビデオの上映会をしていた訳ですね？　映研の男衆は」

「まあ、斉藤さんが入るまでは、映研は何年も女性部員がいなかったらしいよ」

　あの後、延々と喘あえぎ声が響く中、私は映研部長に洗いざらい説明させた。荻原部長も、カーテンの背後からぞろぞろ出てきた男子生徒達も、そして秋津先生も、私と目を合わせづらかったらしく、皆みなうつむいていた。まあ、一種の羞しゆう恥ちプレイである。もちろん、恥はずかしいのは私ではない。

「皆、うつむいて話すから、よく聞こえなかったんですよね。なのでもう一度説明して下さい」

「いいけど。あの時は播機さんだけが状況に動じてなかったね」

「女性の裸なら見慣れてますから」

「ああ、そう……。それは羨うらやましい」

　それセクハラ発言じゃないか？　と思ったけど、先生にしては珍めずらしい隙すきのある発言だったので、代わりにこう返してあげた。

「よろしければ、お見せしましょうか？　減る物でも無いですし」

「……そういうスペシャルな物は大切にしまっておいて下さい」

　私は１２０％スマイルで答える。

「そう言うと思ってました♪」

「……話を戻もどそう。映研は、毎週金曜の午後６時から有志を集めて上映会を行っていた」

「Ｈなビデオの」

「ええと、そうなんだけど、その言葉を僕が播機さんに面と向かって口にするのは抵てい抗こうがある事は理解してくれるかな？」

　いつもは冷静沈ちん着ちやくな先生がちょっとうろたえている。色白の肌はだが少しだけ赤くなっている気がする。可愛かわいいので許してあげる事にした。

「了りよう解かいしました。続けて下さい」

「上映会は、映研で長年行われてきた慣習らしくて、周囲にばれないように様々な対策が講じられていた。その一つが電力配線だ。映研部室内の電力配線は彼らによって独自にいじられていて、一つのスイッチで室内のあらゆる電気設備をまとめてＯＮ／ＯＦＦできるようにしてあったんだ」

　うなずく。そのスイッチのありかが、あの入り口の横の『５センチの空間』だったのだ。私が見たあのスイッチが、映研部室の電源集中管理システムだったわけだ。

「入り口近くに見張りを立たせておく。ちょっとでも人の気配があったら、足下を蹴けっ飛ばす。そうすると、部室内のすべての電源をまとめて落とす事が出来る」

　電灯だけではない。Ｈなビデオを流しているＴＶもデッキも、一いつ瞬しゆんで電源が切れる。

「だからあの時、電気がつかなかったんですね」

「まあ、それも狙ねらってやってるんだろうね。ＴＶもデッキもスイッチが入らないから、万が一の時に言い逃のがれが出来ると考えたんだろう」

　電気を消したら、大急ぎでカーテンの裏に隠かくれる。万が一誰だれかが入ってきても、部屋には誰もいないし、確かめようにも明かりをつけられない。そういう仕し掛かけだった訳だ。

　聞いてみればなんという事も無い話だった。私は質問する。

「先生はいつ頃ごろ気づいたんですか？」

「最初の怪かい談だんを聞いた時から」

「そんなに早く!?」

「そもそもさ、８ミリフィルム全盛期って大昔のように聞こえるかもしれないけど、たかだか二十年前くらいなんだよね。仮にその悲劇の女生徒が実在したとしても、今30代後半くらい。この世に未練を残して幽ゆう霊れいになるには、若すぎると思うよ」

　言われるまで気づかなかった。８ミリフィルムと聞いてはるか昔の事のような気がしていたけど、そっか、それくらいなんだ。

「あと、その女の子はフィルムのダビングをしてたって言ってたよね。８ミリフィルムの複製ってのはそう簡単には出来ないんだよ。カセットテープをダビングするのとはわけが違ちがう。少なくとも高校の設備で用意されていたとは思えない。あの話は、斉藤さんを金曜の夕方以降部室に近づけさせない為ために適当に作った噓うそなんだろうね」

「その時点で、深夜上映会の事まで分かってたんですか？」

「うーん、まあ、そうなるかな。最初ここに来た時の荻原君の不自然な態度を合わせると、女子には教えられないなにかをしてたんだろうなと……」

「万年筆の捜そう索さくに絞しぼったのはその為なんですね」

「鋭するどいね……。まあ、僕も17歳だし、彼らの気持ちが分からない訳でも無いので、穏おん便びんに済ませられるならそれにこしたことは無いかなと……」

　たまに先生から普ふ通つうの男の子に戻るから、この人はずるいと思う。わざとやってるんじゃないだろうけども。

「それとさ。最初部室に入った時、カーテンの長さが遮しや光こう対策だって話を荻原君が播機さんにしていたのを覚えているかな？」

「ああ、カーテンが床ゆかについてた奴やつですね」

「うん、あの話も中ちゆう途と半はん端ぱなんだよね。僕らが二回目に部室に入った時、部屋は真っ暗じゃなかったよね？　カーテンレールの上から明かりが漏もれてた。つまり、遮光しきれて無かった訳だ。ちゃんと遮光する場合は、カーテンレールの手前の天てん井じように衝つい立たてをつけるんだよ」

　そういえば、床面については部長さんも似たような事を言っていた気がする。

「あのカーテンは、今回みたいに、いざというときに参加者が隠れられるように、あの長さにしてあったんだろうね。床まで着いていれば、裏に人がいてもわからないから」

　そしてあの時、カーテンをめくった先生はそこに隠れていた部長さんと目があったんだそうだ。あの時指を口にあてて「喋しやべらないで」と合図していたのは、私にではなく、部長さんにだった訳だ。先生はあの時、彼らを見み逃のがす事にしたのだ。これだから男って……、と、思ってしまう。口には出さないけど。

　先生は椅い子すの上で体を伸のばした。

「しかし、なんでわざわざ学校で鑑かん賞しよう会かいなんかしてたのかね。いまどき、自宅の方が立派なオーディオシステムがありそうなもんだけど」

「学校という特異空間で見る事で、背徳感が高まって、より興奮出来るんじゃないんですか？」

「……そうかもしれないけど、女の子の言うセリフじゃなくない？」

「女の子が興奮しちゃいけませんか？」

「いや、そういう意味じゃなくてね……」

「ついでに言えば、せっかく先生が見逃してあげたんだから、彼らはせめて、その日の上映会を中止にしておけば良かったんです。あの状じよう況きようで、私達が研究室に戻もどった後、上映会を強行するなんておかしいですよ。あそこでやめておけば、私に見つかる事も無かったのに」

「うーん、それは、彼らの気持ちが分かる気がするなあ」

「分かるって、なにがですか？」

　先生は髪かみの毛をいじりながら答えた。

「セクハラ発言になるから言わない」

「これだから男って……」

　あ、口に出しちゃった。




　その後、魔ま術じゆつを目もく撃げきした生徒については、《血族クラン》の魔術師によって記き憶おく封ふう鎖さが行われ、全員、魔術についてのみ忘れさせられた。そんな都合の良い事が出来るのか私には疑問だが、実際やっているのでしょうがない。

　映研の伝統ある夜間上映会は、斉藤さんの強い主張によって、廃はい止しされる事になった。

　驚おどろくべき事に、斉藤さんは先日荻原部長に告白し、二人は付き合う事になったそうだ。万年筆を見つける事が出来たら、告白すると決めてたのだそうな。世の中どう転ぶか分からない。

「荻原君が運営していた夜間上映会の事を彼女の中で、どう消化、あるいは昇しよう華かさせたのかが興味深いね」と、先生。

「しょうかとしょうか？……ああ、消化と昇華ですか。そんなの簡単です」

「簡単って？」

「『愛は全能』です」

「……それって『恋こいは盲もう目もく』と同義？」

「女の子だけの秘密です」

「ああ、そう……。ところで、部長には斉藤さんがいるからいいとして、運営長を失った他ほかの参加者はこれからどうするのかな」

「先生、その言い方、いやらしいです」

「え？　なにが？」

「わかってないならいいです」

　先生が首を捻ひねると、直後、スピーカーから理事長の声が聞こえた。

『安芸には私がいるから大だい丈じよう夫ぶよ♪』

　同時に、妹から携けい帯たいにメールが来た。

『お姉ちゃんには私がいるから大丈夫だよ♥』

　私と先生は同時に言った。

「「意味がわからん」」







[image: ]




「ッ！」

　夢から覚めた時、天井に向かって右手を伸ばしていた。夢の中でも摑つかめなかった。

　汗あせをかいていた。息が苦しい。この夢を見た時はいつもこうなる。二年前のあの日の夢を。

　宙にかかげたままの右手を強く握にぎる。あの時、僕はなにが真の正義なのか分かっていなかった。いや、今でもそんな事は分かっていやしない。あの時、僕が分かっていなかったのは、正義が常に誰かの正義であるという事だ。もう二度と、あんな間ま違ちがいは、あんな後こう悔かいはしない。

　カーテンの隙すき間まから陽光が室内に差し込んでいる。壁かべの時計を見ると９時を過ぎている。休日とはいえ、少し眠ねむり過ぎてしまった。昨日遅おそくまで研究に没ぼつ頭とうしてしまったせいだ。

　ベッドから起きてカーテンを開ける。まぶしさに目を細める。今日も暑くなりそうだ。

　パジャマのまま椅い子すに座り、スリープ状態のＰＣを復帰させる。メールは特に無い、と。

　腕うでを伸のばしながら今日は何をしようか考える。

　二つ、懸けん案あん事じ項こうがあって、その対応を考えなければならない。

　夏休みの初めに、播機さん──《紅オストラム》の魔術師──は、《完結したフオル・円環キアカル》が要求した《査問》を受ける為ために《翠コラル》が運営するクルーザーに乗った。しかし、《鴉ノツクス》の襲しゆう撃げきや《血族クラン》内の内ない紛ふんのせいで、結局《査問》は行われなかった。現在、この《査問》の改めての開かい催さいを、《円環キアカル》から要求されている。

　そしてもう一つ、こっちの方が更さらにやっかいだ。

　播機さんの論理魔術師としての潜せん在ざい能力は当初からかなり高いと考えられていた。しかし、なにが悪いのか、どれだけ魔術を勉強しても、彼女はごく簡単な魔術以外は、物体をプリン状に変える事しか出来なかったのだ。《鴉ノツクス》と戦う為の戦力としては問題外だった。

　ところが、前回のクルーズにおいて、播機さんの能力が一時的に解放される事態が発生した。それはすさまじい程ほどの力の波動で、いまだにそれがなんだったのか分ぶん析せきしきれていない。あれが《紅オストラム》の《特権タレント》の片へん鱗りんだとすると、彼女が持っている能力は──

　ただ、あの時の能力の出現は、恐おそらく感情の爆ばく発はつによって起きた一時的な物であり、播機さん自身その時の記き憶おくが欠落していることもあり、意識的に再現させるのは難しいだろう。

　問題は、斎さい条じよう経由で《円環キアカル》にこの事実が通達された事。《円環キアカル》は播機さんの──おそらくは何らかの意図で封ふう印いんされていた──能力の分析を《蒼マーレ》に要求している。

　斎条が情報をリークした事は責められない。それが奴やつの仕事だからだ。そして《円環キアカル》の要求を《蒼マーレ》は拒きよ否ひ出来ない。それがルールだからだ。

　さて、今日はこの二つの対処方法を考えなければいけないな。まず姉さんに連れん絡らくして──

「……ん？」

　ボイスチャットで姉さんを呼ぼうとして、不思議な違い和わ感かんに囚とらわれた。あれ、今日はなにかすべき事があるんじゃなかったっけ？　スケジュールソフトを起動して確かく認にんする。

「……あ、そうだ。播機さんと買い物に行くんだっけ。忘れてた……」

　頭の中で組み立てかけていた今日の予定を全すべて破は棄きする。今日は一日従者だな。

　とりあえず朝食にしよう。僕は椅子から降りて居間に向かった。
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■午後３時32分　秋津研究室




　６限の授業を終え研究室に戻もどった僕、秋津安芸は、入り口の側そばのコート掛かけに白衣を引っかけて、室内を横断しながら、先に到とう着ちやくしていた香音にアイスコーヒーを頼たのんだ。

　窓まど際ぎわまで直行し、研究机の椅子を引いて腰こし掛かける。今日は割と忙いそがしかった。ゆっくりと息を吐はく。

　香音がクーラーをつけていてくれたので、研究室は涼すずしかった。後ろを振ふり返ると、窓の外には入道雲が浮うかんだ初夏の空が広がっていて、空の下には青々と茂しげった並木道が見えた。

　３時を過ぎたとはいえ陽ひはまだ十分に高く、外はまだ蒸むし暑かった。並木道を眺ながめると、炎えん天てん下かを生徒達が大勢行き交かっていた。太陽光を浴びて夏服を白く輝かがやかせた彼らの多くが、日差しに目を細めたり、額の汗を手で押さえたりしている。涼しい部屋から見下ろしていると申し訳ない気分になる。心の中で謝ってから視線を室内に戻した。

　香音は冷蔵庫からアイスコーヒーのパックを取り出していた。そしてその口を開け、氷の入ったガラスのコップに注ぐ。氷が涼しげにカランと鳴った。その姿をぼんやりと眺めながら、今日これから何をするかを考える。

　本日は木曜日。播機さんの魔ま術じゆつ修練の隠かくれ蓑みのに使っている「探たん偵てい推理研究会」の活動日ではない。だから彼女は今日は来ない。さしせまった教師としての仕事も無いし、個人的な魔術研究も順調に進んでいる。久々に、自分の好きな事が出来る放課後だ。ちょっとした解放感を覚えながら体を伸ばした。

「安芸様、どうぞ」

　いつのまにか机の向かいに立っていた香音が、コップを机に置く。僕は礼を言ってコップを持ち、そしてそのまま立ち上がった。よし、今日は趣しゆ味みの研究といこう。この前輸入便で届いた新作のボードゲームのうち、まだルールを読んでない物がいくつかある。ドイツ語の作品が三つと英語が二つ。あれをまとめて読んで、ルールを把は握あくしてしまおう。

　コップを回して氷をカラカラ鳴らしながら、研究室の隅すみに積まれている段ボールの箱に向かう。一番手前にある箱の荷札を確認してから、それを開ける。中には様々なパッケージアートが描えがかれた箱が多数詰つまっていた。僕のボードゲームコレクションだ。

　日本ではまだなじみが薄うすいけど、海外、特にドイツはボードゲームやカードゲームの本場で、年間数百種類のアナログのゲームが発売されている。

　英国に留学していた頃ころ、ルームシェアしていた友達に勧すすめられて遊んだこれらのゲームが驚おどろくほど面おも白しろくて、気がつけば評判さえ良ければ世界中どこで作られた物でも輸入して遊ぶようになった。そして今もそれは続いている。

「しかし、ずいぶんな量になったな」

　部屋の隅を占せん領りようしているボードゲームが詰まった段ボール箱の柱の群れは、一番高い奴がそろそろ天てん井じように届こうかとしていた。播機さんは「ゲームは楽しいけど、この段ボールが研究室の景観を損そこなっている」と言っていた。まあ、確かに。

　そういえば、斎条が次の日曜に棚たなを調達しに行こうとか言ってたな。僕は別にこの状態でも不自由してないんだけど、播機さんが賛成してたからな……。

「安芸様、どうかなさいましたか？」

　開けた段ボール箱を見つめたまま動かなくなった事を不ふ審しんに思ったのか、香音が声をかけてきた。僕はそちらを見ないで答える。

「なんでもない。考え事をしていただけ」

　さて、どれからルールを読もうかな。よし、これにしよう。これはインディアンポーカーを発展させたようなルールで、自分だけが見えないように立てた五枚の数字の札の内容を当てる推理ゲームだ。わずかな情報から時に大だい胆たんに当てに行き、時にブラフをかまして他ほかのプレイヤーを翻ほん弄ろうするのが面白いと評判で──

「あの、安芸様。どなたか、いらっしゃるようです」

「え？」

　香音の遠えん慮りよがちな声に顔を上げると、目の前にジェシカが投とう影えいされ、水色の瞳ひとみを僕に向けた。

『秋津先生、一いつ般ぱん生徒二名が入室許可を求めています』

「一般生徒？　播機さんじゃなくて？」

『播機遙さんには現在、期間限定の入室許可特権が付ふ与よされています。播機遙さんが入室する場合、許可は必要ありません』

「ああ、そうだっけ」

　学期末が近いという事もあって、僕が放課後すぐに研究室に戻れない事が多くなって来たので、播機さんには研究室の自由入フリー室特権パスをあげてあるんだった。

　それにしても他の生徒が研究室に来るなんて珍めずらしいな。授業中の質問については授業の後に受け付けているし、専用のメールアドレスも公開して、わざわざ研究室まで足を運んで貰もらう必要が無いようにしてある。それでなくても特別研究棟とうは教室棟から離はなれているから、生徒がここまでやってくる事は滅めつ多たにない。

「入ってもらって」

『解かい錠じようします』

　扉とびらがスライドすると、そこに生徒が二人立っていた。扉に近い方に立っていた女生徒が、多少緊きん張ちようした面おも持もちで口を開く。

「し、失礼します」

　入って来た二人にソファを勧めた後、香音にお茶を頼たのんだ。これは播機さんから聞いた話なのだけど、砂糖が入る分、お茶よりコーヒーの方が太る印象があるので、女の子にはお茶を出すのがマナーなのだそうだ。じゃあいつもここでたっぷり砂糖を入れてコーヒーを飲む播機さんはなんなのだろうか。まあいいけど。

　香音が三人分のほうじ茶を湯飲みに注いでいる間、僕は二人の来訪者を観察する。

　向かって右に座っている女生徒は、肩かたで切りそろえた髪かみ型がたといい、丸いメガネの奥で光る瞳といい、神経質そうな性格が外見にも表れているように見える。

　半はん袖そでのブラウスはシワ一つなく、ボタンも一番上まで留めてあった。スカートも校則通りの膝ひざ丈たけで、逆にいまどき珍しい長さとも言える。部屋に先に入って来たのは彼女の方で、ソファに座ってからは口をつぐんでいる。

　左に座っている生徒は、右の子と同じ夏服を着ているのに、その着こなしはまるで対象的だった。ブラウスの裾すそはスカートから全部出して流している。そのスカートも、ふとももを見せられるだけ見せたいという意志の表れのような短さだった。

　腰こしまである長い黒くろ髪かみはアッシュが入っているように光って見えるけど、こんなに長い髪全体を染めるのは高校生には大変だろうし、地毛なのかもしれない。背は右の子より頭一つ高く、切れ長の瞳は先ほどから僕を静かに見つめていた。上品そうな唇くちびるにはわずかに笑えみが浮うかんでいる。研究室に入ってから、その唇はまだ一度も言葉を発していない。

「……？」

　右の子は見覚えが無いけど、左の子はどこかで見た事がある。が、思い出せない。授業を教えているクラスの子かな。ええと……。

　入り口近くの流し場から、香音がお盆ぼんに湯飲みを三つ載のせてこちらに歩み寄り、まず一番近い左の生徒の前に置く。そしてソファの後ろを通って研究机のある側に回り、右の生徒の前にも置く。最後に僕。あえて遠回りに動いたのは、二人が武器を携けい帯たいしていないかチェックしているのだろう。この国ではそこまで警けい戒かいする必要は無いように思うけど。

　空になったお盆を抱かかえて一礼した後、香音は僕の後ろを通って部屋の隅すみ、段ボール箱の山が積まれた所に向かい、その側そばにあるパイプ椅い子すに座った。そこは香音のお気に入りの位置で、彼女は膝ひざにお盆を載せたまま、ヘッドフォンを耳に当てて目を閉じた。我関せず、の意思表明。

　右のメガネの子がそんな香音を見ながら口を開く。

「あ、あの……」

「香音の事は気にしないで。慣れてるから」

「は、はあ」

　そう答えつつも、香音から目を逸そらせない彼女の注意を引くべく、僕は尋たずねた。

「それで、なんの用かな？」

　メガネの奥の瞳がビクリと動き、ようやく僕を見てくれた。

「あの、ええと、私、橘たちばな京きよう子こと言います。１年Ａ組で、先生の授業は受けていませんが、一度お会いした事があります」

「どこで？」

「生徒会室です。私、生徒会で会計をしているので……」

　ふむ。確かに生徒会室には一度行った事がある。

　橘京子はおずおずと右手で隣となりの生徒を差した。

「それで、こちらが──」

　すると、左ひだり隣どなりの生徒は彼女の言葉を遮さえぎるようにずいと体を前に乗り出して、笑顔で喋しやべり始めた。

「鏑かぶら木ぎ倫りんと申します。北凰学園生徒会長を務めております」

　その名前を聞いてようやく気がついた。

「え、鏑木倫って、君は──」

「ええ」

　僕の言葉を待たずに肯定し、首を傾かたむけ目を細めて微笑ほほえむ。

「秋津先生が担任をなさってるクラスの生徒です。まあ、授業以外でお話をした事はあまりありませんが。私が生徒会長と聞いて驚おどろきましたか？」

「ああ、いや、うん。確かに、君が生徒会長だとは知らなかった。しかし──」

　僕はその挑ちよう発はつ的な格好にちらりと目をやった。そういえば、ブラウスのボタンも普ふ通つうより一つ多く外れていて、胸むな元もとが覗のぞいていた。

「──すごい格好だね」

「お褒ほめいただき光栄です」

　いや、別に褒めてないけど……。鏑木倫は笑みを絶やさずに続けた。

「なにも制服を校則通りに着こなす事だけが、他ほかの生徒への規き範はんを示す手段ではないと思うのですが、いかがですか？」

「……まあ、いいんじゃない。それで？」

　僕が話を促うながすと、瞳ひとみの色が少し変わった。口元の笑みは変わらないものの、真面目まじめな話をする表情をしている。大人っぽい顔つきから覗く、鋭するどい眼光が僕を見つめる。

「私、秋津先生とは一度ゆっくりお話しさせて頂きたいと思っていました」

　急に身を乗り出して話し出したので、僕は思わず体を引いた。

「へ、へえ」

　僕の反応に満足したのか、鏑木倫は小さく頷うなずいて、体を後ろに戻もどした。

「本当はきちんと場を設けてお話しさせて頂きたかったのですが、今日は緊きん急きゆうの用件があってお邪じや魔まさせて頂きました」

　静かで、そして上品なしゃべり方だが、そこには有う無むを言わせぬ力が込められているようで、僕は口を挟はさめなかった。長ちよう髪はつの生徒は一度黙だまり、そして微笑んだ。

「すみません。驚かせてしまいましたか？」

「いや、別に。それで、用件って？」

「はい。先生は今日は何の日かご存じですか？」

　言われて、壁かべにかかっているカレンダーを見る。今日は七月七日だ。

「え？　何の日って、七夕、とか？」

「はい。北凰学園では、七月七日に、生徒会主導による自主的なイベントである『七夕祭』を開かい催さいしています。中央通りに出店やステージを作って、生徒みんなで楽しむんです」

　ああ、なるほど。だから今日は外の通りがいつもよりも騒さわがしかったのか。

「１時間後の午後４時30分からスタート予定です。ご存じありませんでしたか？」

「ごめん、自分が関かかわらないイベントごとには近づかない事にしているもんで」

「いえ、お気になさらず」

「それで、その七夕祭がどうしたの？」

「はい」

　急に声が真しん剣けんになった。

「実は今日、生徒会室に行きましたら、こちらの橘さんの机の上に、このような物が置いてあったんです」

　そう言いながらカバンから白い封ふう筒とうが取り出され、机の上に置かれる。僕ぼくは「見ていい？」と確かく認にんしてから、封筒を手に取り中身を出した。それは四つ折りにされた便せんで、開いてみるとパソコンで印字された文字が並んでいた。




[image: ]




　二回読み直してから鏑木倫を見る。

「……脅きよう迫はく文ぶん、って奴やつかな」

「ええ。あと、もう一枚」

　ん。封筒を覗くと、奥に何か入っている。指で抜ぬき取ると、それは写真だった。携けい帯たい電でん話わで撮さつ影えいした物らしく画質が荒あらい。生徒会室の室内を撮とっているように見えるが、角度やピントがおかしくてぼんやりとしか写っていない。盗とう撮さつかもしれない。

　ぼんやりとしているけれど、二人の生徒が抱だき締しめ合っている姿が写っているように見えた。背の低い方が首を上げて、見つめ合っている。不思議な感じがするのは、写真に写っている二人がどちらも女子制服を着ているという事だ。

　僕は写真から目を離はなして前にいる二人を見た。

「ええと、これって」

「はい、私たちです」

　上品に微笑み返される。右に座っている橘さんは耳まで真っ赤にしてうつむいていた。

「因果関係は不明ですが、犯人は私たちの関係を知っている事を示した上で、七夕祭の中止を要求しています」

「うん。それで？」

「生徒会としては、こんな物に屈くつするつもりはありません。そうですよね？　橘さん」

「え？　はっ、はいっ！」

　突とつ然ぜん話を振ふられた橘さんはバッと顔をあげて、ぶんぶんと首を縦に振った。そして必死に喋しやべる。

「そ、騒そう動どうを未然に防ぎたいと思いまして、生徒会で出来る事は可能な限りやりました。先ほども不ふ審しん物が無いかチェックする為ために、祭りの会場になる中央通りを生徒会メンバーで見回りました。なにも発見出来ませんでしたが……」

　そう言って肩かたを落とす。それを見て鏑木倫の切れ長の瞳ひとみは優やさしげに細くなった。そしてまた僕を見る。

「そういう訳で万ばん策さく尽つきまして、藁わらにもすがる思いで『探たん偵てい推理研究会』に依い頼らいに来ました」

　なるほど、そういう事か。

　播機さんの魔ま術じゆつ修練をカモフラージュする為に作った「探偵推理研究会」は、その真の目的の隠いん蔽ぺい──および、姉さんのいやがらせ──の為に、生徒会が放ほう棄きした学内でのやっかい事を解決する事を主な活動としている。今回はその生徒会自体がやっかい事を持ってきたわけだ。しかし──

「ええと、これは警察の仕事じゃないかな。立派な脅きよう迫はく行こう為いだしさ」

「大おお事ごとにしたく無いんです。脅迫状を出したのは多分この学校の生徒だと思いますが、その人だって感情に任せて出してしまっただけかもしれません」

　鏑木倫はよどみなく答えた。恐おそらく、僕が何を言うのか事前に予期していたのだろう。自信に満ちた言葉が続く。

「私たちは七夕祭を無事開かい催さいできればそれでいいんです。犯行を未然に防げるなら、犯人がつかまらなくても構いません。それに……」

　言葉が急に切れ、うつむいた。長い前まえ髪がみが垂れ、瞳が隠かくれた。

「……それに、他ほかの先生や、ましてや警察が介かい入にゆうしたら、私たちの関係が公おおやけになってしまいます」

　そう言って隣となりの橘京子を見る。見られた方は顔を真っ赤にしたまま熱い視線を返していた。

　私たちの関係、っていうのは、この写真の事なのかな。なのだろうな。

　隣を見つめていた顔はこちらに向き直り、また意志の強い瞳が僕を見み据すえる。

「私は別に構いません。ですが、橘さんは線が細い子なので、自身が好こう奇きの視線にさらされるのは耐たえられないでしょうし、なにより私が嫌いやです」

「ううん、言いたい事は分かるんだけど、仮に僕が引き受けたとして、失敗した時の責任が取れないよ」

「先生なら大だい丈じよう夫ぶです。『探偵推理研究会』の活かつ躍やくの数々は聞き及およんでおります」

「買いかぶりすぎだよ。ただの部活動だもの。とりあえず、これについては理事長の判断を仰あおごう」

「……依頼を受けては頂けないという事ですね？」

　鏑木倫は明らかに落らく胆たんした顔をしながらも、声の調子はしっかりしていた。

「申し訳ないけど──」

「わかりました。では、秋津先生、ちょっと立って頂けますか？」

　そう言って立ち上がる。突然の要求に、僕は思わず釣つられてソファから体を起こした。

「橘さん。ソファに横になっていてくれる？」

「え、あ、あの、鏑木先せん輩ぱい──」

　困こん惑わくする橘京子はそのまま肩を押されてソファにころんと横になった。鏑木倫はソファから一歩横の開けた空間に出る。

「秋津先生、ちょっとそちらに立ってもらえますか？」

「ここ？」

　指示されるままにソファの横に立つ。ちょうど１メートル程ほどの距きよ離りを取って、鏑木倫と向かい合う形になる。

「結構です」

　目の前で満面の笑えみを浮うかべた黒くろ髪かみの生徒は、一歩僕の方に歩み寄──ろうとして、体重のバランスを崩くずして前に転びそうになった。

「きゃっ！」

　思いの外ほか、か細い悲鳴が唇くちびるから漏もれ、僕は反射的に一歩出て倒たおれかけた体を抱かかえた。

「す、すみません。助かりました」

　起き上がろうとして、相手の腕うでが僕の肩に伸のびた。いや肩じゃなくて、首だ。首に手が回される。なぜ首？

「いや、あの、そこにつかまるとバランスが取りにくいんじゃない？」

「いいえ。むしろこれでいいんです」

　両手が首に巻き付く。鏑木倫が妖よう艶えんな笑みを浮かべていた事に、この時はじめて気がついた。

「どうしてかって言いますとね──」

　と、そこで、入り口の扉とびらが音もなく開いた。

「秋津先生♪　七夕祭に遊びに行きましょー！」

　弾はずむような声と共に笑顔の播機さんが、夏服から伸びた手を大きく振りながら入って来た。

　そして、僕、というか、僕たちの姿を確かく認にんして凍こおり付く。

「な」

　絞しぼり出すように口から出た言葉。

「ええと、その──」

　僕が慌あわてて言葉を探していると、播機さんはその場で少しうつむき、

「……そうですか」

　と、つぶやいた。その言葉は何故なぜか楽しそうな口調に聞こえた。

「最近忙いそがしい忙しいって言って部活が減っていたのは、そうですか、こういう訳ですか」

「いや、それは」

「先生には、そんな風に親しくしている方がいらっしゃったんですね」

　そんな風ってどんな風だよ！　僕は徐じよ々じよに抱だきしめる力を強くしている鏑木倫を解ほどこうとしながらも解けずに、反論した。

「いや、播機さん。それは誤解であって──」

　すると播機さんは顔を上げてキッと僕を睨にらんだ。

「誤解なんてしてません！　嬉しそうにしちゃって！　先生はそういうのが好みなんですね！」

「どういう好みだよ！　ちょっと僕の話を──」

「ええ、どうせ私はその人みたいに大人っぽくないですよ！」

　さっぱり聞いちゃいない。

「いやだからさ──」

「どうぞお幸せに！　お邪じや魔ましましたっ！」

　僕が何かを言うよりも早く、播機さんはぎゅっと目をつぶって叫さけんだ後、くるりと１８０度回ってダッシュで走り去って行った。部屋の隅すみで、香音がため息をついて首を振ふっていた。

「橘さん、もう起き上がっていいわよ」

　振り返ると、いつの間にか僕から体を離はなしていた鏑木倫がそう言った後、楽しそうに僕を見つめている。僕は慌てて今の事象を考える。

　ええと、つまりどういう事だ。何故、さっき橘京子をソファに倒したんだ？……そうか。香音は部屋の隅にいるから入り口に立った人の視界には入らない。橘京子をソファの陰かげに隠かくす事で、この部屋に僕と鏑木倫だけがいるという風に見せる事が出来る。誰だれに見せる？　もちろん、入って来た播機さんに、だ。

[image: ]

　まずい。これは非常にまずい。頭に血が上るのを感じる。僕は鏑木倫に抗こう議ぎした。

「なんて事をしてくれたんだ。播機さんに変な誤解をされちゃったじゃないか！」

　焦あせりながらまくしたてる僕に対し、鏑木はにっこり笑い返す。

「先生が最初から引き受けてくれれば、こんな不幸な事故は起きなかったんですけどね」

　一いつ瞬しゆん思考が停止した後、はめられたと気づいた僕は、がっくりと肩かたを落とした。

「や、やられた……」

　この学園にはこういう方向に頭が回る生徒が多い気がするのは僕の被ひ害がい妄もう想そうなのだろうか。

　鏑木倫は膝ひざをかがめ、うなだれる僕を下からのぞき込むように見た。笑え顔がおで。

「先生？　もちろん私は、播機さんが先生の事を誤解したままでいるのは本意ではありません。大だい丈じよう夫ぶ。クラスメイトですし、ちゃんと話せば分かってもらえると思います」

　僕はジト目で見返す。

「……その代わり、僕に犯行を防げって言うんだろう？」

「ご明察♪」

　深く、深く深くため息をついたあと、僕は体を起こして答えた。

「わかったよ。やるよ」

　こうなったらやるしかない。急いで事件を解決して、さっさと播機さんがしたであろう変な誤解を解かなければ。僕の事を勘かん違ちがいされたままではとても困る。

　鏑木倫は「きゃっ♪」と嬉うれしそうにつぶやき、もうすべてが解決したかのように、その場で嬉しそうに手を広げてくるくると回った。僕は一応釘くぎを刺さしておく。

「あのね。何度も言うけど、失敗した時の責任は持てないよ」

　すると回転が止まって僕の方を向き、体を傾かたむけて上うわ目め遣づかいになる。上品な、それでいて抜ぬけ目の無い瞳ひとみが楽しそうに僕を見上げる。

「あら、大丈夫ですよ」

　体を起こした鏑木倫は指をピストルのような形にして、銃じゆう口こうを僕の胸に当てた。

「先生なら、きっと出来ます♪」




□午後３時45分　中央通り




　七夕祭の開始を間近に控ひかえ、中央通りは徐々に慌あわただしさを増していた。その中を俺、阿あ万ま伊い織おりは最後の準備にとりかかるべくゆっくりと歩いていた。

　校門から真っ直ぐ続く中央通りは緩ゆるやかな上り坂になっていて、真ん中に桜並木が続き、左右に二本の通りがあり、その外側を教室棟とうなどの施し設せつが連なっている。

　青々と茂しげった並木の下に、今は大小様々なテントが張られ、その中で、外で、生徒達が忙しそうに最後の準備に取りかかっていた。

　俺は大きめの紙かみ袋ぶくろを右手で抱かかえていた。アレを模造紙で適当にくるみ、ガムテープで留めただけなので、非常に不格好だ。いつもの放課後にこんなものを脇わきに抱えていれば不ふ審しんに思われただろう。しかし、今日は似たような状じよう況きようの奴やつが大勢いるので問題無い。

「おっと、すまん」

　大きな看板を両手で抱えて視界が狭せまくなっている男子生徒が俺にぶつかり、よろけて道ばたに並んでいる美術部のガラクタアートに突つっ込みかける。俺は左手で倒たおれかけた看板を支えてやる。

「おお、さんきゅな」

　顔が隠れて見えないが、そいつは礼を言って去っていった。あいつも俺も周りには似たように映っているだろう。

　歩くのを再開しながら、右手で抱えた紙袋の重さを確かめる。大丈夫。いける。何回シミュレーションしたと思ってるんだ。絶対成功する。いや、させる。

　七夕祭の開かい催さいと同時に、中央通りは赤い雨に染まる。この俺の手によって。

　俺の出した脅きよう迫はく文は生徒会に完全に無視されたようだ。それならそれでいい。せいぜい祭りを台無しにされて恥はじをかくがいい。

　後こう悔かいが無いわけじゃない。こんな事をしても俺にはなんの得も無い事もわかっている。しかし、なにかせずにはいられなかった。あの変態に彼女が取られてしまうのを、黙だまって見ている事は俺には出来ないんだ。

　さて、そろそろ俺も準備を始めようか。俺は周りの目を気にしながら、中央通りに定間かん隔かくに並んでいるベンチの一つに座り、紙袋をベンチに慎しん重ちように置いて、中身を見──

「阿万君！」

　──ようとした所をギリギリで止やめ、声がした方に振ふり向いた。目の前に同じクラスの女子生徒が立っていた。

「は……り、はた？」

　走ってきたのか、播機は肩で息をしていた。興奮しているようにも見えた。

「ここでなにをしているの!?」

　詰きつ問もんするような言いっぷりに、俺は早くも計画が露ろ見けんしたのかと焦った。しかしすぐに心の中で否定する。そんな訳が無い。第一、播機は生徒会とは無関係の筈はずだ。仮に俺の計画が生徒会にばれていたとしても、それを播機が言ってくる筈がない。

　俺は出来るだけ落ち着いて答えた。

「ええと、いや、始まる前の七夕祭を見て回ろうかと思ってさ」

　我ながら焦あせる意識を制せい御ぎよしつつ、自然に言えたと思う。

　すると播機はまるで俺を責めるように言った。

「そう！　じゃあ私も見て回る！　一いつ緒しよに行こう！」

　播機は俺の手首をつかんで無む理り矢や理り歩き始めた。俺はベンチから引きはがされる。俺はかろうじて、不格好な紙袋を脇に抱え込んだ。

「え？　いや、ちょっと！　播機!?」

　一体何事だ。播機とは特に仲が良いというわけでもない。クラスでも話した事など滅めつ多たに無い。声をかけられる理由すら思いつかないのに、一緒に歩くだと？　なんなんだ？

　大おお股またで乱暴な歩き方をする播機の手を無理矢理振ふり払はらうわけにもいかず、俺は引きずられるように歩き出した。播機は真っ直すぐ前を見たまま言い放った。

「一人で回るより二人で回るほうが楽しいって！」

「はあ!?」

　冗じよう談だんじゃない。そんな事をしている暇ひまなど無い。俺は最後の準備に取りかからないといけないのだ。

「おい、播機！」

　少し強めに呼んだが、まったく聞こえていないようで返事が無い。代わりに、独り言のような、それにしては少し大きめの声が、播機の口から発せられた。

「まったく、なんなのよ、あの女は！」

「なに？　なんの話をしている？」

「こっちの話！　さあ、どこを見て回るの!?」

「播機、もしかして、なにか怒おこってるのか？」

　播機はバチッと立ち止まり、首をグルリと俺に向けて、瞳ひとみを大きく広げて叫さけんだ。

「これが怒らずにいられようかっ！」




■午後３時50分　研究室




　研究室には僕と香音だけが残っていた。香音は机を挟はさんだ向かいのソファに座っている。

　捜そう査さを約束した、いや、させられた僕は、脅迫状一式を受け取ると、生徒会の二人には生徒会室で待機していてもらうように頼たのんだ。彼女らは僕に同行して捜査に協力すると申し出たが、僕なりのやり方があるからと断り、研究室から出て行ってもらった。

　僕なりのやり方。もちろんそれは論理魔ま術じゆつを用いた犯人および犯行手段の特定である。可能な限り迅じん速そくに状じよう況きようを解決するには、魔術を使うのが手っ取り早い。

　脅きよう迫はく状を読み返しながら、僕は気持ちが焦るのを感じ、落ち着く為ために深呼吸をした。あまり効果が無かった。もう一度脅迫状を眺ながめる。

「しかし、どこにでもある便せんに、プリンタで印刷された文字では、たいした《可能性ルウキス》が残ってるとは思えない」

　紙がノートの切れ端はしだったとか、文章が使い古された万年筆で書かれたとかであれば、そこに《可能性ルウキス》が発生し、その力を利用する事でなんらかのアクションを取る事が出来る。例えばそのインクの帰巣本能を増ぞう幅ふくし、書かれた万年筆の元まで連れて行ってもらうような。しかし、この脅迫状ではそういうのは出来そうにない。

　手に持っていた脅迫状を机の上に投げる。向かいに座っている香音が、テーブルの上を滑かつ空くうする紙の軌き道どうを、首を動かさずに目だけで追っていた。

　なにから始めるべきか。天てん井じようを見上げて叫ぶ。

「ジェシカ！」

　香音の横にジェシカの立体映像が投とう影えいされる。

『お呼びでしょうか』

「この手紙、指し紋もんとかわかる？」

　一いつ瞬しゆんの間の後、ジェシカが返答する。

『三人分の指紋を識別しました。一つは秋津先生の物です。残りの二つについては、先ほどの生徒二人かと予想されますが、一いつ般ぱん生徒の指紋情報はデータ化していないので不明です』

「いずれにせよ、三つしかついてないか……。犯人は気を遣つかって手て袋ぶくろでもしながらこの脅迫状を作った訳だ。香音、なにか気づく事ある？」

　言われて、香音はテーブルに置かれた脅迫状を両手の指の先でつまみ上げ、顔の前に掲かかげた。

「……かすかに、この部屋にはない匂においを感じます」

　お。

「いいね、前進した。そこから始めよう。それを机に置いて」

　香音が脅迫状を机に戻もどすと、僕はその上に両手をかざし、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《材質変へん換かん▽対象[image: ]嗅きゆう覚かく成分：効果[image: ]拡大：段階レヴエル[image: ]Ⅲ◇即時発動》」

　青色の光の泡が指先から沸わき上がり、染しみこむように手紙に吸い込まれていく。青白く光る脅迫状を見つめていると、やがて鼻を突く臭いが漂ってきた。

「これは……、消毒液、かな？」

　鼻を控えめにひくひくさせながら香音が答える。

「ええ。恐らく、犯人の手袋に付着していた物と思われます」

「これを手がかりに、学園内を捜そう索さくって、出来る？」

「探インベ査ステ行イゲ動イシ形ヨン態モードに形態変へん更こうすれば可能ですが……」

　香音は眉まゆ根ねを寄せ、少し責めるような目つきで僕を見た。

「安芸様、私に犬の真似まね事をしろと仰おつしやるのですね？」

　両手を腰こしにあてて胸を張り、抗こう議ぎのポーズ。どうでもいいけど、こういう動きをどこで学習してくるのだろう。

「急がなきゃならないんだ。悪いけど、頼む」

　僕がそう言うと、銀ぎん髪ぱつがわずかに揺ゆれ、笑え顔がおが形作られる。

「分かりました。我が魔術師メイガスよ」

「ありがとう」

　もちろん香音が僕の命令を拒きよ否ひする事は無い。今の一連の行動は香音の気まぐれだ。この手のコミュニケーションが《人形ドール》と魔術師の間にも必要だというのが香音の主張だが、僕にはどうもよくわからない。

　香音は控ひかえめながら、嬉うれしそうな声で続けた。

「《紅オストラム》の為に安芸様が積極的に動くのは良い兆ちよう候こうです」

「そりゃあ、あんな誤解をさせたままにしておく訳にいかないから」

　そう答えると、香音はますます機き嫌げんよさげに微笑ほほえんだ。その微笑みの意味がわからない。まあいいか。僕は頭をかきながら立ち上がり、香音に指示を出す。

「香音、《形態制せい御ぎよ：：探インベ査ステ行イゲ動イシ形ヨン態モード▼設定[image: ]Ｃ◇具インスタ象ンシエー化シヨン》」

　香音もソファから離れ、一歩横にずれて直立する。

《具象化は既に完了しています。形態変更のみを受理し、探査行動形態に形態モード移行チエンジします》

　ぶるりと、小さく香音の体が震える。

「形態制御変更完了。いつでも行けます」

　通常の形態移行であれば、香音の肉体に魔ま術じゆつ紋もん様ようが浮うかび上がるのだけど、今回は出力をセーブしているので外見上の変化は起きない。さすがに全身にタトゥーを浮かべながら学内をうろつくのは無む茶ちやだから。

「この脅迫状の臭においを追ってくれ」

　香音は目を閉じて、また子犬のように、小さくひくひくと鼻を動かした。

「現時点で検けん索さく可能な候補が、学内に三カ所存在します。どうしますか？」

　入り口に向かいながら答える。

「全部回るしかないね。一番近い所から順に行こう」

「了りよう解かいしました」

　僕はコートかけの白衣を取り、はやる気持ちを抑おさえつつ袖そでに手を通した。




□午後３時57分　中央通り




　腕うで時ど計けいから目を離はなして空を見上げると、徐じよ々じよに青からオレンジ色に変わりつつあった。

　七夕祭の開始は４時半。中央通りでは、出店を出している生徒達が最後の仕上げに追われていた。予行演習なのか、焼きそばやたこ焼きの匂においが周囲に漂ただよっている。

　ペンキの臭いもする。未いまだ未完成の看板が道をふさぐように置かれ、その周りで生徒がしゃがみ込んで完成を急いでいた。生徒会の自主的なイベントである七夕祭は、学校側からのサポートがほとんど無い。そのため出店の看板を作るのも休み時間に細々とやるしかなく、なのでいつも準備がギリギリになると先せん輩ぱいに聞いた事がある。

「ねえ見て見て阿万君！　あれ何かな？」

　そんな看板や生徒を器用に避よけながらも、俺の手首をがっちり摑つかんだままズンズン歩き続ける播機は、並木の一本の根元を指差した。そこには空き缶かんやら壊こわれたカバンやらで組み上げられたオブジェが置いてある。

「……美術部が展示してるガラクタアートだよ。そこだけじゃなくて、等とう間かん隔かくにいくつも置いてあるだろ」

「あ！　ホントだ！　へー、あれアートなんだ！　面おも白しろいねー!!　あ、ここの出店は看板が気合い入ってるね！」

　地面に置かれたオブジェにはもう興味が無くなったのか、播機は陸上部の屋台を指差して喜んでいた。多分、目に付いた物ならなんでもいいのだろう。

「激げき辛からクレープかー！　辛いのか甘いのかよくわからないね！　お祭り始まったら食べに来よっかな！」

　播機は先ほどから、やたら高いテンションで次から次へと何かを見つけては、俺に報告してはしゃいでいる。正直、やけくそで空元気を出しているようにしか見えない。

　先さき程ほどまくしたてられた内容を総合すると、播機のクラス担任──つまり、俺の担任でもある──秋津を、七夕祭に誘さそったのだが断られたようだ。つまり、俺が今引きずり回されているのは、誘いを断った秋津に対する当てつけという事だろうか。なんというどうでもいい話だろうか。勝手にやってくれ。そして頼たのむから俺を巻き込まないでくれ。

　俺は播機に引きずられるように、中央通りの坂道を下っていく。何度となくこの手を振ふり払はらって逃にげ出したい衝しよう動どうに駆かられた。俺にはやらねばならない事がある。しかし、準備は万ばん全ぜんを期したい。ここで播機に不ふ審しんがられて、犯行が露ろ見けんするようでは意味が無いのだ。

「そういえば、阿万君。その紙かみ袋ぶくろ、なに？」

　！　不意をつかれ、俺は立ち止まってしまった。播機も歩みを止め、俺を不思議そうに眺ながめている。向かいから歩いてきたカップルの男の方が、すれ違ちがいざま俺が持っていた紙袋に腕うでを強くぶつけた。俺は慌あわてて外側から袋ふくろを触さわり、中身がつぶれていない事を確かく認にんした。

「？　大だい丈じよう夫ぶ？　どうしたの？」

　……落ち着け。気取られるな。大丈夫だ。立ち上がって紙袋をさりげなく後ろに隠かくす。

「あ、いや、なんでもない。物理部の出し物に使うんだ」

「へえ、阿万君って物理部なんだ！……あ！　あそこステージだよね！　有志のバンド演奏だって！　私の知ってる友達は出るのかなー？……」

　播機はステージの横にある出演プログラムが書かれた看板にキラキラした瞳ひとみを向けていた。助かった。もう紙袋への興味は薄うすれたようだ。

「……あ！　これ美み奈なじゃん！　ねえ阿万君！　美奈がバンド出てるよ！　なんで教えてくれなかったのかなー、もー！」

　またぐいぐい手首を引っ張られるので、俺は諦あきらめてステージに目を向けた。

　と、その時、ステージの反対側、照明器具が立てられたその向こうを、知っている二人組が早足で通り過ぎるのが見えた。一人はメガネ、もう一人は長ちよう髪はつ。

　生徒会会計の橘と、生徒会長の鏑木だった。

　播機の勢いに流され、多少混乱していた意識が、急速に冷えていくのを感じる。同時に、胸の奥からふつふつと暗い気持ちが湧わき上がるのを感じた。

　鏑木倫。俺はお前を許さない。




　俺は橘京子に恋こいをしていた。

　一ひと目め惚ぼれだった。生徒会会計である彼女が、事務作業の為ために物理部に来た時から、俺の人生は一変したと言ってもいい。それほどに彼女の事を好きになったのだ。

　しかし、俺は自分の事を知っている。悲しいくらい知っている。容姿はたいして良くないし、所属している部活もパッとしていない。彼女が俺に好意を持つポイントが一つも無い。

　それに、彼女と親しくなるには接点が少なすぎた。告白するような勇気も無い俺は、せいぜい物理部の会計業務を円えん滑かつに進めて、彼女の負担を減らすくらいしか出来る事はなかった。それでも幸せだった。いつか彼女にふさわしい男が現れて、付き合い始める事があったとしても、それを陰かげながら祝福出来ると思っていた。……あの日までは。

　一週間前、夏休み中の部の活動計画表を持って生徒会室に行くと、扉とびらが少し開いていた。部室棟とうにある生徒会室は、電子ロックになっていないのだ。

　なんの気なしにそこから室内をのぞき込んだ俺は、その場で卒そつ倒とうするかと思った。

　我が愛しの橘京子が、あろうことか鏑木倫と抱だきしめ合っていたのだ。

　鏑木の長い髪かみが、二人の夏服とスカートに絡からみついていた。なんなんだこの光景は！　夢か!?　俺は夢を見ているのか!?

　体が言う事をきかず微び動どうだに出来ずにいると、鏑木の胸に顔を埋うずめていた橘が顔を上げ、静かに目を閉じた。も、もしかして、キスをねだっているのか？　橘が、鏑木に!?

　この時、俺の中の何がそうさせたのか今でもわからない。気がつくと、俺は携けい帯たいのカメラでその光景を撮さつ影えいしていた。そして、そのまま部室に帰った。

　その後は怒いかりしかなかった。あの変態、鏑木倫が、俺の愛する橘京子を毒どく牙がにかけたのだ。俺はそう信じて疑わなかった。いや本当は、橘京子が鏑木にアプローチをかけた可能性もあるのだが、人間の脳は便利に出来ているのでそっちの説は無条件で捨てた。

　色々考えた末、俺は決めた。生徒会主しゆ催さいのイベントである七夕祭を台無しにしてやる。生徒会に大恥をかかせてやる。そんな事をして、もしばれれば、俺は橘京子に永久に軽けい蔑べつされるに違いない。しかし、もうその衝動は抑おさえられなかった。なんとしてもあの変態野や郎ろうに一いつ矢し報むくいたかったのである。

　そして、今日この日がやってきた。今朝、脅迫状をこっそり生徒会室に置いてきた。あれは単に俺の犯行を事前に予告したかっただけで、生徒会がどう反応しようとも構わなかった。書いた通りに七夕祭を中止すれば、奴やつらは生徒からの反感を買う事になる。中止しなければ……、その結果は、もうすぐ出る。後は、最後の準備をするだけ。




「どうかした？」

「え？……いや、なんでもない」

　つい考え込んでしまったらしい。顔をのぞき込む播機に適当に返事する。播機はバンドのプログラムに注目していて鏑木達に気づかなかったようだ。

　怒りが一回りしたのか、やけに冷静に思考する事が出来た。俺が今やるべき事は、出来るだけ穏おん便びんに播機と別れる事だ。一時的でもいい、10分もあればすべての準備は終わる。

　俺はもう一度、紙袋を握にぎりしめた。




■午後４時03分　専門教室棟とう




　研究室から一番近い臭においの元は、専門教室棟の科学室だった。

　教室棟が汎はん用よう的な──つまり普ふ通つうの──講義をする為の教室から構成されているのに対し、専門教室棟は科学室や家庭科室など、特別な設備を必要とする科目の為の教室が集まっている。

　そこの二階の科学室の前の廊ろう下かで、香音は立ち止まった。

「この中です」

「科学室？」

「いえ、その横の科学準備室です」

　準備室の入り口に手をかける。開かない。当たり前だ。電子ロックなんだから。手を取っ手から離して頭をかく。

「安芸様、少し落ちつかれては……」

　心配そうな目が向けられる。そんなに焦あせっているように見えるのかな。頷うなずき返してから、天てん井じようを見上げてジェシカに呼びかけた。

「ジェシカ、僕の権限で科学準備室の入室許可を申しん請せい」

　天井から声が返る。

『秋津先生の権限を確かく認にん。申請を受理しました』

　カチッと小さな音が扉から聞こえた。中に入りながらジェシカに質問する。

「あと、この科学準備室を日常的に使う生徒っているかわかる？」

『科学準備室は、物理部の部室でもあります』

「物理部員か」

　準備室はどの壁かべにもガラスばりの棚たなが並び、中に実験器具らしきものが多数並んでいた。中央には大きな机が二つあり、その上には何も置かれていない。もっとごちゃごちゃした場所だと勝手に想像していたのでちょっと拍ひよう子し抜ぬけした。まあ、部活動をしているのだから、片付いてないといけないか。

　ぐるりと室内を観察する。そろそろ夕方になりかけていて、日の光が斜ななめ上から室内を照らしていた。入り口のすぐ側そばに、ゴミ箱と清せい掃そう用具を入れるロッカーが並んでいる。僕はゴミ箱の蓋ふたに指をかけて中を覗のぞいた。

　北凰学園では、部室と共用している特とく殊しゆ教室は、そこを使っている部活動が清掃当番を担当する事になっている。物理部はあまり熱心にゴミ捨てをしていないようだ。先ほど清掃時間があったばかりの筈はずなのに、ゴミ箱の中には透とう明めいなプラスチックの切れ端はしが雑多に積まれ、その上に丸めた紙が載のっていた。

「ん、これは……」

　体をかがめてゴミ箱に腕うでを入れ、丸まった紙を取り出しながら広げる。書いてある文章を一読した後、僕は小さく息を吐はいた。

「良かった。一カ所目で当たりだ。無む駄だな移動をせずに済んだ」

　その紙は脅迫状の試ためし印刷だった。生徒会のメンバーが僕に見せた物と同じ物。ただし、「雨」が「飴あめ」に誤ご変へん換かんされていた。あとで気づいて印刷し直し、これはゴミ箱に捨てたのだろう。つまり脅迫状はこの部屋で印刷されたということだ。この部屋のパソコンを使う生徒は物理部員だけ。犯行が生徒による物であれば、容疑者は一気に絞しぼり込めた事になる。

「よし、じゃあ次は──」

　物理部員のリストを得る為ためにジェシカを呼び出そうとした時、奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。言葉を切って部屋を見回す。周りには棚と実験器具。机が二つ。窓の外から夕方の陽光がそれらを照らしている。

　なにが引っかかってるんだ？　わからない。やはり早く解決しようと焦っているのだろうか、上手うまく思考が流れてくれない。

「安芸様？」

「静かに」

　香音を手で制して考える。落ち着け。自分の行動をトレースしよう。部屋に入って、ゴミ箱から紙を取り出し、それを読んで……。

「……ゴミ箱だ！」

　僕は入り口の横に再度立ち、蓋を取り外してからゴミ箱を持ち上げ、床ゆかの上でひっくり返した。香音が駆かけ寄り、少し驚おどろいた声を出した。

「安芸様、何を……」

　香音の言葉を無視してゴミ箱を横に放ほうり投げ、床にしゃがみ込んだ。そして目の前に積もったゴミの山を観察する。

　さっき上から覗いた時は、プラスチックの切れ端が詰つまっているように見えた。しかしよく見ると……。

「……これは、ペットボトルだ。１・５リットルのペットボトルの一部だ」

　試しにその一つを手に取る。これはペットボトルの下半分だ。真ん中の所で綺き麗れいに切断されている。ペットボトルは他ほかにもあった。上下を切り取った後綺麗に潰つぶされている物、斜めに切りそろえられている物、工作に失敗したのか、途と中ちゆうまで切れ目が入ったあとぐしゃっとひしゃげている物など、様々な形状になったペットボトルが次々と現れた。

　どれも原形をとどめていない。当然だ。これはゴミなんだから。ペットボトルを使って、何かを作り、あまったのが目の前のゴミなんだ。これは工作の残ざん骸がいなんだ。

　様々な要素が頭の中で繫つながり合う。

「ペットボトル……脅迫状……七夕祭……星空が赤く染まる……」

「あの、安芸様？」

　香音が視界に入って覗き込んでくる。やがて、思考は一つの答えに到とう達たつした。

「……そうか。ペットボトルロケットだ」

「ペットボトル、ロケット？」

「犯人はペットボトルロケットを使って、空を赤く染めるつもりなんだ。ジェシカ！」

　天てん井じように向かって叫さけぶと、すぐ横にジェシカが投とう影えいされた。

『お呼びでしょうか、秋津先生』

「物理部の部員って何人いるか分かる？」

　状じよう況きよう証しよう拠こでしかないが、物理部員の誰だれかが犯人と見て間ま違ちがいないだろう。

『一名です』

　ジェシカの簡潔な回答に驚く。一人なのか。

「その子の情報を」

『２年Ｄ組所属、阿万伊織です』

「阿万君だって？」

『はい』

　僕のクラスの生徒じゃないか。片手で髪かみをいじりつつ、ジェシカに手を振ふる。

「ありがとう。もういいよ」

　ジェシカは微笑ほほえんで光の泡あわの中に消えた。

　考える。僕の予想が合っていれば、阿万君の企たくらみが実行に移されたら、かなり広こう範はん囲いに被ひ害がいを及およぼす事になる。ペットボトルロケットが他の生徒を直接傷つける事はないと思うけど、混乱によって怪け我がする生徒が現れるかもしれないし、そうでなくても精神的なショックを負うかもしれない。こっちの方がより問題だ。

　なにより、阿万君がそれを実行に移すのを、僕は担任として止めなければ。

「なんとかして先回りしないと……。急がなきゃ」

　生徒の皆みなを、なにより阿万君を守らなければならない。徐じよ々じよに冷静な思考が戻もどってくるのを感じていた。次にすべきことを頭の中にリストアップし、優先順位を設定する。

「香音、中央通りに行くぞ」

　言いながら急いで廊ろう下かに出る。香音は小走りについてきて横に並んだ。

「了りよう解かいしました。阿万伊織を捜さがすのですね」

「いや、それは播機さんに頼たのむ。クラスメイトだし、僕が捜すより早いだろう」

　携けい帯たい電でん話わを取り出して播機さんにコールしようとすると、香音が呆あきれた目で僕を見る。

「……出てくれないと思いますけど」

「え、なんで？」




□午後４時11分　中央通り




「む」

　胸ポケットから着メロが鳴り出した途と端たん、播機の顔が微び妙みようにむすっとした顔になった。

「出ないの？」

「ああ、いいのいいの。秋津先生だから、ちょっとほっとく。それで？」

「それで？」と言われても、胸むな元もとから着メロを流しっぱなしにした女子の隣となりを歩くのは、周囲の注目を集めるので嫌いやなのだが。

「ああ、うん。結局物理部は七夕祭への参加は取りやめたんだ。人も時間も足りなくてね」

「そうなんだ。残念だなあ。私も見てみたかったな。そのペットボトルロケットって奴やつ」

　素すで残念そうに言われると多少罪悪感がある。最初から七夕祭に参加するつもりはなかったし、更さらに言えばペットボトルロケットは完成しているのだ。

「ねえ、どういう仕組みで動くわけ？　ペットボトルロケットって」

　看板への興味も薄うすれたのか、播機はそんな事を聞いてきた。俺は歩きながら説明する。




　ペットボトルロケットは、乱暴に言ってしまえば水を燃料にして飛ぶ簡易ロケットだ。

　まず、ペットボトル二本をそれぞれ真ん中で切って、飲み口がある方の二つを、お互いの切断面を合わせるように接合する。これが燃料タンク。これにやはりペットボトルを裁断して作った方向制せい御ぎよ用の羽根や先頭のコーンを取り付ける。他ほかにも色々工作は必要だが、基本的な構造はこれだけ。

　こうやって作った本体の下側の口に噴ふん射しやノズルを付け、水を半分ほど注ぎ込む。これを発射台にセット。噴射ノズルにチューブを差し、タンクの中に空気を送り込んで内部の空気圧を上げる。これで準備完かん了りよう。

　あとは噴射ノズルのロックを外せば、中に入れた水が空気圧で外に押し出され、その反作用でペットボトルのロケットは空高くに飛んでいく。

　構造は単純だが、その分直感的にロケットが飛ぶ理り屈くつが理解出来る。最近では授業の教材にも積極的に使われているらしい。




「なるほどねえ」

　感心したように聞き入る播機。もちろん、今回の為ために特別に作ったギミックについては一いつ切さい喋しやべるつもりはない。

　俺がこの一週間で必死に作りあげたペットボトルロケットには、先せん端たんのコーンの中に赤インクが詰つまったビニールが搭とう載さいされていて、ロケットが発射してから最も高い位置に到とう達たつした瞬しゆん間かんに、そのビニールが割れるようになっている。

　空中でビニールが割れれば、中から赤インクが飛び散り、七夕祭に来ている生徒達の上に降り注ぐという寸法だ。命の危険などはないが、祭りは台無しになるだろう。
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　万ばん全ぜんの計画。ミスは無い筈はずだ。あとは最後の準備だけ出来ればいい。その為にはどうしても播機と別行動を取らなければならなかった。時間が迫せまっている。どうすればいい？

　播機の胸元ではまだ着メロが鳴り続けていた。いい加減イライラしてくる。俺は言った。

「それ、出れば？」

「いいの！」

　ムキになって否定した直後、着メロが止まった。

「……あ」

　播機はハッとした顔をした後、急いで胸ポケットから携けい帯たいを抜ぬき取り、パカッと開いて液えき晶しよう画面を見つめている。なにが映っているのか見えないが、真しん剣けんそうに見えるその表情から察するに、すぐかけ直すべきか考えているのだろうか。だったら最初から出ておけばいいのに。

　しかし、結局播機はそのまま携帯を折りたたみ、ポケットに戻もどした。そして俺の方を向く。

「あーあ、ちょっと歩き疲つかれたかな。ねえ、お祭りが始まるまでテラスで休まない？」

　そう言って、播機は「あそこ」と斜ななめ上方向を指差した。

　今俺たちは中央通りに面する食堂の前を歩いていた。食堂は大きな一階建ての建物で、屋上には生徒が自由に休めるテーブルとベンチが並んでいる。生徒達は中央通りが見下ろせるその空間をテラスと呼んでいるのだ。

「ああ、そうだね。ちょっと休もうか」

　同意する。チャンスだ！　播機に先に行かせて、こっちは最後の準備に取りかかれる！

　俺は気取られないように喋った。

「俺、トイレ行ってくるから、播機は先にテラス上っててくれよ」

「え？　テラスにもトイレあるよ？」

　くそ！　そうだった！

「ええと、いや、あのな？　あそこ、混こんでるからさ。上まで行って入れなかったら嫌だから、食堂のトイレに行くよ」

　我ながら上手うまい言い訳だ。

　播機は「わかった」と頷うなずいてから笑え顔がおでこう言った。

「じゃあ先に行ってるね。あ、その荷物持っててあげるよ」

　え？　と、思う間も無く両の手が伸のびてきて、俺の右手から紙かみ袋ぶくろを取り上げてしまった。

「いやちょっと待て……」

「急いだ方がいいんじゃない？　トイレ」

　ええい、くそ！　ここで行かない方が逆に不自然か？　しょうがない！

　俺はダッシュで食堂の入り口に向かった。播機には、俺がもの凄すごく必死にトイレに駆かけ込んだように見えただろう。




■午後４時15分　中央通り




　中央通りは祭りの開始直前の慌あわただしい雰ふん囲い気きの中にあった。そろそろ出店側でなく、お客側の生徒も集まってきているようだ。早足では歩きにくいくらいに混んできている。

　行き交かう生徒を微び妙みように避よけつつ、携けい帯たい電でん話わを白衣の右のポケットにしまう。播機さんには連れん絡らくがつかなかった。

「なんで電話に出ないんだろう？」

　隣となりを歩いている香音がジトッとした目で僕を見た。

「何故なぜ、現在、脅きよう迫はく状の犯人を捜さがしているのかお忘れですか？」

「生徒会に頼たのまれたからでしょ？」

「……《紅オストラム》の誤解を解く為ためでしょう？」

「あっ、そうだった！」

　思わず叫さけんでしまい、慌てて口を塞ふさぐ。周りにいた生徒が、いぶかしげに僕の方を見る。女生徒達がクスクス笑いながら通り過ぎて行った。

　香音は大きくため息をついた後、小さく頭を振ふってからまた僕を見た。

「それで、この後いかがいたしますか？」

　そ、そうだ。動どう揺ようしている場合じゃない。今は事件解決に集中すべきだ。

　歩き出しながらなんとか気持ちを落ち着かせ、考える。播機さんと直接連絡が取れなかった以上、彼女の力は借りられないと考えて動くべきだ。

「ロケットを探そう。阿万君を捕つかまえられなくても、発射さえ阻そ止し出来ればいい」

「しかし、中央通りは不ふ審しん物が無いか生徒会がチェックしたと橘京子が発言していましたが？」

「可能性は二つ。簡単に見つけられないように隠いん蔽ぺいされているのか、それともまだ阿万君が持ち歩いていて、直前にセットするつもりなのかだ」

　どっちにせよ探し方は変わらない。僕は白衣の左のポケットから、先ほど科学準備室で調達してきた物を取り出した。香音が僕の手を覗のぞき込む。

「ガラス瓶びん……ですか？」

「ああ。中にゴミ箱に入ってたペットボトルのキャップを入れてある。まあ、即そく席せきのコンパスといった所かな」

　男子生徒二人が看板を抱かかえながら通り過ぎた。皆みな準備に夢中で僕の事は気にしていない。こんな場所で魔ま術じゆつを使うのは不本意だが、状じよう況きようが状況だ。時間が惜おしい。

　念ねんの為に道の端はしに寄り、ガラス瓶を白衣で隠かくしてから、小声で呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「《速攻インス術式タント◆元あるべき場所へ》」

　瓶の中のキャップが青色の光の泡あわに包まれる。やがて光が薄うすまると、キャップがまるで磁石か何かに引き寄せられるかのように、ピタッとガラス瓶の壁かべに張り付いた。ガラス瓶を回転させると、キャップはズズッとずれて同じ方角を示す。キャップが元々はまっていたペットボトルの位置を指し示しているのだ。

「よし、行こう」

　ガラス瓶を目立たないように抱えながら喧けん噪そうの中を歩き出す。間に合ってくれ！




□午後４時25分　食堂屋上のテラス




　階段を上ってテラスを見み渡わたす。一階建ての食堂の屋上は花か壇だんや植木が並んでいる休きゆう憩けい所じよになっていて、木製のテーブルとチェアがいくつも並んでいる。テーブルの隙すき間まを歩きながら播機を捜す。

　どのテーブルもカップルで埋うまっていた。楽しそうに七夕祭が始まったら何を見るか話しているようだ。いい気なものだ。もうすぐ大混乱が起きるというのに。

　階段から一番奥、中央通りに面したテーブルに播機がいた。右みぎ肘ひじをついて顎あごを載のせてムスッとしている。左手はテーブルに置いた携けい帯たい電話を細い指でグルグルなぞっている。この様子ではまだ秋津に電話をかけていないようだ。

　俺が黙だまって向かい側の椅い子すに座ると播機は顔だけこちらを向いて、「遅おそかったね」とつぶやいた。俺は適当に噓うそをつく。

「下のトイレも混こんでたもんでね」

「そう」

　別に俺にそれほど関心が無いのだろう。播機はまたすぐに携帯電話に目を戻もどした。秋津に電話すればいいんじゃないかと言ってやろうかと思ったが、そんな義理は無いのでやめた。

　播機は下を向きながら喋しやべった。

「でも良かったね。七夕祭の開始には間に合ったよ」

「……ああ、そうだな」

　紙かみ袋ぶくろは播機の右側の床ゆかに置かれている。さっさと回収してしまおう。俺は気持ちを落ち着かせて言った。

「荷物、持ってくれてありがとう。もういいよ。返してくれ」

　俺がそう言って、テーブルの下に手を伸のばすと、播機は携帯をなぞっていた指を止めた。そしてこちらを見上げ、急に、にっこり微笑ほほえみ、こう言った。

「い・や・よ♥」

「…………え？」

　想定しなかった答えに俺は絶句する。伸ばした手は硬こう直ちよくし、次のセリフも思いつけない。混乱する俺を播機は楽しそうに見つめながら、机に置いていた携帯電話を持ち上げ、パカッと開いた。

「私ね、電話は緊きん急きゆうの用事があるかもだから着メロ設定してるんだけど、メールはいつもバイブにしてあるの」

　なんだ？　突とつ然ぜん、なんの話をしている？

「さっきね、秋津先生は私に電話をかけるの諦あきらめたあと、最後にメールを一通くれたの。だから阿万君の脅きよう迫はく状とペットボトルロケットの話、もう全部知ってるの」

「！」

　そういえば、さっき着メロが止まったあと、播機は一度携帯を取りだして眺ながめていた。あれはかけ直すべきか逡しゆん巡じゆんしていたのではなく、秋津からのメールを読んでいたのか！

　播機は携帯電話をパチンと閉じ、唇くちびるには笑えみを浮うかべたまま、俺を強く見つめる。

「そんな訳で、この荷物は渡わたせません。悪いと思ったけど中身は見させてもらったよ。これ、ペットボトルロケットと発射台だよね」

　俺は答えなかった。

「私がこの荷物を見張っていれば阿万君はもうロケットを発射出来ないね」

　俺は答えなかった。

「七夕祭が始まるまであと１分。時間切れ。残念だったね」

　俺は答えなかった。なぜなら、笑いをこらえるのに必死だったからだ。

「……播機。お前は大変な思い違ちがいをしている」

　俺の言葉に彼女は眉まゆ根ねを寄せた。

「なに？　この状況でまだシラを切り通そうってつもり？」

　両手を広げて首を振ふる。

「いいや。脅迫状の犯人は俺だ。間ま違ちがい無い。思い違いというのはそれのことさ」

　俺は伸ばしていた手で、播機の足あし下もとにある紙袋を指差す。

「それは予備機なんだよ。故障用のスペアにすぎない。本物は、もうセットアップが完了している」

「なんですって!?」

　播機はテーブルに手を突ついて立ち上がり、こちらを睨にらみ付けた。俺は余よ裕ゆうの表情で見返す。

　さっき播機と別れて食堂に駆かけ込んだ俺は、そのまま全速力で別の出口から中央通りに戻り、美術部が作ったガラクタアートに走り寄った。雑多なガラクタの中に、ペットボトルロケットと発射台を紛まぎれ込ませていたのだ。もくろみ通り誰だれにもばれなかったようだ。

　発射台には手動のアナログタイマーが取り付けてある。ガラクタアートは中央通りに十数個並んでいたが、ロケットを仕込んだのはそのうちの四個。俺は全速力でその四カ所を回り、すべてのタイマーを５分後、つまり七夕祭の開始時刻にセットした。その後で、テラスに上って播機に合流したのだ。

　俺は、睨み付けたまま動かない播機に、言われた言葉をそのまま返してやった。

「『時間切れ。残念だったね』」

　播機が口を開いたその時、近くのスピーカーがキインッと高音を鳴らした。

　いよいよだ！　俺は振り返り、テラスから中央通りを見下ろした。

「さあ、始まりだ。いや、終わりかな？　七夕祭の星空は、赤色に染まる」

　階下では、期待に胸躍おどらせる生徒達が祭りの開始を今か今かと待っていた。彼らの熱気がここまで伝わってくるようだった。

　そしてついに、スピーカーから開始の宣言が流れた。

『ただいまより、七夕祭を開かい催さい──』

　ボシュッという音が聞こえると同時に、中央通りの四カ所から一いつ斉せいにペットボトルが飛び上がった。成功だ！

　周りの生徒が驚おどろいた声を上げる。ペットボトルは俺の計算通りの軌き道どうを描えがいて空高く飛び、そしてその一番高い所で先せん端たんのビニールを破は裂れつさせる。するとそこから赤インクが飛び散り、祭りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずに──

「……な、なんだあれは!?」

　俺は思わず立ち上がって叫さけんだ。ロケットの先端から飛び散ったのは赤インクではなかった。代わりに、光が、まぶしい程ほどの光の粒つぶが、空中にまき散らされ、輝かがやきながらゆっくりと中央通りに散らばり落ちていった。

　それはまるで、生徒達の頭上に流星群が降り注いだようにも、あるいは、季節外れの雪が降ってきたようにも見えた。

　階下に集まってきていた生徒達から歓かん声せいが上がる。拍はく手しゆすら沸わいている。

「綺き麗れい……」

　播機がつぶやいた。確かに目を奪うばわれる程美しい光景だ。

　い、いや違ちがう。そうじゃない。見とれている場合ではない。俺が求めたのはこんな事じゃない。あれは俺がやった事じゃない！

　混乱していた。俺は誰かに責任を問うようにつぶやいていた。

「どうして、なんなんだ、あれは……」

「マグネシウムだよ」

　真後ろから男の声が聞こえた。振り返る。同じタイミングで振り返った播機が、そいつを見るなり叫んだ。

「秋津先生！」




■午後４時31分　食堂屋上のテラス




　こちらを睨み付けている阿万伊織と、１２０％スマイルを向けている播機さんが偉えらく対照的に見えた。

　僕は阿万伊織に歩み寄り、説明する。その背後では、まだ空中に光の軌き跡せきが描かれていた。

「阿万君、君がタイマーをセットして回るのを見かけたので、その跡あとをつけてロケットに細工させてもらった。君の作ったギミックは非常に良くできていると思うよ。本当はタイマーを壊こわすだけで良かったんだけど、これを使わないのはもったいないと思ってね。赤インクをマグネシウムリボンに換かえたんだ。燃焼させると光り輝かがやくの、知ってるでしょ？」

　半分は噓うそだ。マグネシウムリボンなんて持ってなかったし、第一空中で燃焼させるギミックを新たに仕込む余裕なんてなかった。単に赤インクを魔ま術じゆつで材質変へん換かんしただけだ。ここはハッタリで押し通す。

「阿万君。君の考案したアイデアはとてもユニークだと思うよ。それに発想を実現する為ための技術力、行動力も持っている。その能力を復ふく讐しゆうなんかに使うのはもったいないんじゃないかな」

「そんな事っ──！」

　阿万君が僕を指差して何かを言おうとした時、スピーカーから高音が鳴り、鏑木倫の楽しそうな声が中央通りに響ひびいた。

『ただいまの「ペットボトルロケットによる光のシャワー」は、物理部部長、阿万伊織君によるサプライズパフォーマンスでした！　物理部では常時部員募ぼ集しゆう中ちゆうとの事です。阿万部長に大きな拍手を！』

　中央通りが生徒達の拍手に包まれる。「いいぞ、阿万！」「物理部やるじゃん！」などの歓声も聞こえてくる。

「……」

　指を向けたまま、阿万伊織は口をパクパクさせていた。僕は髪かみをいじりながら語りかける。

「生徒会は君を告発するつもりは無いそうだよ。ただ、写真だけはプライベートな情報だから返して欲しいってさ」

　阿万伊織は突とつ然ぜん爆ばく発はつしたように叫んだ。

「俺の計画をお祭り騒さわぎに変えたあげく、情けをかけようって言うのか！　俺を馬ば鹿かにするのもいい加減にしろ！」

　それは怒いかりの声ではあったが、今にも泣き出しそうにも聞こえた。僕は言う。

「なぜこんな事を企たくらんだのか、君にだってよく分かってないんじゃないかな？」

　ハッとした顔が僕を見る。

「阿万君。僕も17歳だ。だから君の気持ち、わかるよ。あふれ出す感情を制せい御ぎよしきれなくなったんだろう？　君は最初から復讐なんて望んじゃいなかった。ただ、自分の中のどうしようもない憤いきどおりを形にして、誰だれかに知って貰もらいたかったんだ」

　僕は彼の肩かたを軽く押し、未いまだ光のショーに沸いている中央通りを見せた。

「どうだい？　これは君の望んだ物では無いだろうけど、『形』にはなったとは思わないかい？　そして、多くの人が君の思いを知った」

　阿万君は呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。僕は静かに言った。

「自分の心を傷つけてまで、君が人を傷つける必要なんて、どこにも無いんだよ」

　しばらく肩を震ふるわせていた阿万君は、やがて腕うでを下ろし、がっくりとうなだれた。僕は彼の肩を軽く叩たたいた。高校生活はまだまだこれからだ。いずれ楽しい事もあるだろう。

「ふう」

　息をつく。これで生徒会との約束は果たした。ふと視線を感じて顔を上げると、播機さんがじっとこっちを見つめている。いつもの笑え顔がおだけど、気のせいか、瞳ひとみが潤うるんでいて、顔が少し熱を帯びているようにも見える。風邪かぜでも引いたかな？　テラスは涼すずしいからな。

　播機さんはテーブルを回って歩み寄ってくる。体が熱に浮うかされているかのように、少しだけふらついている。本当に調子が悪そうだ。保健室に連れて行った方がいいかもしれない。

　ふらつく足で僕のすぐ側そばに立つと、潤んだ瞳で僕を上うわ目め遣づかいに見つめ、なぜか手を祈いのるように前で組み、囁ささやくように言った。

「先生……！　今の先生の説得、とっても素す敵てき──」

「秋津先生！　素敵でしたっ!!」

　播機さんの言葉をかき消すようにテラスに言葉が響いたかと思うと、誰かがいきなり背中から抱だきついてきた。バランスを崩くずした僕は前のめりに倒たおれ、播機さんの足あし下もとに突つっ伏ぷした。突とつ然ぜんの事に僕は一いつ瞬しゆん反応に困る。

「え？　なに？」

　声の主は床ゆかに転がった僕に覆おおい被かぶさり、ハイテンションでまくし立てた。

「犯行を未然に防ぐだけじゃなくて、それを利用して七夕祭に彩いろどりを添そえるなんて！　この手の活動に興味が無い態度を取ってたけど、ホントは生徒思いなんですね先生！　ああ、もう最高っ！」

　いや、単にロケットのギミックを潰つぶすのがもったいなかっただけなんだけど。首をねじって頭上を見ると、ごく至近距きよ離りに鏑木倫の笑顔が見えた。彼女は僕の上に馬乗りになっていた。長い髪が白衣に垂れ、短いスカートはさらにまくれ、むき出しになった弾だん力りよく感のあるふとももが僕の体をしめつける。

「あの、悪いけど、どいてくれな──」

　僕が言おうとしたセリフは、真上から降り注いだ声にかき消された。

「……一度ならず、二度までも、私の目の前で女の子と楽しそうにいちゃつくなんて……！」

　言葉に想おもいが籠こもるとはこういうことか、と言いたくなるような、低音の響きのある声が、播機さんの口から漏もれた。体を動かせないので視線だけ向けると、さきほどの笑顔とは打って変わって鋭するどい目つきの表情がこちらを睨にらんでいた。まずい。あれはかなり怒っている。

　僕は鏑木倫に囁いた。

「約束は果たしたから、誤解を解いてくれない？」

　鏑木倫は至近距離で目を細め、艶つやのある声で囁き返した。

「もう誤解じゃなくても私は構いませんよ？」

「いやちょっと待ってよ!?」

「そこ！　なにをコソコソとしているんですか！」

　播機さんが叫さけぶ。僕はなんとか体をよじって播機さんの方を向いた。

「いや、播機さん。さっきも言ったけどこれは誤解で──」

「なにが誤解だって言うんですか！　いやらしい！」

「いやらしいって……、いや、あのね？」

「ああ、もうっ！」

　播機さんは目を吊つり上げ、ビシッと僕たちを指さして叫んだ。

「だいたい、その子は誰なんですか！　先生とどういう関係なの!?」

　え？　意外な質問に僕はキョトンとする。鏑木倫は笑顔のまま。

「ええと、関係もなにも、鏑木倫君だけど？　播機さんのクラスメイトの。知ってるでしょ？」
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　一瞬目をパチクリさせていた播機さんは、更さらに目つきを鋭くした。怒ど髪はつ天てんを衝つくという感じで再度叫ぶ。

「冗じよう談だんはやめてください！　私の知っている鏑木倫君は、男子生徒です！」

　なぜ会話が嚙かみ合わないのだろうか。僕はゆっくりと説明した。

「うん。だから、この子が、君の知っている鏑木倫君だよ。男子生徒の」




　沈ちん黙もく。




「…………へ？」

　思わずぽかんとする播機さん。僕に乗っかったままニコニコしていた鏑木倫は楽しそうに彼女に言った。

「そういう事よ。播機さん♪」

　すると、うつむいていた阿万伊織が顔を上げ、叫んだ。

「だから、俺は、この変態女装野や郎ろうに橘さんの心が奪うばわれたのが我が慢まん出来なかったんだああ！」




■午後５時12分　秋津研究室




　阿万伊織を下校させた後、僕たちは研究室に戻もどった。今、ソファには僕と播機さん、生徒会の橘京子と鏑木倫、そして香音が座っていた。

　先ほどから鏑木倫がこれまでの経けい緯いを播機さんに説明していた。

「……そういう訳で、播機さんが研究室で見た光景は、私が意図的に作った物だったわけ」

　話を聞き終わると、播機さんは大きくため息をつき、そして僕の方を見た。その瞳ひとみには、怒いかりと諦あきらめが混ざったような不思議な色が浮うかんでいた。その瞳の下の口が開く。

「あの……秋津先生？　じゃあ、先生が言っていた『誤解』っていうのは……」

「え？　ああ、うん。あの時、播機さんが『そういうのが好みなんですね』って言ったから。いくらなんでも僕は男なんだから。男同士で抱だき合う趣しゆ味みも無いし、嬉うれしそうにしてたつもりもないよ。この誤解は早く解いておかなきゃいけないなって……。あれ？　どうしたの？」

　播機さんだけでなく、何故なぜか香音も呆あきれた顔で僕を見ていた。そして、二人とも静かに首を振ふって深く深くため息をついた。え？　なに？　何を呆れているの？

　鏑木倫は申し訳なさそうに眉まゆを下げて播機さんを見つめる。

「ごめんなさい。播機さんを傷つけるつもりは無かったの。許してくれるかしら」

　播機さんはなんとか立ち直り、答えた。

「ああもういいわよ、それは。……それで、鏑木君はなんでそんな格好をしているの？」

　鏑木倫が着ている女生徒の制服を見る播機さんに対し、彼はにっこり笑って答える。

「似合ってないかしら？」

「……いや、凄すごい似合ってるけど。なんか悔くやしくなるくらい。……谷間まであるし」

「ありがとう。嬉うれしいわ。これは寄せて上げてるだけ」

　鏑木は上品に微笑ほほえみ、お茶を一口すすった後、説明した。

「私、女装が趣味なんです。この通り、似合いますから」

　沈黙。彼は構わず続けた。

「高校というのは面おも白しろい所でして、知らない生徒を見ても『違ちがう学年の人だろう』と考えて、誰だれも気にしない。だから時々、生徒会室で着き替がえて、こうして遊んでいるわけ」

「……生徒会長が、そんな事してていいわけ？」

　鏑木倫は腰こしに手を当てて、ちょっと眉まゆ根ねを寄せる。「怒っている」のポーズだろうか。

「あら、生徒会長だろうがなんだろうが、趣味は自由でしょ？」

「いや、それはそうだけどさあ……」

「私は女性の格好をするのが好きなだけなの。それに秋津先生の言葉じゃないけど、いたってノーマルよ。普ふ通つうに女の子が好きだしね。阿万君には変態って言われたけど、好きに言えばいいわ。このスタイルと美び貌ぼうに籠ろう絡らくされない覚かく悟ごがあるのならね」

　自信満々の言葉に播機さんが反論しかけて、しかし何も言えずに口をもごもごさせ、微び妙みような表情をする。鏑木倫は机の上の写真──橘京子と鏑木倫が二人で写っている奴やつ──をつまみ上げた。

「こんなのを撮とられちゃったのは失敗だったけどね。でもまあ、阿万君がデータ消してくれたから一件落着。元々彼は橘さんが好きだったわけで、写真をばらまくつもりとかは最初から無かったみたいだけどね」

　サバサバと話す鏑木倫に、播機さんは徐じよ々じよに警けい戒かいを解いていった。息をついて表情を和やわらげる。

「ふうん。まあいいけどね。それにしても橘さん、こんな女装が趣味の男子が好きなわけ？」

　突とつ然ぜん播機さんに話を振られた橘京子は、顔を真っ赤にして、うつむいた。

「……いいんです。どうせ、振られましたし、私」

「え？　そうなの？」

　橘京子が恥はずかしげに鏑木倫を見上げると、鏑木はその視線を柔やわらかく受け止めた。

「生徒会長職を終えるまでは、返答を保留させてもらう事にしたの。申し訳ないけどね」

　そう言って片目を閉じる。それには複数の理由が含ふくまれているように思えた。単に煙けむに巻いているだけのようにも見えるけど。

　まあいいか。事件は解決した。誤解も解けた。僕がこれ以上すべき事は特に無い。それよりも明日の授業の準備をしないと。

　そう考えながら、ぼんやりと鏑木倫を眺ながめていると、彼は僕の方を向き、にっこり微笑み、そして、こう言った。

「でも、私が今一番興味を持っているのは、秋津先生ですよ？」

「「なっ！」」

　播機さんと橘さんが瞬しゆん時じに叫さけび、そして硬こう直ちよくしたまま動かなくなった。

　ふむ、生徒に好意をもたれるのは悪い気はしない。まあ、同い年なんだから友達みたいなものだけども。

　僕が手をあげて応こたえると、鏑木倫は目を細め、楽しそうに言った。

「これからもよろしくお願いします。秋津先生♥」

「ああ、よろしくね。鏑木君」

　虚うつろな目になった橘さんと播機さんの口から、なにやら暗い声がもこもこと漏もれ始めた。何を言っているのか聞き取れないけど、まあいいか。

　外を眺ながめる。窓を開けると、中央通りの生徒達の喧けん噪そうが、熱気に乗ってわずかに届いた。遅おそくなったけど、今からみんなで祭りに繰くり出すのもいいかなと思った。

　七夕祭の夜は更ふけていく。僕は、まだなにかをぶつぶつつぶやいている播機さんに話しかけた。
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「へえ、じゃあ鏑木君とメールのやりとりしてるんだ。どんなメールがくるの？」

　私が焼いた目玉焼きを載のせたトーストを齧かじりながら、食しよく卓たく机に座っている安芸様が聞く。私は青色無地のエプロンを畳たたみながら、立ったまま答えた。

「87％は、安芸様の嗜し好こうに対する質問です。どんな食べ物が好きかとか、音楽はどうかとか」

「……なんで鏑木君が僕の好みを知りたがるわけ？　それに、何故なぜ僕に直接聞かないの？」

「回答不能です。それを検討するにはデータが不足しています」

「……まあ、別にどうでもいいか」

　エプロンを椅い子すにかけた後、安芸様の向かいに座る。

「安芸様、本日のご予定は？」

「うん、播機さんと買い物」

　なんと！

「秋物の服を買うから、それを選ぶのに付き合って欲しいって昨日の夜に電話があってさ」

「それを承しよう諾だくされたのですか？」

「急ぎの用事がある訳じゃないから特に断る理由も無いし。……断った方が良かったかな？」

「いえ、決してそのような事はありません。《紅オストラム》殿もお喜びになるでしょう」

　とても良い傾けい向こうと言える。クルーザーでの事件の後、安芸様の《紅オストラム》殿に対する態度が微び妙みように変わってきたように感じていたのだ。

　一時的とはいえ、《紅オストラム》殿が覚かく醒せいした事により、現在《完結したフオル・円環キアカル》は《紅オストラム》殿の扱あつかいに神経質になっている。その為ため、安芸様も《紅オストラム》殿への対応に戸と惑まどっているのかと思っていたが、そうでは無く、もっと特別な感情の機き微びの変化だったようだ。

　とすると、お二人の仲は順調に進行中と考えて良いのだろうか。安芸様の身の回りの世話をする立場として、安芸様に異性としての特別な友人が出来る事は喜ばしい。

　私は微笑ほほえんで頭を下げた。

「かしこまりました。どうぞ、いってらっしゃいませ。家のことはお気になさらず──」

「うん。10時には出発するから、香音も出られるように支し度たくしておいて」

　一いつ瞬しゆん、安芸様が何を言っているのか理解出来なかった。

「……今、なんと？」

「いやだから、10時に出発出来るように準備しておいて」

「いえそうではなく、私も同行するのですか？　《紅オストラム》殿との買い物に？」

「うん。播機さんは意見を聞きたいって言ってたから、一人より二人いた方が多様な意見が得られていいでしょう？」

　このお方は……。私が絶句していると安芸様はオレンジジュースを飲み干した。

「それに、僕は女の子の服はわかんないからさ、香音の意見の方がより有用だと思う」

　安芸様は立ち上がると、コップと皿を流し場に置いた。そして壁かべの時計を見る。

「あ、もうこんな時間か。着き替がえるから、洗面所、先に使っていいよ」

　そう言って、自分の部屋に戻もどられていった。食卓机に一人残される。

　《人形ドール》は論理魔術師の従者であり、その命令は絶対である。

　……遙さん、ごめんなさい。
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■８月３日　正午




　私は目を細めて、秋津先生を見た。

「二人っきり、ですね」

　岩がん壁ぺきにもたれた先生は、髪かみをかき上げながら答えた。

「その通りだけど、暑いね」

　……私は素す足あしを先生に見せつけるように組み替かえる。

「周りに、誰だれもいませんね」

　先生は頭上を見上げて顔をしかめる。

「その通りだけど、暑いね」

　…………私は水着が隠かくしきれていない柔やわ肌はだを、恥はずかしげに両りよう腕うでで覆おおった。

「先生の視線が熱い……」

「それは主観の相そう違いじゃない？　僕は単に暑いだけだ」

　私は思わず立ち上がって先生に抗こう議ぎした。

「もう！　なんでもっとムードを盛り上げようとしないんですか！」

　先生は座ったまま私を見上げる。

「何故なぜムードを盛り上げなきゃいけないのか分からないし、暑いものは暑いんだよ！」

　にらみ合う二人。やがてどちらからともなくため息をつく。

　灼しやく熱ねつの太陽が、この涸かれ井い戸どのような筒つつ状じようの空間を真上から照らしている。私と先生はその筒の一番下に座り込んでいた。足あし下もとの砂が、頭上からの太陽の熱を吸って熱い。そして真昼の太陽光も暑い。とにかく暑い。

　私はつぶやく。

「なんでこんな事に……」

　先生はじろりと私を見た。

「それ、割と僕のセリフじゃないかと思うんだけど」




　話は八月の初日までさかのぼる。




■８月１日　午後１時　秋津研究室




　私、播機遙は、意を決して立ち上がった。テーブルに手をついて身を乗り出す。向かいに座っていた秋津安芸先生が「な、なに？」と言いながら身体からだを引く。

　私は、先生の目を真っ直ぐに見て言った。

「海に行きましょう、先生」

　先生は目をパチクリさせた後、片手で髪の毛を弄いじりながらテーブルの上に視線を戻した。

「まだアゥレット語は読み慣れてないのかな。そこは『しかし中世に流行した魔ま術じゆつは論理魔術の誤った情報流出だった』って訳すんだよ。この場合の否定形は──」

　私は思わずテーブルに広げてあるテキストを両手でバンッと叩たたいた。

「魔術の歴史の話をしているのではありません！」

　先生もテーブルを叩き返した。

「魔術の歴史の話をしているんだよ！　今は講義中なんだから！」

　そうなのだ。私はこのうだるように暑い研究室の中で、夏休みの真っ最中にも拘かかわらず先生の講義を受けていた。今日のお題は「論理魔術の歴史　中世編（３）」である。




　論理魔術。それは、万ばん物ぶつが持つ《可能性ルウキス》に干かん渉しようして、その概がい念ねんをねじ曲げる異能の力だ。太古からの魔ま術じゆつ師しの血を継つぐ者だけが論理魔術を行使する事が出来る。先生や私は、七つからなる論理魔術師の《血族クラン》の末まつ裔えいなのだ。

　四ヶ月前、私は自分の中に流れる魔術師の血の存在を初めて知った。それまで一いつ介かいの女子高生にすぎなかった──いや、今でも一介の女子高生のつもりではあるのだけど──私は、ある事件を通じて、私と私の大切な人達の日常を守る為ために、論理魔術師として生きる事を決意したのだ。

　そんなわけで、現在私はこの同い年の男の子の癖くせになぜか私のクラス担任でもある論理魔術師、秋津安芸先生の弟で子しとなり、週三回、先生の研究室に通って論理魔術を学んでいる。夏休みに入ってもそのサイクルは変わっていない。一人前の論理魔術師を目指して日々修しゆ行ぎよう中という訳だ。先生曰いわく「非常に飲み込みが早い生徒」らしい。へへん。

　……ところが、現在その修行は大きな障害に阻はばまれていた。それは、私の術の成功率の驚おどろくべき低さだった。私がどんなに教えられた通りに呪じゆ文もんを唱えても、大たい抵ていは術が発動しないか、術の対象をプリン状にしてしまう。術式は完かん璧ぺきなんだそうで、先生も原因が分からず首を捻ひねっている。

　今のところ、原因の候補として先生が考えているのは、私の論理魔術師としての自覚の無さらしい。なによ、それ？

　論理魔術は、術師が「イメージする力」に多くを負っている。呪文や魔ま法ほう陣じんはもちろん論理魔術の基き盤ばんなのだけど、先生が言うには、それらはイメージを確実に固定する為の、ある意味保険のような物とも言えるらしい。

「イメージする力」は非常に強力だけど、強力な分、混こん沌とんとしていて制せい御ぎよが難しい。だから、その力を呪文や魔法陣を介かいして、論理性によって縛しばり付ける。それが論理魔術の基本的なメカニズム。その制御法の習得の為に、論理魔術師は日々修練を続けるわけ。

　翻ひるがえって私は、そもそも自分が論理魔術師であるという事を四ヶ月前に知った、というか聞いたばかりで、正直まだ実感が無い。天敵である《鴉ノツクス》と戦いたいとも思ってないし、魔術師として世界の真理に近づきたいとも思っていない。だって私が論理魔術を学ぶのは、それを使って私の日常を守りたい、今のところはただそれだけなのだから。

　秋津先生が言うには、この私の自覚の無さが、「イメージする力」に変な干渉をしていて、結果としてプリンが生まれてしまっている「かもしれない」のだそうだ。また、この事象を解決しない限り、より高度な魔術の修練に入れないとの事。なので修行は現在足あし踏ぶみ状態。

　そんな訳で、私は魔術師としての自覚を得るべく、今日も暑い中、秋津先生の研究室に通って、論理魔術の歴史を学んでいる訳だが──




　私はテーブルに突つっ伏ぷす。ぎぶあっぷ。

「もー暑くて頭になんにも入らないですよー。せめて冷れい房ぼうぷりーづ」

「空調設備が改修中なんだから仕方ないじゃない」

　そうなのだ。設備点検だとかで、今日から四日間、特別研究棟とうは空調設備が動かないのだ。秋津研究室もいつもは冷房がガンガンに効いていて快適この上ないのだけど、今日は窓全開で夏の暑さが満まん喫きつできる。したくないよそんなの！　暑いー。汗あせが気持ち悪いー。

「それに、魔術の歴史を覚えたからと言って、私の魔術が安定する保証は無いわけでしょう？」

「まあ、そうだね。現在は仮説の検証中と言える」

「意味があるかどうかもわからない授業を受けるなんて拷ごう問もんですよう」

「その驚きよう異い的な記き憶おく力がある分マシだと思うんだけど？」

「それはそーですけどー」

　私は、一度覚えた物は決して忘れないという特技がある。例えば、ＴＶでハリウッド映画を二時間見た後、一月後にそのセリフを全部再現する事が出来たりする。時間が経たつと思い出すのに時間がかかる事もあるけど、それでも、一言一句間ま違ちがえずに覚えていられるのだ。

　ただ、自分が興味が無い物はそもそも覚えようと思わないので、「一度覚えた物」に入らないのだ。まあ、論理魔術師の歴史はそれなりに面おも白しろいので、聞いていれば覚えられるのだけど、今日はもう暑すぎて駄だ目め。

　私は額に浮うかぶ汗をハンカチで拭ふきながら秋津先生を見上げる。いつも通りのＹシャツに白衣。このうだるような暑さの中、この人には汗かん腺せんが無いのかという感じに汗一つかかずにケロリとした顔をしている。

「先生、暑くないんですか？」

「暑いけど？」

　……こういう人なのである。私は暑さから解放される手段を検討する。

「あ、いいこと思いついた」

　テーブルに突っ伏していた身体からだを起こしてスカートの裾すそをつまみ上げる。そしてもう片方の手で下した敷じきをパタパタと扇あおいでスカートの中に風を送り込んだ。

「はあ、涼すずしい～♪」

　私が自分のナイスアイデアに喜んでいると、先生はちょっと嫌いやそうな顔をした。目も微び妙みように私から逸そらしている。

「そういうの、やめなよ……」

「いーじゃないですか。誰だれも見てないんだから」

「僕が見てるでしょう？」

「え！　先生見ますか!?」

「いや見ないけどさ！　なんで嬉うれしそうなの!?」

　まあいいや、先生をからかっても暑さがやわらぐ訳では無いのだ。下敷きを再びノートに挟はさむ。

「うん、じゃあ翻ほん訳やくの続きだ」

「ああ、海に行きたいなあ」

「……勉強する気になったんじゃないの？」

「いえ、今のは独り言ですから」

「ああそう、じゃあ次の行を──」

「海に行きたいなあ！」

「それ、独り言なんだよね？」

「もちろん」

「……」

　不毛な会話がなおも続きかけたその時、研究室のドアがスッと開いた。

「話は聞かせてもらった！　播機、私に任せておけ！」

　先生と私はドアの前に立っていた人物を見る。周藤絵里子先生だった。この北凰学園の理事長にして、秋津先生のお姉さんである。

　秋津先生は惚ほうけたように入り口をしばらく見た後、天てん井じように向けて話しかけた。

「……ジェシカ、なんで姉さんが僕の許可無く入室出来るの？」

　天井から当校が誇ほこる学園管理ＡＩのジェシカが返答する。

『周藤絵里子理事長は、秋津安芸研究室の入室許可特権を個人的に取得しています』

「……個人的って。あの、姉さん、それ職権乱用にも程ほどがありませんか？　僕にもプライバシーという物がありますし。前にもこういう話、しませんでしたっけ？」

　理事長先生は秋津先生の話が聞こえていないのか、聞こえていないフリをしているのか、黙だまってツカツカとソファに向かって歩き、私の横に座った。そして先生を無視して話を続ける。

「喜べ播機！　秋津の家は海辺に別べつ荘そうを持っていてな。プライベートビーチのオマケつきだ！　そこに無料で招待してやろう！」

「ホントですか！」

「噓うそを言う理由が無いからな」

「やったあっ！」

　まさか本当に海に行けるとは思っていなかったので、私は驚おどろきつつも、かなり喜んだ。

　秋津先生は呆あきれながら理事長先生を見ていた。

「どうせ、理事長室も空調が効かないから、涼しい所に行きたいだけでしょう？」

「その通りだが、悪いか？」

「……まあ、好きにして下さい。僕には関係な──」

「メンバーは、私と播機、安芸と香音の四人でいいな」

「香音」とは、現在、ソファの端はしでヘッドフォンを耳に当てて目をつぶっている、表向きの設定上は秋津先生の妹という事になっている笠木香音さんの事だ。

　理事長先生の宣言に、秋津先生が驚いた。

「え、あのすみません。僕も行くんですか？」

「当たり前だろう。なんの為ために旅行に行くと思っているんだ」

「なんの為ですか？」

「決着をつける為だ。決まっている」

「は？」

　意味を分かりかねている秋津先生をまたも無視して、理事長先生は深しん紅くのスーツがはち切れんばかりの胸を反らして、私に視線を向け、更さらに不敵に笑った。

「播機、お前に真夏の浜はま辺べで、真の大人の魅み力りよくという物を目に焼き付かせて、二度と立ち上がれないほどに戦意を喪そう失しつさせてやろう」

　理事長先生の宣戦布告に、私は負けじと微笑ほほえみ返した。

「ふふん、そっちこそ、若さというもう永久に取り戻もどせない特性を前に、打ちのめされて立ち直れなくなっても知りませんよ？」

　ビリビリと稲いな妻ずまが出そうな笑え顔がおの二人を前に、秋津先生が遠えん慮りよがちに言う。

「あの、翻訳の続きを……」

「あ！　忘れてた！」

　私が叫さけぶと、秋津先生が気を取り直した。

「そ、そうだよ。今やっているのは──」

「香音ちゃん！　水着持ってる？」

　先生が硬こう直ちよくする。ソファの端で目を閉じて静かにしていた笠木さんはヘッドフォンを外して私を見た。ちなみに、クルーザーの事件以降、私と笠木さんは「遙さん」「香音ちゃん」と呼び合う仲だ。

「スクール水着以外は所持していません」

「えー、なんで？　海に入ったら壊こわれるとか？」

　白いセーラー服が良く似合う笠木さんは、実は《人形ドール》という、論理魔ま術じゆつ師しによって作られた魔術兵器なのだ。外見や言動からは、全然わからないんだけどね。

　私の言葉に笠木さんは首を振ふる。

「いえ、単に必要が無いからです。洋服のまま泳げるだけの身体能力を備えていますから」

「そんなのもったいない！　よし、じゃあ一いつ緒しよに水着を買いに行こう！　香音ちゃんにぴったりなの、選んであげる！　二人で選びっこしよーよ♪」

「はあ。別に構いませんが」

「ええと、あの、翻ほん訳やくの……」

「いい加減にあきらめたらどう？　アキくん♥」

　理事長先生の言葉に、秋津先生は黙って天を仰あおいだ。

　そんなわけで、なし崩くずし的に私と秋津先生は旅行に行く事になったのです。やりい♪




■８月２日　午前10時　車中




　次の日、つまり現在、私と秋津先生、笠木さんと理事長先生の四人は、秋津家の夏の別荘を目指してドライブ中。運転はもちろん秋津先生。あと、家で留守番している私の妹の仄香も、携けい帯たいを通話モードにしておしゃべりに参加している。

　あの後、私は笠木さんを連れてショップを渡わたり歩き、お互たがいの水着を急きゆう遽きよ購こう入にゆうした。着るのが楽しみである。




　今、私達が狭せまい車の中できゃーきゃー言って遊んでいるのは「いいセン行きまＳＨＯＷ！」というパーティーゲーム。「クイズにみんなで解答して『真ん中』を取った人の勝ち」という変なゲームなのだ。でも、やってみると凄すごく面おも白しろい。紙とペンがあればどこでも遊べるのと、何人でも遊べる（多いほど面白い）のが特とく徴ちよう。

　ルールは簡単。ジャンケンで勝った人からお題を出す。お題は、答えが数字になる物ならなんでもＯＫ。例えば「女子高生一人が一年間に食べるケーキの平均個数」とか「異性との食事で奢おごられた時、相手がこっちに好意があると思える金額」とか。答えが分かってなくて構わない、っていうか、分かってない方が面白い。

　お題が出たら、出題者も含ふくめてみんなで紙に『解答』と、隅すみに自分の名前も書いておく。

　この時、「解答を厳密にする為に」出題者と質疑応答しても良い。さっきの問題だったら「ホールケーキは一個分とみなしますか？」とか「好意ってのは付き合いたいって事？　遊びも含む？」とか。まあ、あんまり意味無いんだけど、そこがまた楽しい。

　全員が『解答』を書いたら、せーので出して、書かれた数字を大きい順に並べる。同じ数字を書いた人がいたらひとまとめにしておく。

　で、この上から並んだ紙の中で「真ん中」にある答えが「公式解答」となり、それを書いた人が勝ち。その人は得点を２点ゲット。逆に、一番上と一番下の解答を書いた人は「外しすぎ」としてマイナス１点。複数の人が同じ数字を書いた場合、みんながその得点を得る。

　１ゲームが終わったら、時計回りに出題者が移る。２周して、全員が２問ずつ出し終えたらゲーム終しゆう了りよう。合計点の一番高い人の勝ち。簡単でしょ？




　さて、現在のお題は「秋津先生の初キッスは何歳の時か」である。秋津先生は運転に集中してもらう為ために不参加。「人が参加出来ないのをいいことになんて出題を……」とかぶつぶつ言ってる殿との方がたが約一名いるけどあまり気にしない。

　私はシャーペンを振り回しながら呼びかける。

「はーい、全員書きましたか？　ではオープン！」

　四人が書いた紙を上から順に並べる。




【遙：17歳　午前１時に先生の車の中で】

【笠木：15歳】

【仄香（電話参加）：14歳】

【えりこ：５歳　幼よう稚ち園えんの送そう迎げいバスの中で周りの目も気にせ（以下延々と生々しい描びよう写しやが続く）】




　笠木さんが運転席の秋津先生に聞く。

「安芸様、真ん中にあたる解答が二つある場合はどうすればいいのでしょう」

　先生はハンドルを握にぎり、前を向いたまま答えた。

「その場合はその二つの中で数字の大きい人の勝ち」

　それを聞いて、笠木さんは指を組んで控ひかえめに喜んだ。

「では、今回は私の勝ちですね」

『あああ～、惜おしい！　お姉ちゃんと周藤理事長が上下端たんを突つく所までは予測が当たったのに！』

　携帯から仄香がくやしがる声が聞こえた。

　しかし、理事長先生と私は、それらには応こたえず、並べられた解答をじっと見ていた。じっと。

　理事長先生がおもむろに口を開く。

「……播機。数字だけ書けばいいんだぞ。なにやら具体的な時刻と場所が書かれているようだが、お前、私になにか隠かくし事がある訳ではあるまいな？」

　声が微び妙みように震ふるえている。私は１２０％スマイル（ただし青筋入り）で答えた。

「理事長先生こそ、まさか当時年とし端はも行かぬ男の子を手て籠ごめにした訳ではありませんよね？」

「ははははは」

「ふふふふふ」

　狭い車の中に乾かわいた笑い声の応おう酬しゆうが繰くり広げられる。背景には燃え上がる炎ほのおが相応ふさわしい。

　と、私はふと疑念がよぎり、助手席の笠木さんに顔を向けた。

「ところで香音ちゃん、なんで15歳なの？」

「はい、安芸様が英国在住の時、ルームメイトの方が──」

「あのねえ君達」

　運転中の秋津先生が笠木さんの言葉をさえぎる。

「ルール説明の時にも言ったけど、それは正解を書くゲームじゃないんだよ。みんなが何を書くかを予測して、さらにその真ん中を狙ねらうという二重ブラフゲームで……ん、二人ともどうかした？」
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　ごごごごごごごごご。

「秋津先生……？　今、なんで香音ちゃんの言葉をさえぎったんですか？」

「……アキくん。それは香音の解答も事実だって事なのかな～？」

　しまったという顔をする運転席の秋津先生に、私と理事長先生は摑つかみかかる。

「「ルームメイトってなんの事!?　15歳の時に何があったの!?」」

「うわあ！　運転中！　運転中だから！」




　まあなんというか、平和である。




■同日　午前11時　秋津家別べつ荘そう前




「ふああ、すごい」

　玄げん関かんで車から降りた私は、建物を見上げてそうつぶやいた。

　秋津家の別べつ荘そうであるところの、その三階建てのお屋や敷しきは、私の想像の５倍くらい立派な建物だった。洋館、という言葉がぴったりな外観。レンガの壁かべにかわいい窓がたくさん嵌はまっていて、その上に屋根や煙えん突とつがおもちゃのように置いてある。

「大きい、ですね」

　私がそう言うと、トランクから荷物を引きずり出していた秋津先生が答える。

「秋津家が今よりもっと社交性があった頃ころは、ここで毎年パーティーをしていたらしいよ。三〇人くらいなら泊とまれるだけの部屋はあるし」

「三〇人！」

「驚おどろくのは浜はま辺べを見てからにして欲しいな、播機」

　理事長先生が微笑ほほえむ。

「とても綺き麗れいな場所なんだ。荷物を片付けたら早さつ速そく泳ぎに行こう」

「はいっ！」

「あの、誰だれか荷物運ぶの手伝ってくれないかな」

　先生がトランクを覗のぞき込みながら何かを言っている間に、私達は別荘に入っていった（笠木さんは私が手を引っ張っていった）。こういう時、男の子は大変頼たのもしい限りである。




■同日　正午　ビーチ




　息をのむ光景とはこの事だ。と、私は生まれて初めて感じた。

　そこは小さな入り江えになっていた。三日月の形をした砂すな浜はまは、左右を岩がん壁ぺきに囲まれて外の世界から区切られていた。波がほとんど無い青く透すき通った水が満たされ、その先は海が繫つながっていた。岩壁の間に水平線が見える。

　まるで絵本の中の一場面のような風景だった。目に入る物全すべてが、光り輝かがやいて見えた。

「綺麗ですね！　先生！」

　私はパーカーを翻ひるがえし、くるりと回って秋津先生の方を向いた。ちなみにパーカーの下は既すでに水着に着き替がえている。別荘の隅すみっこに着替えとシャワーの為ための部屋があり、その部屋の奥にある出口からサンダルで降りて、木々に囲まれた小道を歩くと、この秘密の入り江、秋津家のプライベートビーチに到とう着ちやくするのだ。素す敵てきすぎる！

「うん。僕もここの風景が好きだ。小さい頃は毎年ここで泳ぐのが楽しみだったよ」

　そう言いながら先生が砂浜を降りてくる。手にはビニールシートとパラソルを抱かかえている。パーカーの隙すき間まから、意外にも筋肉のついた胸むな板いたが見えた。クラスの男子の水着姿を見たって別にドキドキしたりしないけど、今は目の前の男の子の体を見続ける事が出来ず、視線をそらした。

「ん、どうかした？」

「いえ、なんでもありません」

　胸板を凝ぎよう視ししていたなどと言える筈はずが無い。私は話題を変える事にした。

「それより見てください！」

　私はバッとパーカーを脱ぬぎ、太陽の下に水着姿を披ひ露ろうした。

　今年私が買ったのは、白のベースに赤色の小ドット──小さな水玉──の水着だ。当然ビキニ。可愛かわいさ３：大人っぽさ７くらいの感じでセレクトしてみました。大人っぽさを重視したのは、理事長先生に対たい抗こう意識を燃やしたからではない。ないってば。

　私がその場でくるりと一回転してみせると、秋津先生の背後から声が聞こえた。

「ふふん、まあまあ頑がん張ばったと褒ほめてやろう。播機」

　長いタオルを肩かたにかけた理事長先生が、大きなサングラスに手をやりながら、秋津先生の後ろから歩いてきて私の前に立った。

「しかし、まだ私には及およばないな！」

　そう言って、理事長先生はタオルを空中に投げ上げた。そこに見えたものは──

　──なんと言ったらいいのだろう。「水着」というのは「水の中で着用する服」という意味だと思うのだけど、理事長先生のそれは「布切れ」なのではなかろうか？

　色は薄うすい青。チューブトップと言えばチューブトップなのだけど、バストを覆おおう生き地じが限りなく細い。泳いだら脱げてしまいそうだ。更さらに胸の真ん中に開いた丸い穴が胸の谷間をこれでもかと強調している。正直グラビアアイドルが着ている時くらいしか見た事が無いデザインだった。下も、水着というよりは紐ひもパンみたいで、見ててこちらが恥はずかしくなってしまう。

「理事長先生、それ、ちょっと反則じゃありませんか？　表面積があまりに少ないんじゃないかと思うんですが……」

　理事長先生はサングラスをずらして、上うわ目め遣づかいで答えた。

「なにを言う。『男を落とす為であればあらゆる努力を惜おしむな』というのが秋津家の家訓だ」

「秋津家って、家訓が色々あるんですね……」

「この砂浜には誰も来ないんだから、多少は羽目を外してもいいだろう？」

「それ、多少、ですかね？」

　私が理事長先生の姿に呆あきれていると、笠木さんが私とお揃そろいのパーカーを着たまま、秋津先生の横を通り抜ぬけて、私達の方に歩いて来た。

「あのう。《紅オストラム》殿どの。この水着、背中が大きく開いているのですが、私が着るには多少露ろ出しゆつが多いのではないでしょうか」

　そう言って、笠木さんはほんの少しだけ頰ほおを赤らめた。うーん、新しん鮮せんな反応。

《紅オストラム》っていうのは、論理魔ま術じゆつ師しとしての私の呼び名みたいな物。笠木さんは、真面目まじめな話や彼女自身が緊きん張ちようしている時は、私の事を「遙さん」ではなくて「《紅オストラム》殿」って呼ぶ。つまり今、笠木さんは慣れない水着を着て緊張しているのだ。

「そんな事ないよお！　絶対可愛いから！」

　私は笑え顔がおで返事しながら、笠木さんのパーカーを脱がしてあげる。笠木さんは抵てい抗こうせずに袖そでから腕うでを抜かれるままにしていた。笠木さんの透き通った白い肌はだが、真夏の陽光に照らされる。
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「ほらあ！　絶対似合ってるって！」

「そうでしょうか？　やはり露出が多いような……」

　私の言葉に笠木さんは疑問を返しつつ、体を捻ひねって自身の姿を確かく認にんしている。

　笠木さんが着ている水着は純白のモノキニ──前から見るとワンピース、後ろから見るとビキニに見えるデザイン──だ。本人からは特に希望が無かったので、私が選んであげた。うん、やっぱり笠木さんは白が似合う。

　そりゃスクール水着と比べればちょっと肌が出てるけど、気にするほどの露出度じゃ全然無い。でもそれで控ひかえめに恥ずかしがっている笠木さんの表情がたまらなく可愛くて、思わず抱だきしめたくなってしまう。って、オヤジか私は。

　自分にツッコミを入れつつ、気を取り直して私は理事長先生の横に並ぶ。理事長先生も準備ＯＫの模様。では、いよいよ本日のメインイベントです！

「「さてと♪」」

　私と理事長先生は同時に言ってからおもむろにサンダルを脱ぬぎ（裸足はだしも重要なポイント）、秋津先生の前にスタッと立つ。理事長先生はサングラスを外し、目の前の男の子に流し目を送っていた。私は心持ち、胸をそらせる。

「どう？　アキくん♥」

「どうですか？　秋津先生♪」

　黙だまってこちらを見ている秋津先生。

　この反応が楽しみで、旅行に来たと言っても過言ではない♪　まあ、たいした期待なんか最初からしてないんだけどね。秋津先生が気の利きいた事を言うとは思えないし。それはきっと理事長先生も一いつ緒しよの筈はず。

　私達がにやにやしていると、秋津先生はシートとパラソルを抱かかえたまましばらくこちらを見た後、ポツリと言った。

「うん、可愛かわいいね、二人とも」




　……




　…………ぼっ。




　今のは顔まで真っ赤になった音。ちなみに私と理事長先生の二人分。

　いきなりの不意打ちに私達はキョドった。同時に秋津先生に背を向け、二人だけの緊きん急きゆう会議を招集する。

「り、理事長先生。今、『可愛い』って！　『可愛い』って言いましたよね!?」

「確かに私も聞いたぞ！　あの朴ぼく念ねん仁じん人類代表候補みたいな男が『可愛い』って！」

「やはり水着効果でしょうか！」

「そうかもしれん。さすがの安芸も男子だったという事か！……うん、よく見れば、播機の水着は若者らしい健康的なセレクトだな。似合ってるぞ」

「いえいえ、理事長先生の水着も大人の魅み力りよくが出てて素す敵てきですって」

　会議はいつの間にかお互たがいのセンスを褒ほめあう休戦協定になっていた。置いてけぼりにされた秋津先生は一人でシートとパラソルの設営を始める。

「あの、盛り上がっているところ大変恐きよう縮しゆくなのですが……」

　この先どういう作戦で秋津先生を籠ろう絡らくするべきか盛り上がっている私達に、笠木さんが遠えん慮りよがちに口を挟はさんだ。

「なんだ香音、私達は今大事な話を──」

「斎条様です」

「……斎条がどうしたって？」

　斎条先生というのは、北凰学園の司書の先生で、実は秋津先生と十年来の付き合いがあるという。しかし、なぜここで斎条先生の名前が出てくるのだろう？

　笠木さんは秋津先生の方を向いた。

「斎条様に言われたんですよね？　安芸様」

　パラソルを立てる体勢に入っていた秋津先生はこっちを見た。

「え？　ああ、うん。そう。水着を着た女性が『どう？』って聞いてきたら、『可愛い』って答えるのが法律だって、サイジョーが」

　バキッ

　理事長先生が手に持っていたサングラスを握にぎり締しめて折った。

「……斎条め。乙女おとめ二人の純真を弄もてあそびやがって。後で覚えていろよ……」

「……理事長先生、お手伝いさせて下さい」

「え？　なに？　二人ともなに言ってるの？」

「「いいからパラソルを立てなさい！」」

「いや、さっきからやってるじゃない……」

　乙女二人の怒いかりを、理り不ふ尽じんにぶつけられる先生であった。




■同日　午後１時　ビーチ




　一時間ほど水遊びをした後、私達は砂すな浜はまに敷しいたシートに寝ねっころがって休きゆう憩けいしていた。ちなみにパラソルの下にいるのは、どこから持ってきたのかデッキチェアに座っている理事長先生だけで、他ほかの三人は太陽光を全身に浴びている。理事長先生が言うには「若いうちは夏は焼いておけ。年を取ったら焼きたくても焼けなくなるから」との事だ。

　時刻は昼過ぎ。真上からお日様が照らしている。クーラーバッグ（これはさっき別べつ荘そうのスタッフの人が持ってきてくれた）の中からジュースの入ったビンと氷を取り出して、コップの中に注ぐ。キンキンに冷えたオレンジジュースが体に染しみ渡わたる。うーん、気持ちいい！

　私がこの楽園を心から堪たん能のうしていると、ふいに、デッキチェアで本を読んでいた理事長先生が秋津先生に話しかけた。

「安芸、山やま谷たにさんって覚えてるか？」

「もちろん覚えてますよ。『虹にじおじさん』でしょ？」

　虹おじさん？　むむむ、なんだか素敵ワードだぞ。私は上半身を起こして、まぶしげに空を眺ながめている秋津先生の顔をのぞき込む。

「秋津先生、『虹おじさん』ってなんですか？」

「ああ、ええと、どこから話せばいいのかな」

　そう言って秋津先生は、先生の子供時代の話を始めた。話している間、先生は少し目を細めていた。太陽が眩まぶしかったのか、「昔」が眩しかったのかは、よくわからない。







　──秋津先生とその家族は、先生が物心つく前から、毎年この別荘に来ていたのだそうだ。その頃ころ、別荘には今よりもたくさんの使用人がいて、ずっと賑にぎやかな雰ふん囲い気きだったらしい。ご両親が静養している間、幼少期の秋津先生、もとい安芸くんの遊び相手は、そこの使用人の人達が務めていた。

　その中でも、安芸くんが大好きだった人が、山谷さんという使用人だった。

　別荘の使用人は山谷さんも含ふくめて《血族クラン》の人間ではなかった。皆みな、地元で採用された人たちだったから。それはつまり、彼らは論理魔ま術じゆつと関係の無い人たちだという事だ。

　山谷さんは子供が大好きで、安芸くんが別荘に来るといつもお菓か子しをポケットに詰つめて待っていてくれて、安芸くんがねだればどこへでも連れて行ってくれたそうだ。

　しかしそれだけではない。山谷さんは、安芸くんをびっくりさせるような「魔ま法ほう」を使える人だったのだ。




　安芸くんが「遊んで」とおねだりをすると、山谷さんはいつも安芸くんと手を繫つないでこの海岸に連れて来てくれた。

　そして、ひとしきり水遊びをした後に、山谷さんは決まって、「ぼっちゃん、ちょっと待ってて下さい」と言って、岩がん壁ぺきの低い所を登って姿を消すのだ。

　一人になった安芸くんがちょっと心細くなってきた頃に、突とつ然ぜん──




　虹が、空に架かかるのだ。




　それほど大きな物ではなかったらしい。それでも、幼少期──まだ自身の中に論理魔ま術じゆつ師しの血が流れている事を教えられていなかった頃──の安芸くんには、両手で抱かかえきれないほどの虹が空に浮うかぶその光景は、まぎれもなく「魔法」だった。山谷さんは魔法使いなのだ！

　やがて、山谷さんがニコニコしながら戻もどってきて「ぼっちゃん、虹が見えましたか？」と聞く。安芸くんは大喜びでブンブン頷うなずいた。そして、二人で砂浜に寝ね転ころがり、虹が消えるまで空を眺めていたのだった。







「──それで僕は、山谷さんの事を『虹おじさん』と呼んでいたんだ。毎年会いに行くのが楽しみだったよ。残念ながら、脳卒中で倒たおれて、亡なくなってしまったんだけどね。八年前に。まあ、僕はおじさんって呼んでたけど、結構なお年だったから」

「そうなんですか……」

　秋津先生が喋しやべり終える。私は、子供の頃の先生の話が聞けてとても嬉うれしかった。太陽は少し降りてきたが、まだ入り江えを照らしていた。

「私も見てみたかったなあ。その虹」

　この素す敵てきな入り江の上空に虹がかかったら、さぞ美しい景色になる事だろう。

　寝っころがったままの秋津先生は首を少し曲げて、右側の岩壁の上の方を見た。「虹おじさん」が虹を呼び出した場所だ。もちろん、今は青空が見えるだけ。

「今でも不思議だよ。山谷さんは論理魔術師じゃなかった。ならどうやっていつも虹を連れてきたんだろうってね」

　すると、今まで黙だまって聞いていた理事長先生が、クスクス笑い出した。

「？　なんですか、姉さん」

「そうか、安芸は未いまだに知らないんだな。山谷さんの『魔法』の答えを」

　秋津先生はガバッと起き上がって理事長先生を見る。

「姉さんは知っているんですか？」

「私も小さい時は、よく山谷さんに虹を見せてもらったよ」

「実は論理魔術だった、なんていいませんよね？」

「さあて？　どうかな」

　理事長先生は楽しそうに笑って、そして言った。

「そういえば、山谷さんの奥さんがお前に会いたいと言っていたな」

「え？　ヨネさんですか？」

「ああ。いい機会だ。安芸、播機を連れて『虹おじさん』の秘密を調べてみなさい。論理魔術の実戦フイール授業ドワークだな。それに──」

　理事長先生が言葉を切る。

「それに？　なんですか？」

「──それに、魔術よりも偉い大だいな力を見られるかもしれないぞ」




■同日　午後２時　別べつ荘そうの前




　かくして、私と先生の実戦フイール授業ドワークが始まった。私達は全員入り江から引き揚あげ、服に着き替がえてから屋や敷しきを出た。理事長先生は部屋で休んでいるので、出てきたのは私と笠木さん、そして秋津先生の三人。

「播機さん。本当に一いつ緒しよに行くの？　姉さんはああ言ってたけど、播機さんが付き合う必要は無いんだよ」

「行きますよお。実戦フイール授業ドワークなんですから」

「魔ま術じゆつを使う機会があるとは思えないけどなあ。まあいいか。じゃあ、行こうか」

　歩き出す先生の横に付いていく。笠木さんは少し後ろを付いてきている。

「まずはどこに行くんですか？」

「山谷さんの奥さんが、この先に住んでるんだ。そこに山谷さんの作業場がある」

「作業場？」

「山谷さんはね、若い頃ころは大工をしていて、一線を退いた後は、別荘で使用人をしながら、趣しゆ味みでいろんな物を作ってたんだ。まあ、町の発明家って感じかな」

「楽しそうですね！」

「充じゆう実じつした老後だったのかな。まずは、あの作業場を見に行こう」

　田舎いなか道をゆっくりと歩く。風が気持ちよかった。

　歩きながら、先生が私に尋たずねる。

「ところで播機さん、虹が出るメカニズムって知ってる？」

「メカニズムですか？　確か、水蒸気が光を屈くつ折せつして……まあ、よく知りません」

「それで合ってるよ。雨が上がった直後は、空中に雨水が散布された状態になっている。そこに横方向から光が入ると、雨水によって光の角度が曲がって、虹になるんだ。厳密に言えば違ちがうけど、おおまかに言えばそう」

「『横方向の光』ってなんか理由があるんですか？」

「僕らが虹を見る為ためには、僕達の背後に光源が無いといけないんだ。だから虹は大たい抵てい、朝か夕方に出るんだよ」

「へえ、そうなんですか」

「山谷さんが虹を連れてきた時は、大抵昼過ぎだった。なにか方法があったんだ」

　先生と話をしている間に、山谷さんのお家うちに到とう着ちやくした。別荘から５分も歩いていない。奥さんの山谷ヨネさんが出で迎むかえてくれた。ヨネさんは腰こしがしっかりした小こ柄がらなおばあさんで、玄げん関かんを開けた途と端たんに、秋津先生を見て相好を崩くずした。

「まあまあ、ぼっちゃん！　何年ぶりかしら！」

「ヨネさん、久しぶり」

「立派になりましたねえ、ぼっちゃん！」

　大喜びのヨネさんを前にして、先生は多少照れているようにも見える。

　ヨネさんは私の方を向いた。

「こちらのべっぴんさんはどなたですか？　ぼっちゃんのお嫁よめさん？」

「「ちがいます！」」

　私と先生が大声でハモる。

　カップルと間ま違ちがわれるのならまだいい。いやむしろ歓かん迎げい。しかしそれを飛び越こえて夫ふう婦ふ扱あつかいされるのは困る。なにが困るのかは私にもよく分からないけど、そういう微び妙みようなお年とし頃ごろなのだ。

　耳まで赤くなっているのを自覚しながら、ちらりと先生の方を見る。先生は片手で髪かみを弄いじりながら、どう答えようか考えているようだった。私は、先生が私の事をなんて言って紹しよう介かいするのか、ちょっとだけ緊きん張ちようしながら待った。

　すぐに、先生は髪を弄ったまま口を開いた。

「……僕、まだ結けつ婚こん出来る年ねん齢れいじゃありませんから」

　はぐらかした！……まあ、いいけど。

　先生はヨネさんにひとしきり挨あい拶さつした後、本題に入った。

「山谷さんの作業場を見せてもらいたいんだけど、いいかな？」

「ええ、どうぞどうぞ。あそこはずっとそのままにしております。あの人はぼっちゃんが大好きでしたから、勝手に入っても怒おこらないですよ」

「ありがとう。行こう、播機さん」




■同日　午後２時10分　山谷さんの作業場




　ヨネさんに案内されて、家の中を通り抜ぬけて庭に出ると、そこに小さなプレハブ小屋が建っていた。これが作業場なのだそうだ。ヨネさんは小屋のドアに付けられた南なん京きん錠じようを外した後、「麦茶を用意しときますんで、終わったら呼んで下さい」と言って家に戻もどっていった。先生はドアを開けて中に入る。私と笠木さんもそれに続いた。

　入り口から部屋を見回す。そこはまさに「町の発明家」の作業場だった。いくつか並んだ机の上にはなにに使うのかよくわからない大小の工具が並び、その横にはたくさんの発明品が並んでいた。木製だったり、鉄製だったり、材料はまちまち。どれ一つとして、それがどういう目的で作られたのかわからない。多分、どれも作りかけなのだろう。

　奥の壁かべには、設計図のような物や、アイデアスケッチのような物が、数え切れないほど貼はり付けてあった。それを眺ながめながら先生が言った。

「山谷さんは、別べつ荘そうの仕事が終わってから、毎日この作業場に籠こもって、真夜中まで様々な発明に取り組んでいたんだそうだよ」

「楽しそうですね」

「そうだね。憧あこがれるよ」

　先生はゆっくりとプレハブ小屋の奥に歩いていった。床ゆかに乱雑に物が積まれている為、奥に進むのが多少困難で、それらを避よけながらの移動になる。縄なわばしごがぐるぐる巻きになってる物や、木の棒の先にワイヤーで輪っかを作ってあったりする物が私達の行く手を遮さえぎる。しかし、これらは一体何に使ったのだろう？

「先生、これなんですか？」

　私は足あし下もとの輪っかのついた木の棒を指差した。先生は私を見ないで答える。

「さあ。蛇へびでも捕つかまえるんじゃない」

「え、蛇ってこういう道具で捕まえるんですか!?」

「いやどうだろう。知らない。今のは適当に答えただけ」

「もー」

　先生は机の上に置いてある「未発明品」を一つずつ眺めていた。心なしか、目が輝かがやいているように見える。男の子はこういう物が好きなんだろうか？　わからない感覚。私にはガラクタの山にしか見えない。

　やがて先生は、私主観ではガラクタの山の中から、一つを手に取った。

　それは木製で、サッカーボールくらいの大きさの直方体の箱だった。箱の上の面と、横の面から、筒つつ状じようの物が一本ずつ伸のびている。

「なんですか、それ」

「全然わからない」

「あ、これ開けられますね」

　箱の上面と下面のそれぞれ中央あたりに留め金があって、それを外すと箱は綺き麗れいに二つに割れた。

　中にはいろんな部品が詰つまっていた。正直私にはなにがなにやらわからない。プロペラらしき物が見えた以外は、どれがなんの部品なのかもよくわからなかった。

　秋津先生はしばらくの間それを眺め、そしてつぶやいた。

「そうか……」

「あれ。先生、これが何をする機械か分かったんですか？」

「ん、いや、これは模型だね。これ自体は動かないよ」

「模型？」

「そろそろ出ようか。ヨネさんが麦茶を出してくれるって言ってたよね」

「え？　もういいんですか？」

「うん。ここで得られる情報はもう無いね」

「もう無いって事は、何か得たって事ですよね」

「明日また、海岸に行こう」

　先生はそれ以上何も言わなかった。




■８月３日　午前11時半　ビーチ




　次の日、私達四人はまた水着に着き替がえて海岸に来ていた。理事長先生は昨日と同じく、パラソルの下で本を読んでいる。

　笠木さんはシートに体育座りで、ヘッドフォンを耳に当てて目を閉じている。海に来てまで音楽聞かなくても良い気がするんだけど。

　私の横でシートに座っている秋津先生は、朝からずっと何かを考えているようで、話しかけても適当な事しか言ってくれない。

　そんな訳で、遊んでくれる相手がいなくて私は暇ひまだった。ま、いいか。砂すな浜はまに寝ねっ転がってるだけで気持ちいいし、今日はこんがり肌はだを焼くとしますかねー。

　と、思っていたら、突とつ然ぜん秋津先生が立ち上がった。

「播機さん、ちょっと付いてきてくれる？」

「え？　どこへ行くんですか？」

　秋津先生は昨日と同じ、右側の岩がん壁ぺきを見ながら答えた。

「虹にじを探しに」




　私は砂浜から出て岩いわ棚だなに足をかけ、先に上にいる先生に手を貸してもらいながら登った。理事長先生や笠木さんがいる場所からはもう随ずい分ぶん離はなれている。

「ふう」

　登り切ると、そこはゴツゴツとした岩場が続いていた。

「入り江えの左右はこういう場所が広がっててね、ビーチに他人が入りづらいようになってるんだ」

　なるほど。私と先生は岩場をそろそろと進んだ。黒味がかった岩は、太陽の熱を吸って熱くなっているようだった。サンダルの下から熱が伝わってくる。所々、岩の断面がまるで鏡みたいに平らになっていて、太陽の光を反射していた。時折それが直接目に入ってきてすごく眩まぶしい。

「よし。播機さん。ようやく実戦フイール授業ドワークになるよ。見てて」

　秋津先生はパーカーを脱ぬぎ、そのポケットからなにやら小さなものをたくさん取り出した。

「なんですか、それ？」

「貝かい殻がらだよ。さっき拾ってきた。まあ、なんでもいいんだけどね」

　先生は両手に貝殻を載のせ、そこにささやきかける。

「《道を示せ▽検索対象[image: ]〝人工物〟》」

　先生の手のひらの中がボワッと青白く光る。貝殻が魔術発光で光っているのだ。

「それっ！」

　先生は貝殻を空中に投げ上げた。青い光が空中に舞う。ある程度の高さまで投げ上げられたそれらは、当然重力の法則に従って落下──

「《道を示せ◇発ウル動トウガ》」

　──する事なく、奥の方の地面に向かって、まるで吸い込まれるように飛んで行った。

「!?」

　驚おどろく私に先生が説明する。

「山谷さんは虹を連れてくる時、いつもこの岩場に入っていった。ここのどこかに、山谷さんの『発明品』がある筈はずなんだ」

　先生は貝殻が落下して行った場所に歩き出した。私も追いかける。

　貝殻はある一つの大きな岩の上に落下していた。その岩は表面が平らで、天然に出来たテーブルのように見える。

[image: ]

　秋津先生はしばらくその岩の縁ふちを触さわっていたかと思うと、一気にそれを持ち上げた。って、持ち上がるの!?

「この岩は山谷さんが作ったダミーの蓋ふただね」

　岩の蓋の裏にはストッパーがついていて、開けた蓋が戻もどらないようになっていた。

　私は開いた蓋の下を覗のぞき込む。

　それはまるで涸かれ井い戸どのようだった。直径１メートル、高さは５メートルくらいだろうか。小さな岩を積んで井戸が作られている。目を凝こらすと、底は砂で埋うまっているように見えた。

「これ、なんですか？　井戸？」

「井戸では無いよ。山谷さんの作業場で、僕が見てた機械を覚えているかい？」

「あの、箱から筒つつが二本伸のびてた奴やつですか？」

「そう。あの実物がこれだ。箱から上に向かって伸びてた筒が、これなんだよ」

「え、こんなに大きいんですか!?」

　先生は穴を覗き込み、そして一点を指差した。

「ほら、あそこを見てごらん」

　指の先を見る。私達がいる穴の縁から１メートルくらい下の壁かべに、小さな出っ張りが見えた。

「あれはスイッチ。多分上方向に引っ張るように出来てる」

「スイッチって、あんな変な場所にあったら触れないじゃないですか」

「誰だれかが間ま違ちがって作動させてしまわないように、わざと届かない所に配置してるんだよ。山谷さんの作業場に、先せん端たんに輪っかがついた木材があったの覚えてるかい？」

　ああ、そういえばそんなのがあった。

「あれは、このスイッチを入れるための道具なんだよ。輪っかをあの出っ張りに引っ掛かけて、引っ張るんだろうね」

　先生は片手で髪かみを弄いじった。

「あの道具を取りに行く必要があるな……」

「あ、でも先生。これ手を伸ばせばギリギリ届くと思いますよ」

　私はそう言って岩場に寝ねそべり、右手をめいっぱい穴の中に伸ばした。

「播機さん、危ないよ。僕、ちょっと山谷さんの所に行って借りてくるから」

「あ、もうちょっとですから……」

　んんん、ギリギリ届かない。ちょっとずつ体を穴の方にずらして、更さらに手を伸ばす。出っ張りに中指の先がかすった。あとちょっと！　私は更に腕うでを伸ばして──




　ツルンッ




　体を支える為に踏ふん張っていた両足が、ツルツルした岩の上を滑すべった。

「え？」

　言葉を発するのが先だったか。体全体がスライドするのが先だったか。いずれにせよ、私の体は三分の二くらいが穴の中に入っていた。

「播機さん！」

　先生が驚いた声を上げながら私の手を摑つかんだ。が、落ちていく私を引っ張るには、先生の立っていた足場はあまり良くなかった。




　ツルンッ




「うわっ！」

　サンダルが岩を滑って先生が体勢を崩くずす。私は先生と手を繫つないだまま。先生は私に引っ張られるように穴に落下した。

「きゃあっ！」

「《質量制せい御ぎよ▽対象数[image: ]２：重量[image: ][image: ]：継けい続ぞく時間[image: ]１秒◇即時発動！》」

　急にふわりと自分の体が軽くなった気がする。上から落ちてきた先生が、ひっくり返っている私の体の向きを直してくれる。




　トサッ




　二人で、砂が厚く溜まっている穴の底に、そっと着地した。

「あ……ありがとうございました」

「怪我してない？」

「は、はい」

「それは良かった。良かった、けど……」

　先生は頭上を見上げた。私も見上げる。入り口の縁ふちに、私が着ていたパーカーが引っ掛かっているのが見えた。落ちるときに脱ぬげたらしい。穴の底に二人っきり。そして二人とも水着しか着ていない。うむむ。ちょっと恥はずかしくなってきた。

　秋津先生は片手で髪の毛を弄りながら言った。

「まいったね。戻もどれないよ。昔は縄なわばしごが取り付けられてたんだろうな……」

　ああ、そう言えば、山谷さんの作業場にあったな。縄ばしご。

「え、でも、また《質量制御》すればいいんじゃないんですか？」

　まだ習ってないから私は使えないけど、確か《質量制御》の魔ま術じゆつは、物体の重さを軽くするだけじゃなくて、浮うき上がらせる事も出来た筈はずだ。

　私の疑問に先生は首を振ふった。

「《質量制御》で浮き上がらせる、つまり対象の重量をマイナスにする為ためには、単純な術式だけじゃ足りないんだ。《可能性ルウキス》への干かん渉しよう量りようを増ぞう幅ふくさせる必要があって、香音を介かいするか、あるいは魔ま術じゆつ紋もん様ようが施ほどこされた魔術衣が必要だ」

「魔術衣？」

「僕がいつも着てる白衣の事。それに、ここじゃ魔ま法ほう陣じんも書けないし」

　よくわからないけど、とりあえず魔術でここから脱だつ出しゆつする事はできないみたい。割とピンチな状じよう況きようのように思える。けど、秋津先生はそんなに慌あわてていないみたいで、砂が溜たまった床ゆかに腰こしを下ろして、私を見上げた。

「まあ、しばらくしたら、姉さんが捜さがしに来ると思うよ。それまで待とう」




■同日　正午　穴の中




　……こうして、冒ぼう頭とうに戻る。




　私達は穴の底で、真昼の太陽光を浴びながら、理事長先生が捜しに来てくれるまでじっとしている事にした。

　しかし、私にはそんな悠ゆう長ちように待っていられない事情があった。秋津先生に不満をぶつける。

「こんな中ちゆう途と半はん端ぱな格好で日光浴びてたら、斑まだらに日焼けしちゃいますよう。そんなのやだあ」

「外に出てから焼き直せばいいんじゃない？」

　んー、この乙おと女め心ごころが分からない鈍どん感かん男め！

「……です」

「え、なに？」

「もう！　トイレに行きたいんです！　先に言っておきますけど『ここですれば？』とか言ったら一生口利ききませんからね！」

　先生はなんて言ったらいいのか分からない、という顔をした後、顔を赤くして視線を逸そらした。その表情はちょっと可愛かわいかったけど、それを愛めでる余よ裕ゆうが今の私には無い。

「先生、本当に外に出る方法は無いんですか」

　私がじっと見つめると、先生は髪かみを弄いじりながら、頭上を指差した。

「方法が無い訳じゃない」

　先生の指の先、地面から４メートルほどの所の壁かべには、私達がここに落ちた元げん凶きようとも言える、あの出っ張りがあった。

「あのスイッチを動かす事が出来れば、外に出られる。多分」

「なんでもっと早く言わないんですか！」

「言っても無む駄だだから」

「なぜ？」

「あそこまで手が届かない」

「肩かた車ぐるますれば届きますよ！」

　水着で肩車ってちょっと恥ずかしすぎるけど、そんな贅ぜい沢たくは言ってられない。しかし先生は私の案を却きやつ下かした。

「いや、駄だ目めだ。その状態でスイッチを押したら、その直後の事象に対応出来ない」

　事象？　そう言えば、まだ私はこの山谷さんが作ったという機械がなにをする物なのかも分かっていないのだった。しかし私は徐じよ々じよにトイレに行きたい気持ちが強まっていて、冷静な思考が失われつつあった。

「なんとかならないんですか!?」

「あのスイッチを引っ掛かけるような道具があれば……」

「魔術で作ればいいじゃないですか！　その道具を！」

「ここには触しよく媒ばいが無い」

　触媒とは、論理魔術を使って概がい念ねんを変へん換かんさせる為の元の物体の事だ。無から有を生み出す事は論理魔術には出来ない。魔術を使う為には、その魔術を使う対象が必要なのだ。

「ええと、この壁の岩を使ったら？」

「危険だ。一つ抜ぬいたら全部崩くずれてしまうかもしれない。そしたら播機さんを守れない」

　ぐ、不意打ちでそういう事言われると、照れる。

「じゃ、じゃあ、この地面の砂は？　固めて棒に出来ないんですか？」

「砂って、《可能性ルウキス》がほとんど無いんだよ。いずれにせよ、あの木材の形質を再現するには量が足りないね」

　……先生の話を聞いていて、私は一つ思い当たる事があった。要は、触媒さえあれば、スイッチを動かす道具が作れて、外に出られるのだ。

「……どういう形の触媒があればいいんですか」

「ううん、そうだなあ。材質は別になんでもいいから、出来るだけ細長い物、長さ80センチくらいあれば十分だと思うんだけど」

　80センチ。うん、多分大だい丈じよう夫ぶ。十分あると思う。しかし、問題は、あるからと言って、使って良い物なのだろうか。ううん、背に腹は替かえられぬとはこういう事なのか。

　私は一大決心をして立ち上がる。

「先生、立って下さい」

「え、なに？」

「いいから。立ったら後ろを向いて下さい」

　先生は怪け訝げんな顔をしながら私に背を向ける。

「いいですか。今から私が良いって言うまで、目を開けないで下さい。約束して。いい？」

「まあ、いいけど。……つぶったよ。なんなの？」

「目をつぶったままでも、術は使えますよね？　先生なら」

「え？　まあ、出来るけど……」

　私はそれに手をかける。




　……




　…………




　………………よし。




「……これを、触媒に使って下さい」




　私は、それを、先生の右手に押しつけた。




「え？　なにこれ？」
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　先生は目をつぶったまま、渡わたされた物の形を両手で確かく認にんしている。私は急激に恥はずかしくなった。

「指で形を確認するのやめてください！　ああもう！」

　私は叫さけぶ。

「私の着てたビキニのトップスです！　それ！」

　言った途と端たんに、秋津先生の両手が硬こう直ちよくする。

　私は両手で胸を隠かくしながら先生を睨にらむ。先生は向こうを向いていて、かつ目を閉じているけど、だからと言って恥ずかしさが減る訳ではまったくない。

「それなら十分長さあるでしょ!?」

　気き恥はずかしさに声が大きくなってしまう。

「早く魔ま術じゆつを使って下さいっ！」

「あ、ああ、うん。え、ええと」

　先生が狼ろう狽ばいしているのがわかる。そりゃ狼狽もするだろうという気もするけども。

　秋津先生はなんとか落ち着きを取り戻もどし、目をつぶったまま私の水着を両手で広げた。かなり間ま抜ぬけな光景と言える。

　先生はその格好のまま呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《形状再生▽再生媒ばい体たい[image: ]記き憶おく：対象[image: ]水着◇即時発動》」

　先生の両の手から青い光の泡が沸わき上がり、それがビキニに吸い込まれていく。その途端、私のビキニは芯でも入ったかのように真っ直ぐになり、また胸のカップの部分がぐにゃりと丸まって、全体が一本の棒のようになった。先端には小さな輪ができていた。作業場で見たのと同じ形だ。

　先生は出来上がった棒を手て探さぐりで壁かべの出っ張りに引っ掛かけようとした。さすがに目をつぶったままでは難しいだろうから、私は片手だけ胸から離はなして、その作業を手伝ってあげる。

　輪っかが出っ張りに引っ掛かると、先生はそれを上に押し上げる。と、壁の奥から「ガチャン」という音が聞こえた。同時に、足あし下もとが小さく震ふるえだす。足下だけではない。私達がいる筒つつ全体が細かく振しん動どうしている。

「先生、これは──」

　聞こうとした瞬しゆん間かん、先生が目をつぶったまま振ふり返り、私を正面から抱だきしめた。左手で頭をつつみ、右手は腰こしに回している。え、なに!?

「いやあの、先生、私、心の準備が、まだ」

　なにを口走っているんだ私は！

「舌を嚙かむから口を閉じて！」

「え？」

「聞こえるだろ!?」

　そう言われて、初めて小さな地鳴りが足下から聞こえるのに気づいた。先生は私との約束をかたくなに守って、目を閉じたまま、それでも私をぎゅっと抱きしめて言った。

「山谷さんが作ったのは、ポンプなんだ」

「ポンプ？」

「海水、いや違ちがうな、多分地下水を汲くみ上げて、それを空中に散布する。そうやって大気中に霧きりを発生させる仕し掛かけを作ったんだ。あの模型に筒が二つあっただろ？　片方が水が入ってくるパイプで、もう片方が水を送り出すパイプなんだ」

　いつのまにか、足下にあった砂が姿を消していた。私達は細かい金かな網あみの上に立っていた。砂は全部金網の下に落ちたようだ。下は真っ暗で何も見えない。

「え、じゃあ、今私達がいるここって……」

「水みず鉄でつ砲ぽうの銃じゆう口こうの中みたいなところだと思えばいいよ」

「思えばいいって!?」

「息を止めて！」

　その直後、足下に水を感じたかと思うと、一いつ瞬しゆんで私の体は水に包まれた。そして水に押し出されるように筒の中を上じよう昇しようしていく。先生が抱きしめていてくれるおかげで、壁にぶつからずに済んだ。体はすぐに井い戸どの一番上まで持ち上げられていく。




　ザッパアッ!!




　筒の中を一気に駆かけ抜ぬけた水が空中にまき散らされる。私と先生も同じように空中に吹ふき飛ばされる。下には岩、私はそこに落下──

「きゃああっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　あばれかけた私の耳元で先生が囁ささやく。先生はがばっと私を両手で抱きかかえ、そのまま地面に着地する。か、かっこいい……。

　──と、その時、先生はなにげなく頭上を向き、「あっ」とつぶやいた。先生の手から力が抜け、その手の中にあった私は地面に落下する。

　ごちん

「いったー！　先生！　こういう時こそ魔術を使って下さいよ！……先生？　どうしたんですか？」

　微び動どうだにしない先生を見上げると、先生は空の一点を指差した。

　私は唐とう突とつに理解した。ポンプで汲み上げられた水は空中に散布され、雨上がりと同じ状じよう況きようになる。そして、岩場にあった鏡みたいに平らな岩が、真昼の太陽光を反射して光源となる。であれば、先生が示す指の先には──




　七色の橋が、真っ青な空に架かかっていた。




　私はすぐさま体を起こして、先生の横に立った。筒からはまだ噴ふん水すいのように水がまき散らされ続けていた。そして頭上には、大きな虹にじが浮うかび上がっていたのだ。

　私は自然に言葉が漏もれていた。

「綺き麗れい……」

「山谷さんは、この為ために、この為だけに、こんな大おお掛がかりな機械を作って、毎年子供達が別べつ荘そうに遊びに来るのを待っていたんだ……」

　秋津先生は、別に私に話しかけているというわけではないようだった。その目はずっと七色のアーチに吸い込まれていた。

「……」

　先生が、小さくつぶやいた。

「今、なんて言いました？　先生」

　私の問いに、先生はこちらを見ないで答えた。

「……魔ま術じゆつより、偉い大だいな力だ」

　私は何も言わなかった。けど、そうだな、と私も思った。

　そのすぐ後に理事長先生が呼びに来るまで、私達は黙だまって空を見上げていた。




■８月４日　午前10時　車中




　次の日の朝、私達は別荘を後にして帰き途とについた。

　帰りの車の中は、行きとは打って変わって静かだった。理事長先生は眠ねむっている。笠木さんはヘッドフォンを耳に当てて目を閉じている。秋津先生は運転中。

　先生と二人っきりで長時間お喋しやべり出来るチャンスだったけど、私はこの旅行の事を忘れないように、メモ帳に日記を書いていた。帰りは長い。日記を書き終わってからでも先生とお喋りする時間は十分に──

　──その時、バッグのポケットから携けい帯たいの着メロが鳴った。そのメロディはいついかなる時でも二フレーズ以内に取らなければいけない着信だった。私は急いで通話ボタンを押す。すると、スピーカーから、なにか黒いオーラでも吹き出そうな感じで、声が聞こえてきた。




『……男の前で、水着を脱ぬいだわね、お姉ちゃん……？』




　怒おこっている。超ちよう怒っている。口調は冷静だけど私には分かる。うわわ。

　私はこれから始まる仄香の説教タイムの後で、秋津先生とお喋りする時間が残るだろうかと考えたが、仄香がそんな隙すきを与あたえる筈はずがないので、考えるのはやめた。

『そもそもお姉ちゃんはガードが甘すぎるからこういう事態が──』

　耳元から延々と流れてくる妹の言葉を聞きながら、車の窓を開けた。夏の空気が車の中に流れ込んでくる。風を切る気持ちよさ。

　八月に入って、夏休みはここからが本番。さあ、遊びまくるぞ！

『ちょっと、お姉ちゃん。聞いてるの!?　大体ね、異性と海に行くなんて事がそもそも──』
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honokaの発言：


　クルーズの時、イドが姉の覚かく醒せいを促うながしたのは、残念ながら私の予測の範はん囲い外がいでした。



えりこの発言：


　結果的には《蒼マーレ》のスケジュールも前まえ倒だおしになった訳だからいいけどな。

　しかし、今はそんな事はどうでもいい。

　状況を知らせろ。



honokaの発言：


　はい。ターゲット３Ｈは予定通り９時30分のバスに乗車しました。



えりこの発言：


　了りよう解かい。

　こちらもターゲット２Ａと香音がたった今、自宅を出た所を目視で確かく認にん。



honokaの発言：


《人形ドール》を？

　え、目視？

　えりこさん、今、どこにいるのですか？



えりこの発言：


　ターゲットの上空１００メートルくらい。

　ヘリで追つい跡せきしている。

　特別料金でチャーターした。



honokaの発言：


　……《蒼マーレ》の話になると見境が無くなりますね。

　海に行った時も、非常に大人げない水着を着て挑ちよう発はつを試みたとか。



えりこの発言：


　大人げないのではない。

　大人なんだ。

　相手を籠ろう絡らくする為なら、持てる武器は財力だろうがエロスだろうが最大限活用する。

　秋津家の家訓だ。



honokaの発言：


　旦だん那なさんが泣いてますよ。



えりこの発言：


　あいつは許すよ。

　いつもそうだった。

　ん、《紫プルピユラ》からメールが来た。



honokaの発言：


　ベル＝ベルノットですか？



えりこの発言：


　ああそうか、お前も知ってるんだったな。ちょうどいい。

　ベルにも情報をリークしてやろう。
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■２０１Ｘ年　アメリカ合衆国ジョージア州




　同時多発的に全世界で発はつ症しようした四種の未知の病原体は、爆ばく発はつ的な感かん染せん力を以もつて地球を覆おおい尽つくそうとしていた。




　私、播機遙は、アメリカ合衆国ジョージア州アトランタにある疫病対Ｃ策予防ＤセンターＣの主任研究員である。年は24歳。性別は女。専門はウィルス性疾しつ患かん治ち療りよう薬の開発。現在私は、世界中で蔓まん延えんしている病原体を駆く逐ちくすべく、ＣＤＣの仲間と共に不ふ眠みん不ふ休きゆう態勢での研究を進めている。




　今、私はアトランタの研究施し設せつで一本の電話を待っていた。




　既すでに北アメリカとヨーロッパ大陸は、我々が「ブルー」と呼んでいるウィルスが蔓延し始めており、かなり絶望的な状じよう況きようだ。数日前に治療薬が開発され、現在ウィルス治療の専門家であるジェシカ博士はかせがヨーロッパ中を飛び回っている。彼女がウィルスを撲ぼく滅めつするのが先か、ウィルスが拡散しきるのが先か、予断を許さない。




　残り三種のウィルスのうち、病原体「ブラック」と、同じく「イエロー」についても治療薬開発の目め処どは既に立っている。現地でデータと抗こう体たいのサンプルを集めてくれた笠木さんが、もうすぐアトランタに戻もどって来る。データさえ揃そろえば治療薬はすぐにでも作れるのだ。だから、あと一つ。病原体「レッド」のデータさえ揃えば、人類の勝利と言える。




　携けい帯たいが振しん動どうする。一いつ瞬しゆんで取る。

「秋津先生！」

　電話の向こうからは、アジア地域で治療拠きよ点てんの設営を指揮している秋津先生の声が聞こえた。

『もしもし、播機さん？』

「秋津先生。どうでしたか？」

　秋津先生には、病原体「レッド」のデータ採集をお願いしていたのだ。一瞬の間の後、秋津先生は言った。

『ホンコンで抗体サンプルを手に入れたよ』

「やった！」

　この連れん絡らくを待っていたのだ！　私はすぐに近くのカバンを引き寄せる。

「笠木さんと合流し次し第だい、私もそっちに行きます！」

　飛行機の予約をする為ために、立ったままマウスを操作してブラウザを開く。

『了解。こっちで研究施設の手配をしておくから』

「よろしくお願いします。あ、それと」

『なんだい？』

「私、先生に会ったら伝えたい事があるんです」

『今言えば？』

　私は小さく笑った。聞いたらきっと、先生は顔を真っ赤にして驚おどろくだろう。その光景が目に浮うかぶようだ。

「駄だ目めです。病原体に人類が勝利してからのお楽しみです。じゃあ、また後で──」

　パソコンの電源を落とす直前に、ブラウザを更こう新しんしてニュース速報に目を走らせる。

　そこで私は携帯を取り落とした。

『播機さん？　播機さん？』

　床ゆかから秋津先生の声が聞こえている。呆ぼう然ぜんとしながらニュースの見み出だしを読む。

「──ドイツ・エッセンで更さらなる流epid行emicの兆きざし。感染者大量発生。近きん隣りん地域にも拡散の可能性──」

　私は力無く膝ひざをついた。病原体「ブルー」の拡散が始まってしまった。今から治療薬を配布しても、それを上回る速度で病原体は全世界を覆い尽くすだろう。ジェシカ博士が悪いんじゃない。私たちが遅おそすぎたのだ。もう、助からない。もう、誰だれにもこの感染pand爆発emicは止められないのだ……。




■現代　午前11時　北凰学園秋津研究室




「あーあ、負けちゃった～。あとちょっとだったのにい」

　私はソファに身を投げ、天てん井じように向かって悔くやしさを言葉にした。

「うーん、ちょっとそれぞれの行動に無む駄だがあったかなあ」

　秋津先生は世界地図が描かかれたボードを睨にらみながら一人反省会をしている。笠木さんは黙だまっているけどかなり悔しそう。ジェシカは静かに微笑ほほえんでいる。

　今日は四人でアメリカ産のボードゲームを遊んでいた。参加者全員で協力して、病原体の撲滅を目指す。参加者全員が勝つか、全員が負ける──人類の敗北──しかないという不思議なゲームだ。秋津先生の話では、こういうゲームを「協力型」と呼ぶそうで、数は少ないながら、このタイプのボードゲームは他ほかにもいくつかあるらしい。

「秋津先生、もっと私たちに指示を出してくれても良かったんじゃないですか？」

　このゲームでは、お互たがいに意見を出し合ってそれぞれの行動を決める事が出来る。にもかかわらず、今日の秋津先生はいつもよりずっと口数が少なかった。

　秋津先生は髪かみをいじりながら答える。

「僕が指示を出すと、みんなそれに従っちゃうでしょ。それだとみんな楽しめないんじゃないかなと思って」

「あ、わざとあんまり喋しやべらなかったんですか？」

「うん、こういうのを『コマンダー問題』と言ってね──」

『秋津先生、非学園関係者が入室許可を申しん請せいしています』

　ホログラフィー映像のジェシカが先生の言葉を遮さえぎった。今は一いつ緒しよにゲームを遊んでくれたけど、エージェントＡＩであるジェシカの本来の仕事は学園の管理であり、特に人の出入りのチェックが主なのである。

「非学園関係者？　まあいいや、入ってもらって」

『了りよう解かいしました』

　ピッと電子的な音がして、研究室の扉とびらが自動的にスライドして開く。同時にジェシカは光の泡あわに包まれて姿を消した。

　扉の外には、可愛かわいい女の子が立っていた。

　年は私と同じくらいかな？　肌はだの白さ、髪の色から外国の子っぽい。小さな顔の中で存在感を醸かもしている紫むらさきの瞳ひとみが、その上にちょこんとかけられた小さなメガネを通して、こちらを見つめている。

　ふんわりした綺き麗れいな金色の髪が肩かたのあたりまであり、毛先が柔やわらかくカールしてる。

　頭にかぶった大きめのベレー帽ぼうが、小さな顔とアンバランスで、お人形みたいに見える。裾すそに模様が描えがかれたシンプルなデザインのミニワンピも、細い足をより綺麗に見せている紫のタイツも、そのお人形っぽさを強調していた。

　全体的に化け粧しようっけというか、装そう飾しよく的な物が無いのだけど、唯ゆい一いつ、一ひと房ふさだけ長く伸のばして、リボンで縛しばっている髪の先に、印象的な髪かみ飾かざりがぶら下がっていた。石、なのだろうか。不思議な色の石をプラスチックのような物で囲い、それを房にぶら下げていた。割と大きいアクセサリーだけど、重そうな印象はない。

　あと、手に小さなカバンを持っていた。チェック模様の小さなカバン。ん？　あれカバンじゃないか。折りたたみ式のチェスセットかな？　なんでそんな物持ってるんだろう？

　女の子が一歩部屋の中に入る。部屋の外には大きなスーツケースが見えた。

「ええと……」

　秋津先生が女の子に近づきながら言う。

　女の子は突とつ然ぜん目め尻じりに涙なみだを浮かべた。

「え？」

　そして満面の笑えみになって叫さけぶ。

「I wanted to meet you会いたかった, Akiアキ!」

　そして女の子はいきなり秋津先生に抱だきついた。

　ええええええ!?

　私は驚おどろいて立ち上がる。

　金きん髪ぱつの女の子は「Aki! Aki!」と先生の名前を繰くり返し、その胸に顔を埋うずめて、喜びのあまり泣き出してしまうのを必死に我が慢まんしているようだった。

　が、その笑顔の対象である当の秋津先生は、

「え、え？　な？　なんなの？」

　と、彼女に触さわることも出来ず、両手を無意味に空中に漂ただよわせ、戸と惑まどっている。そして私を見て助けを求める。私はジトッとした目線で意識を送る。

（へー、可愛い女の子じゃないですか。先生はいろんな過去をお持ちなんですねー）

　私の視線の意味を理解したのかどうかはともかく、秋津先生はなおもしがみついてくる女の子の肩を優やさしくつかみ、とりあえずその情熱的な抱ほう擁ようから距きよ離りを取った。

　そして、ぎこちなく笑顔を作って聞く。

「ええと、どちら様かな？」

　女の子の小さな顔に浮うかんでいた笑みがたちまち消えた。眉まゆ根ねを寄せて口を少し尖とがらせる。微び妙みように不ふ機き嫌げんそうな顔。尖らせた口が小さく開いた。

「……覚えてないの？　私の事」

　それは、とても流りゆう暢ちような日本語だった。

　ぐっ、と先生が息を詰つまらせる。

「え、いやあの、そんなに人の名前を覚えるのは苦手では無い筈はずなんだけど……」

　女の子は一歩前に出る。ステップを踏ふむように先生が一歩引く。

「ほんっとーに、覚えてないの？」

　先生はじっと女の子を見る。見つめられて、女の子はニッコリ微笑ほほえんだ。私はなんかもやもやしている。この可愛い女の子が先生の知り合い？

　しばらくじっと彼女を見つめていた先生は言った。

「ごめん。思い出せない」

　女の子の笑みが凍こおり付く。そして、肩を落とし、大きくため息をついた。

「……まあ、そうかもしれないとは思っていたんだけど」

　そう言うと、突とつ然ぜん前まえ髪がみにいくつかついていた髪留めを外し、後ろ髪を両手でクルクルと巻き上げたかと思うと、その髪の束を器用にベレー帽の中に押し込んだ。アップにしたというよりは、ぱっと見、ショートカットに見える。

　次に、チェスセットを少しだけ開き、中から大きなメガネを取り出した。フレームもぶっとく、レンズも分厚い、お世辞にもオシャレとは言えない感じの奴やつ。そのメガネを、今している小さな物と取り替かえる。

「……これで、どう？」

　先生は更さらに戸惑う。

「？　なんのこと？　変装が趣しゆ味みなのかな？」

　女の子は更に大きなため息をついた。そして「しょうがない」と言って、左手を真上に上げた。拳こぶしは柔らかく握にぎった形で上を向いている。ん、なにそのポーズ？

　左手を真っ直すぐ天てん井じように伸ばした女の子は、目を閉じて、そして、呪文を紡いだ。

「《霞かすみの羽は衣ごろも▽種別パターン[image: ]全身：番号[image: ]１２３２》」

　すると、天に向けて柔らかく握った左手から、紫むらさき色いろの光の泡あわが噴ふき出し、女の子の首から下をすっぽり包み込んだ。

「《霞の羽衣◇発ウル動トウガ》！」

　泡の光が増し、そして一瞬で消える。

「わっ！」

　私は彼女の姿を見て驚く。光が消え去ったあと、そこにはミニワンピと紫タイツが影も形も無くなっていて、女の子は全然違う服装に変わっていた。

　ええと、なんというか、もっさりしていた。

　かぎ裂ざきのついたぶかぶかのデニムパンツに、毛玉のついたセーター。パンプスも黒のスニーカーに変わっていた。髪かみをまとめ、メガネで瞳ひとみの輝かがやきを隠かくしたその姿は、なんというか、華きや奢しやな男の子、という感じに見えた。

　すっかり姿を変えた女の子は、そのまま先生の襟えりにつかみかかり、これまでと全然違ちがう男の子っぽい口調で叫さけんだ。

「どうだ！　これでも覚えていないか《蒼マーレ》！　忘れたとは言わせないぞ！　このボクの事を！」

　すごい剣けん幕まくで詰め寄られた秋津先生は、突とつ然ぜん男の子の格好になり、口調も男の子っぽくなった相手を見て、そこでようやく目を見開き、叫んだ。

「もしかして、君、ベルノットなのか!?」

　ベルノットと呼ばれた相手は、先生の襟を両手でぐいぐい引っ張りながら、叫んだ。

「そうだよ！　ようやく気づいたか！　ボクだよ！　寮りようの同じ部屋で二年間も一いつ緒しよに暮らしていた、ベル＝ベルノットだ！」

　それを聞いて、一いつ瞬しゆん考えた後、私も、叫んだ。

「なんですってえーっ!?」

　ソファの隅すみっこで、笠木さんが眉み間けんを押さえ、ため息をついた。




■10分後　食堂




　私とベル（彼女がそう呼べと言った）の二人が秋津先生につかみかかるのを笠木さんが止めに入るという、なんというか、牧歌的な修しゆ羅ら場ばが終わった後、私たちは食堂に向かった。

　私はお弁当があったし、秋津先生は購こう買ばいのパンを買ってあったけど、ベルは昼食の用意が無く、朝からなにも食べていないというので、食堂に案内する事になったのだ。ちなみに笠木さんは、必要が無い限り通常の食事はしない。

　北凰学園は現在夏休みの真っ最中である。であるが、夏休み中でも部活動に参加している生徒は多数いるわけで、そういう彼らの為ために食堂は今日も開いている。もっとも、昼時とはいえ、いつものようにお腹なかを空かせた生徒で溢あふれているという訳では無く、食堂内はまばらに生徒がテーブルに散っていた。

　ベルはお腹が空いていたのか、トレイに載のせられるだけの料理を載せてテーブルについた。私はその横に座る。秋津先生は私の向かいの席。

「さて、どういう事なのか説明してもらえますよね？」

　私は１２０％スマイルを正面に座っている秋津先生に向ける。額に青筋が立っているかもしれないがそれは気のせいだ。二年間女の子と同どう棲せいしていただとう？　もちろんなにかの間ま違ちがいに決まっている。決まっていますとも！

　私の無言のプレッシャーに目だけ逸そらしながら秋津先生は、私の隣となりでむすっとしたまま昼食を食べ始めた女の子──髪や服装、そしてメガネは元の可愛かわいい格好に戻もどっている──を紹しよう介かいした。

「こちら、ベル＝ベルノット。生きつ粋すいの英国人で、生まれは──」

「そんな事はどうでもいいです」

　私が一刀両断すると先生は口元を小さく引きつらせる。

「論理魔ま術じゆつ師しさんなんですよね？」

「あ、ああ、そう。彼かれ──彼女は、《紫プルピユラ》の《血族クラン》の論理魔術師だ。そうだね、ベル？」

　ベルは眉まゆ根ねを寄せた不ふ機き嫌げんそうな顔のまま頷うなずいた。

「それで？　その論理魔術師の女の子が、どうして、秋津先生のルームメイトだったわけですか？」

「いや、それが僕にもなにがなにやら……」

　秋津先生は、今年の四月にこの北凰学園の教師になる前、二年間英国の大学に留学していた。そこは《蒼マーレ》が直ちよつ轄かつしている魔ま術じゆつ研究所を兼かねていて、お姉さんである北凰学園理事長に呼び戻されるまで、先生はそこで研究に没ぼつ頭とうしていたと聞いている。

　それともう一つ、その二年間は寄宿舎と大学を往復していただけの面おも白しろみの無い人生で、その寄宿舎ではルームメイトと暮らしていたとも聞いていた。聞いていたが──

　私が先生をジトッと睨にらみ、先生が答えに窮きゆうしていると、ベルが首を振ふって、口を開いた。

「──私は、ある事情があって、男と偽いつわって男子寮に部屋を借りていたの。この体格と顔だし、元々他人に干かん渉しようしない土と地ち柄がらだったから、誰だれも私の事を女だと気づかなかった。非常に好都合だった訳」

「なんで男と偽らないといけなかったの？」

「それは言えないの。ごめんね、ハルカ」

　ベルは私の事を、ハルカ、とちょっと微び妙みようなイントネーションで呼んだ。

「アキが日本からやってきた時、私の部屋以外は全部埋うまっていた。私は仕方がなくアキとの共同生活を始めたの。いつ女だってバレるか本当にヒヤヒヤしてたわ。バレたら男子寮にいられなくなっちゃうからね」

　コーンポタージュをスプーンでかき回しながら、ベルはその頃ころを思い出すように喋しやべった。いつのまにか、おだやかな表情になっていた。

「あの二年間は、とても楽しかった。アキは初めはとっつきの悪い奴やつだったけど、直じきに私の事をとても大切にしてくれるようになった。アキはあの国で、私の凍こおっていた心を解かしてくれた。…………それなのに!!」

　ダンッ！

　固く握にぎられた拳こぶしが食堂のテーブルを叩たたく。食器が音を立て、私と先生はビクッとなる。

「まさか、まさか、私の事を最後まで女だと気づいていなかったとは思わなかった……！」

　いつの間にかまた不機嫌顔に戻っている。

「私が女だって気づいていたけど、私の事情を察して、あえて気づかないフリをして振る舞まってくれていたものだとばかり……」

　ギロリとベルが秋津先生を睨む。先生は髪かみをいじりながら答える。

「全然、気づかなかっ、た。……ごめん」

　ベルはガクリと肩かたを落としうつむく。フォークで唐から揚あげを寂さびしそうにつついている。

　……ベルにすっごく同情してしまう。確かに、この朴ぼく念ねん仁じん人類代表候補の秋津先生であれば、二年間同じ部屋で過ごした相手の性別が男か女かは、興味の対象の外にあるかもしれない。しかし、女の子としてはそれはあまりにショックなのではなかろうか!?

　唐揚げを皿の上で転がしていたベルは、少しだけ顔を上げてつぶやいた。

「……ソースがついてない。これ」

「あ、ソースはここ」

　私が指差す。調味料セットは私の右手のテーブルにまとめて置いてあって、ベルの座っている位置からは少し離はなれた場所にあった。

「ベル、取ってあげよーか？」

「ううん、いい」

　ベルは断ると、ソースに向かって手を伸のばした。もちろん届かない。なにをしているのだろう？　と思っていたら、ベルは伸ばした手の先を、柔やわらかく握った。

　次の瞬しゆん間かん、秋津先生が立ち上がって叫さけんだ。

「播機さん！　そこのソースを取って！　今すぐ！」

「え？　は、はいっ！」

　意味が分からなかったけど、真しん剣けんな顔で叫んだ秋津先生に気け圧おされた私は、急いで立ち上がって、身を乗り出してソースをつかみ──

　そして、同時に、信じられない言葉を聞いた。この少ないながら一いつ般ぱん生徒がいる食堂のど真ん中で、ベルが呪文を紡いだのだ。

「《挙動制せい御ぎよ▽要素[image: ]瓶びん：設定属性[image: ]牽けん引いん：要素選せん択たく[image: ]直接指定◇即時発動》」

　私がつかんだソースのボトルが、紫色の光の泡に包まれる。と、その次の瞬間、ソースは信じられない速さでベルに引き寄せられていった。もちろん、そのボトルは私がつかんでいるので、私はボトルに引っ張られて体ごとグルンと回転した。反動で座っていた椅い子すは床ゆかに転がり、大きな音がした。

　椅子を失った私は、中ちゆう腰ごしで、ベルに向けてソースを差し出している。客観的にはそう見えるかもしれない。椅子が床に転がっている所に目をつぶれば、だけど。

[image: ]

　今、この子は魔術を使った。何人もの一般人に目もく撃げきされ得るこのシチュエーションで、ただソースを取りに行く手間を惜おしむ為ためだけに、魔術を使ったのだ！

　椅子が転がって大きな音を立てたので、食堂内が少しざわついた。私は、出来るだけ平静を装って、ベルに「はい、ソースだよ♪」と声を弾はずませて渡わたし、その後、初めて椅子が転がってる事に気づいたような顔をして、「ちょっと慌あわてちゃったかな。てへ♪」とか言いながら椅子を起こして座り直した。首筋ににじみ出た冷や汗あせは止められなかったけど。

　そして、グイッとベルの方に首を向け、小さな声で怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「なんでこんな所で魔術を使うのよ！　しかもソース取るだけの為に！　おかしいでしょ!?」

　ベルは私を不思議そうに見た。

「おかしいのはあなたでしょ、ハルカ。私は食事中にあなたの手を煩わずらわすまいと思ったから、取らなくていいって言ったのに」

　な、なんなのこの子!?　人前で魔術を使う事をなんとも思ってないわけ!?

　人類の歴史の陰かげで密ひそかに受け継つがれてきた論理魔術は、その力が悪意によって利用されないために、多大な労力を払はらって存在そのものを世界から消している。魔術の利用は厳しく制限されており、衆しゆう人じん環かん視しの中で魔術を使うなど、もっての外なのである。

「先生！　なんなのよこの子！」

　額に手をあててうつむいていた秋津先生は、ぐったりした顔を上げた。

「……さっきは助かったよ、播機さん。かなり不自然ではあったけど、まあ単に大急ぎでソースを渡したように見えなくもなかった。許容範はん囲いだ」

「いやそもそもですね──」

　私が抗こう議ぎしようとすると、先生はそれを手で制した。

「……僕らが暮らしていた英国の大学は《蒼マーレ》の直ちよつ轄かつで、学内は論理魔術の関係者のみで占しめられ、外部とは完全に隔かく離りされていた。それもあって、日常生活で魔術を使うのは当たり前の世界だったんだ」

　多少落ち着いたのか、コーヒーを一口すすって続ける。

「特にベルは、極きわめて早い年ねん齢れいから論理魔術を習得していた為に、生活の中で魔術を使う事になんの違い和わ感かんも覚えていないんだよ。ベル」

　ベルはアイスクリームに取りかかっていた。

「なに？」

「ここは英国じゃない。一般人に魔術の存在が知られる事は重罪だ。わかってるんだろ？」

「え？　あ、そっか。ごめんごめん。忘れてた」

　アイスを口にほおばってケラケラ笑うベル。その姿はとても可愛かわいらしいのだけど……。

　特になにが起きたわけでもなかった（私が超ちよう高こう速そくでソースを移動させただけ）ので、食堂はすぐに元の空気に戻もどっていた。先生が気を取り直して、アイスと格かく闘とうしているベルに尋たずねる。

「ベル、どうして日本に来たんだい？」

　彼女はスプーンを口に入れたまま答えた。

「ひゃふほふほははへれほらいひ」

「……食べ終わってからでいいよ」

　ごくん、と飲み込む。そして先生の目を見て言った。

「約束を、果たしてもらいに来たの」

「約束って？」

　吞のん気きに答える秋津先生を、ベルは眉まゆをつり上げてギロリと睨にらむ。

「きっと、覚えてないだろうと思っていた。でも、アキは約束を果たす義務がある。いや、義務ではないかもしれないけど、それでも約束は約束だから！」

「ごめん、どんな約束だっけ？」

「教えない！　自分で思い出してよ！　アキが思い出すまで、ボクは英国には帰らない！」

　その後、先生が何度か説得したけど、ベルは「アキが約束を思い出すまでは帰らない」の一点張りで、とうとう先生が根負けした。大きくため息をついて言う。

「とりあえず今日のところは送るよ。ホテルはどこ？」

「空港から直接来たけど？」

「いや、だから今日泊とまるホテルだよ」

　ベルはオレンジジュースの最後の一口を飲んでから言った。

「予約してない。アキの家に泊めて」

「な」

　今の「な」は、私の口から漏もれた声である。

　先生は頭をかいた。

「仕方ないなあ、いつまで？」

「な」

　どうして「仕方ないなあ」なのよ！

「アキが約束を思い出すまで」

「な」

「それって割と長期滞たい在ざいになるんじゃないかな……」

「別に構わない。あっちの大学は休学してきた」

「な」

「まあ、香音の部屋を使ってもらえばいいか。香音はソファで寝ねられるし」

「アキの部屋でもいいよ。寮りよう時代と変わらないもん」

「別にそれでもいいけ──」

　ようやく体の自由を取り戻した私がテーブルを両手で叩たたき、叫ぶ。

「ぜえったいっ、だめえええ！！！」




■午後１時過ぎ　自宅への帰り道




「……と、いうわけなんだけど、どう？」

『どうもこうも、もう決めちゃったんでしょう？　お姉ちゃん』

　ベルと一いつ緒しよに我が家へ帰る道すがら、私は携けい帯たいで妹の仄香との交こう渉しようを続けていた。

　秋津先生とベルの一時的な同どう棲せいに猛もう反はん対たいした私は、代だい替たい案あんとして、とりあえず夏休みの間は、ベルに私の家に住んでもらう事を提案した。二人とも特に反対意見が無く、珍めずらしく笠木さんが「私もそれが良いと思います、安芸様」と言ってくれたので、すんなり決まったのだ。

『先に相談してよね～』

「ごめん～」

　しかし、勢いによる提案だったので、私は本来真っ先に許可を取らなければならない妹の存在を失念していた。ううう、ごめんよう。

　世間一いつ般ぱんには引きこもりと認にん識しきされるであろう仄香だけど、あの子は他ほかの人（私を含ふくむ）と顔を合わせられないだけであって、自分の部屋に籠こもりきりという訳では無い。私が学校に行っている間にお風呂ふろに入っているし、自分でご飯を作って食べている。私の帰りが遅おそい時は作り置きにラップしといてくれる。洗せん濯たくや掃そう除じだって曜日交代でやっているのだ。たまに居間でゲームで遊んでたりもするみたい。

『そのベルさんがいる間、私が動きづらくなるって分かってるよね？』

「分かってるー。ごめんなさい～」

　そう、今回のケースは、仄香にとっては歓かん迎げいすべき事態とはとても言えない。私とベルのどちらかでも家にいれば、仄香は部屋から出られないからだ。それに、これまでは私が家にいる時でも、例えば私がお風呂入ってる間にそっと部屋の外に出ているらしき事があったけど、そういう事も出来なくなってしまう。

「ホントごめん！　夏休みの間だけだから～。外に出るときは必ず二人一緒に出るからさ！」

『うーん……。まあ、これで秋津安芸とベルって子がくっつけば、私としては歓迎すべき事態よね』

「え？　今なんて言ったの？」

『ううん、なんでもない。もう、しょうがないな、お姉ちゃんは♪　いいよ。夏休みの間だけ、その子の我が家への居い候そうろうを許可します！』

　なんか突とつ然ぜん嬉うれしそうだ。小声で何を言ったのかちょっと気になったけど、蒸むし返して仄香の機き嫌げんが悪くなると嫌いやなので忘れる事にする。

「ホント!?　ありがとー!!」

　話している間に家に到とう着ちやく。取り立てて変わったところもない三階建て半地下一階の一いつ軒けん家や。ここに私は仄香と二人で暮らしている。

　門を開けて、私はベルを家に招いた。

「さあどうぞ、夏休みの間の一ヶ月。新たな同居人を歓迎するわ」

　ベルは慣れない手つきでスーツケースを家の中に入れながら答えた。

「あ、ありがと」




■午後２時半　私の部屋




　客間を整えて、ベルの部屋を用意するのに多少の時間がかかった。

　不思議な事に、スーツケースを開けて服とかかければという申し出を彼女は断った。その必要は無いとの事だった。よくわからないけどそのままにした。

　一通りの荷物整理が済み、現在ベルは私の部屋で一休み中。私は一階の台所でカルピスを三つ作ってお盆ぼんに載のせ、階段をそろそろと上っている。

　二階の階段に近い方の部屋は仄香の部屋だ。扉とびらの側そばの床ゆかにコップを一つ置いて、ノックをしてから部屋の中に声をかける。

「仄香ー。カルピス作ったから置いとくよー」

『ありがとー』

　扉の向こうからくぐもった声が聞こえる。

　真ん中の部屋が私の部屋、一番奥が客間。今はベルの部屋だ。真ん中の扉を開く。

「冷たいジュース持ってきたよー」

「ありがと、ハルカ」

　彼女はそう言うと、お盆に向けて左ひだり腕うでを真っ直すぐ向け、拳こぶしを柔やわらかく握にぎって呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《挙動制せい御ぎよ▽要素[image: ]コップ：設定属性[image: ]牽けん引いん：要素選せん択たく[image: ]至近距きよ離り範はん囲い内：個数[image: ]１◇即時発動》」

　お盆に載ったカルピスが満たされている二つのコップの内、ベルに近い方がビュンッと姿を消したかと思うと、その次の瞬間にはベルの手の中に収まっていた。私は怒る。

「だからあ、魔術を使わないでってばー！」

　ベルはハッと気づき、眉根を寄せた。怒ったのかな？　と、思ったけど、ベルは素直に謝った。

「ごめん。勝手に口からでちゃうの。気をつける」

「家の中なら、まあ大だい丈じよう夫ぶかもだけど、外に出たときは気をつけてよね」

　先ほどの遣やり取りを思い出す。学校を出る時、秋津先生から、

「ベルが不用意に魔ま術じゆつを使わないように気をつけて欲しい。特に、一般人が見ている所では絶対に魔術を使わせないように」

　と、言われたのだ。しかし、ベルは歩くのや喋しやべるのと同じくらい、自然に魔術を使っているので、気をつけるのはちょっと無理があるような気がしている。

　私はコップを持ってベルの向かいの絨じゆう毯たんにちょこんと座ると、カルピスを一口飲んでから、さっきから感じていた疑問を口にする。

「ところでさ、さっきから気になってたんだけど、そのポーズはなんなの？」

「ポーズって？」

「呪文を紡ぐ時にさ、必ずこうやってるじゃない」

　私は彼女の真似まねをした。左腕を真っ直ぐに伸のばし、拳を柔らかく握る。

　ベルは急に顔を赤くし、それを隠かくす為ために手近にあったクッションを抱かかえて顔を埋うずめた。行動がいちいち可愛かわいらしい。クッションから目だけ出して彼女は言った。

「……絶対、笑わない？」

「内容による」

「……こういう時は『うん』って答えるものじゃない？」

「今のはちょっと秋津先生の真似をしてみたの。いいよ。笑わない。約束する」

　ベルはクッションをさらにぎゅっと抱だきしめた。

「……『イノセント・ベル』って、知ってる？」

「いのせんとべる？……ああ、知ってるよ。昔やってたアニメでしょ」

『魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル』は、私が小学１年生の頃ころにやっていたＴＶアニメだ。『イノセント・ベルになんでもおまかせ♪』が決めゼリフのおしゃまな女の子が、魔法のステッキを振ふり回して正義のヒロインに変身し、悪の組織をやっつける、お決まりの奴やつ。

　ベルは色素の薄うすい肌はだを真っ赤にして、目をそらしながらつぶやいた。

「あれ……なの」

「？　どういう事？」

「だから、『イノセント・ベル』なのよ」

「『イノセント・ベル』がどうしたのよ」

　しばらくもじもじしていたベルは、顔だけこちらに向けて叫さけんだ。

「だから、あの『イノセント・ベル』の真似なの！　私のポーズは！」

「はい!?」

　そこから、ベルは堰せきを切ったように詳しよう細さいを教えてくれた。

　要するに、こういう事だった。




　４歳の頃、まだ正式な魔術の修しゆ行ぎようが始まる前から、ベルは論理魔ま術じゆつ師しとしての能力が発現していて、かつ天性の才能を存分に発揮し、周りから神童と呼ばれていた。

　しかし、周りの大人がちやほやしても、ベルは自分が持っている能力の意味について疑問を抱いだいていた。なぜ、自分にこんな力が使えるのかと悩なやんでいたのだ。たった４歳で！

　そして、ベルは運命の邂かい逅こうを果たす。イギリスのＴＶで『魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル』の英語吹ふき替かえ版が流されたのだ。

　彼女はその放送を見て、まるで稲いな妻ずまに撃うたれたような衝しよう撃げきを受けた。これだ！　これが本当の私だ！　私は魔法少女なんだ！　だって私も「ベル」だし！　この世にはびこる悪を倒たおす為に、この力は私に与あたえられたんだ！

　以来、自らを魔法少女だと思い込んだベルは、イギリスでも売っていた『イノセント・ベルのマジカル変身ステッキ』なる玩具おもちやを親に買ってもらい、魔術を使う時は常にそのステッキを振り回していたのだ。

　いつもは神童と呼ばれ、すました顔をしていた女の子の、この愛くるしい振る舞まいは周りの人の好感を呼び、誰だれも止めなかった。ベルはますます自分が正義の魔法少女であるとの自信を深め、そのアニメにも出てくる白馬の王子様的キャラがいつか現れるのを待ちながら、魔術の勉強に励はげんだのだった。




「でもね、さすがに12歳になる頃に気づいたの。私は魔法少女なんかじゃないんだって」

「……八年間もステッキ振って魔術使ってたわけ？」

　落ち着いてきたベルの頰ほおがまたサアッと朱しゆに染まる。

「仕方ないでしょ!?　誰も何も言わなかったんだもの！」

　彼女の論理魔術師としての能力が非常に高い為、その「奇き行こう」を誰も止めようとしなかったらしい。ある意味、可哀かわい想そうとも言える。

「でも、今はもうステッキ持ってないわけでしょ？」

「ええ。でもね、子供の時につけてしまった癖くせが今でも直らない、というか、直せない。魔ま術じゆつ精度が下がるのよ。あのポーズじゃないと」

　なるほど。ようやく理解した。「あのポーズ」は、ホントは魔法のステッキを握にぎっているのか。エアステッキとでも言えばいいのかな。

　ベルはもう落ち着いていた。クッションを膝ひざに載のせ、無意識なのか、髪かみの房ふさにぶら下がっている紫むらさき色いろの石に手を添そえながら、別の事を話した。

「私は魔法少女なんかじゃなかった。だけど、白馬の王子様は現れた。同じ寮りようの同じ部屋にね」

　秋津先生の事だ。私は空になったグラスをお盆ぼんに置く。

「しかし、偉えらいよね。ベル。好きな男を追っかけて、異国の地までやってくるなんて」

「……でも、アキは私の事を女の子だとも思ってなかったわけだし」

　あ、へこんだ。

　クッションにぺたんと顔を埋めて、もごもごと喋しやべり続ける。

「そりゃ、スタイルだって大して良くないし、顔も可愛かわいくないし、同い年の女の子みたいにどんな時でもニコニコしてるとか絶対出来ないし、品のいい趣しゆ味みも持ってないし、女の子としての魅み力りよくなんかゼロだって分かってるけどさ……」

　ん、なんだなんだ。なにを言っているの？

「あの、ベル？　私は、ベルってすごく可愛い女の子だと思うけど？」

「そんなわけない。だって私は可愛くないもの」

　なにが「だって」なのかわからない。どうも自分のことを可愛くないと断定しているっぽい。コンプレックスって奴かな？

　ベルはクッションから少しだけ顔を上げて、私を見た。

「ハルカはいいよね。可愛い。スタイルもいいしさ」

「そ、そうかな」

「ねえ、ハルカ。あなたも、アキの事が好きなんでしょ？」

　どき。

「……わかる？」

「見てればわかるよ。いいなあ、こんな近くにいられて」

「近くにいたって、あの鈍どん感かん男はなにも気づかないけどね」

「まあ、そうか」

　ベルは目を細めて笑った。そしてジトッとした目になる。

「二年間同じ部屋で暮らしてもなにも無かったわけだしね！」

　あ、また不ふ機き嫌げんモードに入りそう。えーと、

「ねえ、イギリスにいた時の秋津先生の事を聞かせてよ。私なんにも知らないんだよね」

　すると、ベルは両手を腰こしにあてて、フフンと鼻を鳴らした。

「私はアキの事ならなんでも知ってるよ。アキの裸はだかだって見た事ある」

「は、裸!?」

「アキって、あれでなかなかいい体格をしててさ、二の腕うでの所なんか──」

　自じ慢まんするように喋っていたベルはそこで言葉を切る。私が目を見開いて急接近していたのに気づいたのだ。頰を引きつらせて身を逃にがそうとするが、私は彼女の腕をがっしりつかんだ。

「な、なに!?　フン、この程度で耳を塞ふさぐようじゃ──」

　塞ぐ？　誰が？　私はベルに詰つめ寄る。

「それで!?　二の腕がどうしたの!?　話の続きを！」

「……ヤマトナデシコは、こういう話をしたら、恥はじらいを見せるものなんじゃないの？」

「高度情報化社会の荒あら波なみを乗り越こえるべく、大和やまと撫子なでしこは変革を断行したのです！　待ってて！　今お菓か子し持ってくるから！」

「……まあ、いいけど」




■午後３時　まだ私の部屋




「それでね、アキが言うわけよ。『それは流行はやりのジョークかなにか？』」

「あっはっは！　秋津先生らしー！　わかってないよねえ！」

　先ほどから延々と秋津先生談義をしている。お互たがいあの男の子に対して思う所がありすぎて、話が盛り上がる盛り上がる。

　と、携けい帯たいが鳴る。仄香だ。私はベルを手で制しつつ、０・５秒で通話ボタンを押す。

「仄香？　どうかした？」

　電話の向こうで妹が一瞬逡巡するのを感じた。

『あ～もう、こんなの、私が言う必然性が無いんだけどな～』

「ん？　仄香、なに？」

『でもなあ、言わないと後でお姉ちゃん落ち込むだろうしなあ。それは私の本意では無いのよね』

「どうしたのよ」

『あのさ、二人で盛り上がってる所恐きよう縮しゆくだけど、お姉ちゃん、今日が何月何日か分かってる？』

「え？　８月８日でしょ？」

『神社のお祭りの初日だよ』

「……あーっ!!」

『初日の花火を秋津先生と一いつ緒しよに見るんだってはしゃいでたけど、準備出来てるわけ？』

　出来てない。っていうか、先生に言うの忘れてた!!　ただでさえこういうイベントを億おつ劫くうがって参加したがらない人だから、今日は半日使って説得しようと思ってたのに、ベルの騒そう動どうがあってすっかり頭から抜ぬけちゃってたのであった……。

『一応伝えたからね。じゃあね』

　ぷつん、と電話が切れる。私は糸の切れた操あやつり人形のようにがっくりと肩かたを落とし、両手を力なく床ゆかについた。

「？　どうしたの？　ハルカ」

　ベルがストローでカルピスをちゅうちゅう吸いながら聞く。私は泣きそうな顔で事の次し第だいを伝えた。ベルは「オマツリとはFestivalの事？」と「それはユカタを着るイベント？」の二つの質問をし、私が両方とも頷うなずくと、一いつ瞬しゆん考えた後立ち上がって、私を見下ろした。

「なるほど。理解した。つまり、私が来たせいで予定が狂くるってしまったのね。修正するわ。ハルカ、今からアキに電話かけて。出たら私に代わって。集合場所はどこがいい？」

「え？　えっと、じゃあ東とう南なん平だいら駅前で……」

　私は言われるままに秋津先生に電話をかける。

　三回目のコールで先生が出た。

『もしもし？　秋津だけど、播機さん？　どうかした──』

　握にぎっていた携帯をベルが奪うばい取り、耳に当てる。

「アキ？　ボクだよ。ベル。一時間後に東南平駅前に来る事。来ないと、去年君が醜しゆう態たいをさらした『コーンウォール嵐あらしの一週間事件』の詳しよう細さいをハルカに教える。以上」

　ベルは携帯を切って私を見た。

「これで来るよ」

「ホントに!?」

「準備をしよう。ユカタ、着るんでしょ？」

「え？　あ、うん！　急がなきゃ！」

　慌あわてて浴衣ゆかたに着き替がえる準備をはじめ──ようとして、ハタと気づく。

「えっと、ベル、どうする？　私の浴衣着る？」

「大だい丈じよう夫ぶ。持ってるから」

「持ってる？」

　ベルは「見てて」と言って、今度は左手を真上に上げて目をつぶり、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《霞の羽は衣ごろも▽番号[image: ]８２４：投エフエ影クト[image: ]Ⅰ◇即時発動》！」

　すると、ベルの周りに浮かんだ紫色の光の泡が、まるでリボンみたいにグルグルと帯状になり、それが彼女の全身をぎゅっと縛った。ワンピースとタイツがリボンにくるまれて姿を消し、ベルの肌のラインがリボン越しにあらわになる。そこで手をくいっとひねると、紫むらさきのリボンがぱっと輝かがやきながら四方に散って、後には矢や絣がすりの模様の入った浴衣を綺き麗れいに着こなしたベルが立っていた。

「すっごーい!!」

　というか、『魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル』の変身シーンそのまんまだった。

「まあ、こんなもんよ。私は待ってるから、早く準備を──ひっ」

　ちょっと自じ慢まんげにしていたベルは、目を開けた直後に思わず身をすくめた。そこには両手に櫛くしを構え、鼻息を荒あらくした私が立っていた。

「え？　ハルカ、なに？」

　私はモンスターのようなダミ声で答える。

「その髪かみ型がたのままお祭りに行くつもりか～」

　にじり寄る私。おびえながら後ずさるベル。私は叫さけぶ。

「なんの為ために浴衣を着てると思っているの!?」

「な、なんの為？」

　私はベルに飛びかかった。

「決まってるでしょ！　清せい楚そなうなじを見せる為よ！　さあその髪かみをアップにさせなさい～!!」

「いや～！」

　室内に乙女おとめのか細い悲鳴がこだました。隣となりの部屋から、呆あきれるようなため息が聞こえたような気がしなくもない。




■午後４時半　東南平駅前




「……ベル、喋しやべってないだろうな」

「もちろん」

　無表情に頷くベルを、車を学校に置いて走って駅まで来たらしい秋津先生は、ぜえぜえと息をしながら睨にらんでいた。

　先生はジーンズに厚めで無地の黒Ｔシャツ。スーツに白衣の状態を見慣れているので、こういう、普ふ通つうの年とし相そう応おうの男の子に見える格好は新しん鮮せんだ。Ｔシャツがちょっと大きめなのか、首元から鎖さ骨こつがちら見えする。

　ところで、よく考えたら「ベル」もファーストネーム、つまり名前だ。やっぱり女の子で名前で呼ばれないのは私だけ。ちょっとしょんぼり。

「ハルカ、どうかしたの？」

　ベルが覗のぞき込む。私は「なんでもない」と言ってパタパタと手を振ふり、先生の方を向いた。

「そんな事より先生！　どうですか？　私たち♪」

　両手を広げて浴衣を見せびらかす。

　私の浴衣はピンクに花はな柄がら。小さな巾きん着ちやくを片手に提さげている。ベルの上品そうな紫の矢絣と並ぶと、対照的な色合いで、結構いい感じ。ちなみにベルが持っているのは取っ手のついたチェスセット。「浴衣には巾着かバッグ」という私の主張に対し「なにがあろうとこれは手放さない」とベルが言い張ったのだ。

　隣を見ると、ベルが眉まゆ根ねを寄せて口を尖とがらせている。半日お喋りしてて分かったのだけど、この顔は不ふ機き嫌げんなのではなく、単に恥はずかしかったり、戸と惑まどっているだけなのだ。今も両手を前に垂らして浴衣を隠かくしている。

「ベル～、隠してたらもったいないってば！」

　彼女の両手を強ごう引いんに持ち上げる。

「ちょ、ちょっと、ハルカ！」

　駅前で女の子が二人、手を繫つないで浴衣を広げている訳だが、目の前の男の子は無反応だった。

「ほらほら先生、何か言う事があるでしょ？」

「言う事？　うーん……」

　こういう事が先生は極きわめて苦手だ。すでにかなり困った顔をしている。片手で髪をいじりながら私たちを交こう互ごに見て、なんとか思いついたという風に言った。

「えーと、浴衣ゆかた、だね。二人とも」

　両手を広げたまま、がっくりとうなだれる乙女二人。それ観察した結果を報告しただけじゃん！　「その浴衣可愛かわいいね」の一言がなぜ言えない！　この男の子は！

　私たちが黙だまっていると、秋津先生はなにかに気づいたようで、その指を上に向けた。

「あ、ベルは髪を上げたんだね」

　そう！　それよ！　ベルがちょっと頰ほおを染めて見上げると、先生は頷うなずいた。

「うん、こうして見ると、寮りようの時、男だって間ま違ちがえたのも無理無い──」




　スパーンッ！




　私の巾きん着ちやく袋ぶくろが秋津先生の顔に真横からスマッシュヒットする。弧こを描えがくように回転した私の腕うでに浴衣がふわりと浮うきながらついてきて、まるでその場に花が咲さいたよう。そのピンク色の花から、悪い虫が吹ふき飛んでいく。自じ業ごう自じ得とくである。

　私はノシノシと先生に向かって歩く。

「この男、許せん！」

　私のあまりの剣けん幕まくに、最初から諦あきらめ気味だったベルがちょっとだけ涙なみだ目めになりながらも、私の袖そでを引っ張って止めようとする。

「ハルカ、もういいから、分かってた事だし、気にしないで……」

「駄だ目めよベル！　こういう時はケジメが必要なんだから！」

　私は地面に転がった鈍どん感かん男の前に立ち、宣言する。

「判決を言い渡わたします。乙女おとめの心を傷つけた罪で有罪！」

　おびえた顔をする先生をビシッと指差す。

「罰ばつとして、今日のお祭りは私たち二人分を、全額、先生が奢おごる事！」




■午後５時　神社の鳥居の下




　神社は人で溢あふれていた。参道は両側に屋台がずらりと並び、その間にたくさんの人がいた。浴衣の人も、そうでない人もいた。カップルで綿わた飴あめを舐なめてたり、男の子三人でチョコバナナ食べてたりしている。三人家族が嬉うれしそうに話しながら私たちの前を通り過ぎた。

　お祭り特有の空気が流れてくる。私がわくわく感を強めていると、通り過ぎる人たちを観察していたベルが口を開いた。

「男性も浴衣を着るのね……。アキ、なんで君は浴衣を着てこなかったの？」

　秋津先生はジト目でベルを見返した。

「あのねえ、祭りに来るなんて事自体、僕はつい今さっき知ったんだよ？」

「そういえば、言ってなかったかも。よし」

　ベルはスッと手を伸のばして先生に拳こぶしを向けた。

「《霞かすみの羽は衣ごろも▽番号[image: ]８２４：追加属性[image: ]Ⅱ◇即時発動》」

「！」

　秋津先生の服の上に、紫色の光が灯ともり始める。先生は目を見開き、一瞬で鳥居のすぐ横にある茂みに、文字通り頭から飛び込んだ。

「先生！」

　しばらくして、茂みがガサゴソと動いて、体中に葉っぱや土をつけた先生が出てきた。私は「あ」と一言口にして、思わず見とれた。

　先生はＴシャツとジーンズの代わりに、濃こい青の浴衣を身にまとっていた。スニーカーは下げ駄たに変わっていた。もちろん素す足あし。黒の帯にはご丁てい寧ねいにウチワが挿ささっている。胸むな元もとや足あし下もとからチラチラ見える素す肌はだに、なんとも言えない男の色気を感じる。

「先生、とっても素す敵てきです！」

「いや素敵とかじゃなくて！」

[image: ]

　私の賞賛を打ち消すと、秋津先生はベルにツカツカと歩み寄り、小声で怒おこった。

「ベル！　魔ま術じゆつを使うなってば！　一いつ般ぱん人に気づかれたら困るだろ!?」

「あ、ごめん！」

　どうも、本当に悪気は無く、思わず口から呪じゆ文もんが出てしまうらしい。

「ままま、今はお祭りを楽しみましょうよう！」

　なおも説教を続けようとする先生の手を引っ張って、私たち三人は他ほかのお客に交じり、やがてお祭りの喧けん噪そうに同化していった。




　……この後、ベルにあれだけ振ふり回されるとは、この時は思ってもいなかった。




■お祭り中　その１　ひもくじ




　ひもくじというのは、１００円払はらって束になっている紐ひもを一本引くくじ引きの事。紐の先に商品が繫つながっていればそれがもらえる。繫がってなくて紐が束から抜ぬけたら残念賞で飴あめがもらえる。紐の束は途と中ちゆうから布で隠かくされていて、先がわからないようになっている。

　ゲームのルールを説明した後、私は紐が縛しばられている賞品を眺ながめた。

「あ、あのゲーム機、欲しいんだよねー」

　我が家は倹けん約やくをモットーとしている為ため、家電などの高額商品は姉妹二人の賛成が無いと買う事が出来ない。今のところこのゲーム機では、仄香が遊びたいゲームが発売されていないので、まだ許可が下りないのだ。

「どれ？」

　ベルが私の横でのぞき込む。

「ほら、あれ。あの大きな箱」

「どれどれ」

　ベルが箱を見ながらぶつぶつとつぶやく。するとゲーム機の箱を縛っている紐が紫むらさき色いろに光り、ぐいっと引っ張られる。が、繫がっている筈はずの紐の束の方はぴくりとも動かない。

「あの商品はこっちの紐の束とは繫がってないよ」

「え、そうなの？」

「この国ではこういうのは誇こ大だい広告とか詐さ欺ぎとか言わないの？」

「……お嬢じようちゃんたち、俺の商売にケチをつけるつもりかい？」

　気がつくとすぐ横に強面こわもてのお兄さんが立っていた。口は笑っているが目が笑っていない。

「失礼しました！」

　秋津先生が私たち二人の手を取って逃にげ、そして叫さけぶ。

「だからベル！　魔術を使うなってば！」

　ベルは男の子口調で抗こう議ぎした。

「ボクが悪いんじゃない！　口が勝手に動いちゃうんだよ！」




■お祭り中　その２　ヨーヨーすくい




　ヨーヨーすくいは、水を張ったビニールプールに浮うかんだ、ゴムが結んである水風船を、コヨリの先についた針金で釣つり上げるゲーム。コヨリが切れるまでは何度でも挑ちよう戦せん出来るけど、二個釣ったらおしまい。

　三人で挑戦して、私は一個取ったところでコヨリが切れてしまい、秋津先生は軽々と二個獲かく得とくしていた。こういうゲームは強いのだ。この男の子は。

　そして現在、慎しん重ちよう派はであるベルがまだ一つも取れずに孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた。しかし、次し第だいにイライラが募つのってきている。

「んもう、なんでこのミズフウセンっていうのは安定性が低いのよ！　水の上でクルクル回って引っかけられないじゃない！」

「いやあのねベル。これはそういう遊びだから──」

「もう我が慢まん出来ない！」

　ベルはプールに向かって叫ぶ。

「《速攻インス術式タント◆水よ凍こおれ》！」

「《速攻インス術式タント◆氷よ溶とけよ》！」

　ベルに一いつ瞬しゆん遅おくれて、秋津先生も叫んだ。ビニールプールに張られた水が、ベルの呪文によって一瞬で氷点下まで下がって凍り、その直後に秋津先生の呪文で元の温度に戻もどった。

「アキ、邪じや魔まするな！」

「しないでか！」

　笑え顔がおを振りまいていた屋台のおじさんが目の前で起きた事象に啞あ然ぜんとしている中、秋津先生はベルの浴衣ゆかたの襟えりをつかんで引きずった。

「なんでそうナチュラルに魔ま術じゆつを使うんだお前は！」

「やめろ～！　まだボクの戦いは終わってない～！」

「ああもう、僕の一個やるから！」

「え、私も先生の一個欲しいです！」

「播機さんはもう持ってるでしょ!?」

「そういう問題じゃありません！」

「は～な～せ～！　最後の勝負をさせて～！」




■お祭り中　その３～その６




「「はあ……」」

　私と先生はため息をついた。石段に三人で並んで座っている。『魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル』のお面を斜ななめにかぶったベルは、美味おいしそうに舌を出して、ふわふわの綿わた飴あめをちろちろ舐なめていた。

　ヨーヨーすくいの後も、《紫プルピユラ》の論理魔ま術じゆつ師し、ベル＝ベルノットの魔術は大活かつ躍やくした。

　射的屋さんではコルク銃じゆうの精度の故意による低さを暴あばき、型抜ぬき屋さんでは１ミクロンのズレも無い作品を作り上げた。お面屋さんでは一番上の列にあるお面がよく見えないと空中浮ふ遊ゆうを試み、そして私たちの目を盗ぬすんでもう一度ヨーヨーすくいにトライし、再度プールを氷海にしたのだった。

　ベルが魔術を使う、あるいは使いかける度たびに、私と先生はあらゆる手段を講じて、なんとかそれをごまかした。おかげで私たちは疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

「お祭りって、こんなに疲つかれるものでしたっけ……」

「さあ……」

「ハルカも食べる？　甘くて美味しいよ♪」

　無む邪じや気きに綿飴を差し出すこの可愛い女の子に怒いかりが湧わかないのは、この子には全く悪意が無いからだ。悪いのはこの子に一いつ般ぱん社会の常識を教えなかった大人たちなのだと思う。

　私は微笑ほほえんで立ち上がる。

「さ、そろそろ花火が始まるよ。よく見える場所があるから。行こう！」

「うん！」

　ベルが立ち上がって私の右手を握にぎった。

「さあ、先生、行きますよ～」

「はいはい」

　先生も立ち上がり、三人で歩き始める。先生と二人で花火を眺ながめるという予定とは違ちがうけれど、これはこれで楽しい。私は手をぶんぶん振ふって、ベルと笑いながら人混ごみを縫ぬって──

　──あれ？　ちょっと待て。なにかおかしい。

　ベルは右手で綿飴を持ち、それを幸せそうにパクパク食べている。綿飴を持っていない方の左手は、私の手を握っている。と、いうことは……。

「……ベル？」

「なあに？　ハルカ。ワタアメ食べる？」

「いやそれはいいから。チェスのセットは？」

　ベルの幸せそうな顔がそのまま固まる。手から食べかけの綿飴がポロリと地面に落ちた。そして、ゆっくりと首を回転させ、先ほどまで座っていた階段を見る。

　そこに、チェック模様のケースがあった。

　と、同時に、男の人がケースに手を伸のばした。サングラスをかけ帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶっている。

　ベルが叫さけんだ。

「ちょっと！　それボクの！」

　この言い方はちょっと失礼だと、その時私は思った。相手は親切心で落とし物を拾っただけだったのかもしれないんだから。

　しかし、その男の人はベルの声にビクッと反応したかと思うと、ケースを抱かかえたまま全速力で逃にげ出したのだった！

「置き引きだ！」

　誰だれかが叫んだ。私と先生は瞬しゆん時じに男を追いかけ──

「このおっ！　《火球▽段階レヴエル[image: ]──》」

「うわああ！」

　──る前に、呪文を紡ぎ始めたベルの口を慌てて塞いだ。

「もがががががが」

　二人がかりで口を閉じさせられたベルが暴れる。

「そんな大技使ったらいくらなんでも隠しきれないだろうが！」

　先生が怒鳴りながら手を離す。ベルはぜえぜえ息を吐はいた後、秋津先生を睨にらむ。

「じゃあどうするんだよ！　あれにはセキュリティシステムが搭とう載さいされてるんだ。ボクの半径50メートルより外に３分間以上離はなれると爆ばく発はつするんだぞ！」

　なによそれ！

「なんでそんな危険な機能がついてるの!?」

「《鴉ノツクス》への情報漏ろう洩えいを防ぐ為ためだ！　あれはボクの《人形ドール》なんだよ！」

「あああ、もう！　そんな大事な物を、なんで地面に置きっぱなしにするのよ！」

　私が怒ると、ベルは下を向いてつぶやく。

「……だって」

「だって、なによ！」

　ベルは、両手をぎゅっと握り、目め尻じりに涙なみだを浮うかべて叫んだ。

「だって、だって、楽しかったんだもん！」

　その顔は、これまで見たことなかった表情だった。

　私は気づいた。そんな素そ振ぶりは欠片かけらも見せなかったけど、彼女だってたった一人で日本にやってきて、ずっと不安だったのだ。更さらに言えば、唯ゆい一いつ頼たよった男の子は、自分の性別すら勘かん違ちがいしてた訳だし。

　そりゃ、つらかったよね。

「ベル……」

「播機さん、時間が無い」

　おとと、感傷的になってしまった。そうだ。問題を解決しなきゃ。

「すぐにでもチェスセットを回収しないと、犯人が爆発に巻き込まれる」

「別にそんな犯人怪け我がしてもいいんじゃないですか？」

「そうかもしれないけど、その近くに通行人がいたらその人達も怪我をするかも」

　ベルが涙をぬぐって会話に参加した。

「それに、あのチェスセットは無傷で回収しなきゃダメ！」

　うーん、そうか。考えろ、考えろ。なにか方法があるはず。周りに魔ま術じゆつの事を気づかせずに、あのチェスセットを回収する方法が……。

「……先生、この辺一体を霧きりで包む事は出来ますか？」

　秋津先生は少し考えた後答えた。

「湿しめった空気の温度が急に下がれば霧が起きる。局地的になら発生させられると思う」

「じゃあベル、チェスセットを引き寄せる事は出来る？」

「え？　ああ、帰巣本能を増ぞう幅ふくすれば出来ると思うけど……」

　いける！　先生も理解したようだ。

「先生！」

「ＯＫ」

　先生は両手を目立たないように下に伸ばし、小さな声で呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《環かん境きよう制せい御ぎよ▽設定属性[image: ]気温：段階レヴエル[image: ]Ⅲ：効果[image: ]γⅣ》」

　両手の先に青い光の泡あわが沸わき上がる。目を閉じて、宣言する。

「《環境制御◇発ウル動トウガ》！」

　先生の手から噴き出すように霧が発生していく。と言っても、そう見えるだけで、実際には先生を中心に空気の温度が一気に下がったので、空気に含まれる水分が霧になっていくのだ。

　すぐに、辺り一面が霧に覆われ、視界が真っ白になった。すぐ近くにいる先生の姿がかろうじて見えるくらい。客がざわめいている。カップルとかが「綺き麗れい……」とか言ってるのも聞こえた。みんなごめん！　自然が作った突とつ発ぱつイベントとでも思って下さい！

「ベル！　今よ！　チェスセットを引き寄せて！」

「！」

　ベルもようやく分かったらしい。そう。この霧の中であれば、チェスセットが空中を飛んできても、周りには見えないだろうというのが私の作戦なのだ。

　ベルは男が走り去った方向に真っ直すぐ腕うでを伸のばし、拳こぶしを柔やわらかく握にぎると、リズムを刻むように呪文を紡いだ。

「《概がい念ねん変へん換かん▽対象属性[image: ]帰巣能力：効果[image: ]増幅：段階レヴエル[image: ]Ⅳ：検けん索さく対象[image: ]〝チェスセット〟◇即時発動》！」

　霧の中で、小さく、紫色の光がまたたいたような気がした。次の瞬間、その光は弧を描いてこちらに向かって飛んできた。




　ドスンッ




　ベルの目の前に大きな塊が落下した。それは、さっき見た置き引き犯だった。紫色に光り輝くチェスのケースを両手で握っている。自分が盗ぬすんだ獲え物ものを、最後まで離さなかったのだ。地面に落ちたショックか、今は気絶してるけど。

　秋津先生は気絶している男からチェスセットを抜ぬき取り、ベルに手て渡わたした。

「もう落とすなよ」

　ベルが恥はずかしげに受け取る。

「うん……。ありがとう、アキ、ハルカ」

　先生は頷うなずくと、小さくつぶやいた。

「《解デ・除テイル》」

　たちまち霧が晴れていく。あとには白目をむいた置き引き犯が伸びているだけ。

「この人、どうしましょう？」

「ほうっておけば？　結果として実害は無い訳だし」

　秋津先生がしれっと言う。こういうところがこの男の子らしい。

「そうですね。めでたしめでたし！　さあ、花火を見に行きましょう！」

　めでたしめでたし……と、思っていた。




■お祭り中　10分後　ベンチ




『……大変申し訳ありませんが、諸しよ般はんの都合により花火は中止となりました……』

　なかなか最初の一発が上がらなくて私がやきもきしていると、スピーカーから流れた無情なアナウンスが境けい内だいに響ひびいた。

「え～!?　なんで～!?」

　私はベンチから立ち上がり、スピーカーに向かって怒ど鳴なる。他ほかのお客もざわざわしていた。

　その時、先生がハッとした顔をして、頭をかいた。

「あ、しまった」

「どうかしました？　先生」

「多分、さっきの霧で、花火の発射装置が結けつ露ろしたんだ」

「結露？　それくらいで中止になりますか？」

「壊こわれたりはしてないと思うけど、万が一の事故に備えて、装置点検をしないと作業を続行出来ないんだと思うよ」

「そんなあ、楽しみにしてたのにい」

　私はへなへなと座り込んだ。へこむ。

「でもまあ、霧を作ろうって言ったのは私だしなあ。しょうがないかあ」

　なんとか自分で自分を納なつ得とくさせようとしていると、ベルが、チョコン、と、ベンチから立ち上がった。ん、どうしたの？

　ベルは両手でチェスセットを大事そうに持ち上げ、その格好で言った。

「ハルカ、あなたとは、貸し借り無しで行きましょう。ああ、そうね。ついでに、これから一ヶ月分の家賃も込みって事にするわね」

　彼女はチェック模様のケースを開いた。中は布が張られていて、計三十二個のチェスの駒こまが綺き麗れいに並んでいた。ベルはその駒たちに、息を吹ふきかけるように囁ささやく。

「《形態制せい御ぎよ：：遠隔マリオ操作ネツト形態モード◇起動コール》！　行きなさい、お前たち！」

　その途端、チェスのケースが紫色に光り出した。

　ぴょこり、と、寝転んでいたポーンが起き上がった。それに続いて、パタパタパタパタと駒が立ち上がり、最初のポーンを先頭に空に放物線を描いて飛んでいく。

「わっ！」

　私が驚おどろいている間に、三十二個の駒は空高くに飛び散った。

　ベルは、駒が十分に高く昇のぼった事を確かめると、両手を上げ、まるで透とう明めいなタクトを振ふっているかのように、腕うでを動かした。
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「わあ……！」

　私は思わず声を漏もらした。

　三十二個の点が様々な色で光り始めた。赤、青、黄、緑……。光は点だったり線だったりして、夜空に綺麗な幾何きか学がく模様を浮うかび上がらせる。

　それだけでも十分綺麗なのに、更さらにそれらはベルの指揮に応じて形や色、光の強さを次々と変え、その総体は万まん華げ鏡きようのようにクルクルとその表情を切り替かえた。

「綺麗……！　すごい！　すごいよ！　ベル！」

　私が彼女の両りよう肩かたを持って叫さけぶと、ベルはフフンと鼻を鳴らした。

「まあ、そりゃそうね」

　そして、少し照れくさそうに、私にウィンクした。

「『イノセント・ベルになんでもおまかせ♪』よ！」

　その後もベルのショーは続いた。もちろん、観客は私たちだけではない。お祭りに来ていたみんなが、頭上で展開する光のサーカスに見入っていた。花火の代わりとしても、十分お釣つりが来る素す晴ばらしさだった。

　私は、ベルの《人形ドール》たちが織りなす光景に見とれながら、先生に聞いた。

「そういえば先生、ベルとの『約束』、思い出しました？」

　先生は片手で髪かみの毛をいじる。

「それが、さっきから考えてるんだけど、さっぱりで……」

「先生の名めい誉よに懸かけて、必ず思い出して下さいね」

「名誉に懸けて、ですか……」

「当然です」

　私は浴衣ゆかた姿が割と似合う男の子に、１２０％スマイルで教えてあげた。

「女の子との約束は、世界で三番目に重要な案件なのですよ」

「……それは大おお事ごとだね」

「頑がん張ばって下さいね。先生♪」

「はあ……」

　夏休みはまだまだこれから。ベルという戦友というか友達も増えたし、ガンガン遊ぶぞう！

　そう決意を新たにしながら、私は、先生の袖そでの端はじっこを、気づかれないようにそっとつかみ、光が織りなす夜空のダンスを見続けていたのだった。
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「Hello!　ハルカ、元気？」

『ベル！　電話してくるなんて珍めずらしいね！』

「いつもはメールかチャットだもんね」

『どうしたの、突とつ然ぜん』

「ちょっと聞きたい事があって。今、いい？」

『別に構わないけど……』

「ハルカ、今、どこにいるの？」

『え!?……外、だけど』

「外？　日本の外じゃないよね？　家の外って意味？」

『家の外だよ！　あの、東とう都との、駅前』

「ああ、あそこか。ハルカの家に居い候そうろうしてた時、良く行ったよね。お買い物？」

『そ、そうなの！　秋物の服を買おうと思ってさー』

「いいねー！　一人なの？」

『えっ!?　いや、あの、なんていうか。ええと、あのね？』

「ふふふっ」

『な、なに？』

「分かってるわよ。アキとショッピングなんでしょ？」

『なんで知ってるの!?』

「『イノセント・ベルは、どんな事でもお見通し』よ♪」

『ご、ごめん、いやあのね？』

「良かったじゃない」

『え？』

「楽しんでらっしゃい」

『ベル……。ありが──』

「……なんて、この私が言うと思う？」

『ベ、ベル？』

「ハルカ！　抜ぬけ駆がけは万ばん死しに値あたいするのよ！」

『うわあ、やっぱり！』

「今すぐそっちに行くから、覚かく悟ごして待っていなさい！」

『えっ!?　今から!?　だって、ベル、今確かイギリス──』

「私を誰だれだと思っているの？　魔法マジカル少女ガールイノセント・ベルは、たとえ地球の裏側にいたって、あらゆる手段を利用して悪の一味を懲こらしめに行くのよ！」

『誰が悪の一味よ！　いや、そうじゃなくて！　「あらゆる手段」って、ベル？　まさかこんな事で、論理魔ま術じゆつを使ったりしないよね!?』

「『こんな事』なんかじゃない。一大事よっ！　じゃあ切るね！」

『ちょっと！　ベル！　待って』




　プツッ
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■８月27日　播機家玄げん関かん




「じゃあ、もう行くね。バイバイ、ハルカ」

　大きなスーツケースを抱かかえた彼女は、最後にそう言って去って行った。寂さびしくなるから駅までは見送りしなくていいと言われ、玄げん関かんでの別れとなった。

　扉とびらが閉まったあと、のろのろと階段を上り、私の部屋の扉を開けた。

　もちろん、誰もいない。たった三週間の事だったけど、一いつ緒しよに過ごした同居人がいないというだけで、部屋がとても広く感じた。

　机の上には、レンタルショップで借りてきたＤＶＤがぽつんと置かれていた。返へん却きやくしにいかなきゃ。これを繰くり返して見ていた女の子は、今さっき出て行ってしまったのだから。

　顔を上げると、壁かべにかけたカレンダーが視界に入った。近づいて日付を確かく認にんする。

　来週には二学期が始まる。夏休みはまだほんの少し残っている。けれど、私にとっては、今日が今年の夏の終わりなのかなと、なんとなく思った。

　カレンダーに指をあて、日付を順番になぞる。昨日、一昨日……そして４日前の８月23日。

　彼女との最後の物語は、そこから始まった。




■８月23日　遙の自室




『ベル……元気で』

『お願い！　もうやめて！　あなたがこれ以上傷つく必要なんてないのよ！』

『離はなしてくれ、ベル！　これは僕の戦いなんだ！』

『嫌いやよ！　どうしてもって言うなら、私も一緒に行く！』

『ベル……！　どうして君は僕なんかの為ために……？』

『だって、だって、私、あなたが……』




「だって、だって、私、あなたが……」

「ベル、また声出てる」

　私が机から振ふり返ってさっきと同じ事を言うと、ベルはハッとした顔をして、両手で握にぎりしめていたクッションに小さな顔を半分埋うずめた。それでも、視線はＴＶから動かない。私はため息をついて体を伸のばし、目をキラキラさせてＴＶを見ている同居人を眺ながめた。
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　午後３時、私は自分の部屋で夏休みの宿題をこなしていた。八月も半ばを過ぎているので、そろそろ計画的に終わらせていかなければならない。

　私は記き憶おく力が極きわめて良いという特技を持っているのだけれど、それと学力は必ずしも一いつ致ちしていないし、宿題を解く速度が速いわけでもない。特に数学が苦手。そんなわけで現在取り組んでいる数学の課題はなかなかの難物だった。そんな私のテンションの低さも知らず、ベルはクッションをぎゅっと握りながらＴＶアニメに釘くぎ付づけになっている。

　八月の頭にちょっとした経緯いきさつがあって、ベル＝ベルノットは我が家に一ヶ月間居い候そうろうする事になった。両親が残したこの一いつ軒けん家やには、今は私と仄香の二人で住んでいるので、部屋にはいくらでも余よ裕ゆうがあったのだ。

　ベルは《紫プルピユラ》の論理魔ま術じゆつ師しであり、秋津先生のイギリス留学時代の同居人、だったそうだ。なぜ秋津先生の部屋の同居人がこんな可愛かわいい女の子だったのかというのは話せば長くなるのだけど、簡単に言えば秋津先生は彼女を女の子だと気づかなかったのだ。二年間も！

　当時は、事情があって男の子の格好をして男子寮りように住んでいたベルも、今は金色に輝かがやく髪かみを綺き麗れいに伸ばし、可愛いワンピースを着こなしている。誰だれも男の子とは間ま違ちがえないだろう。

　そのベルが今熱心に見ているのは、昨日レンタルショップで借りてきたアニメのＤＶＤ。タイトルは『魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル劇場版～夢喰くいエルザと不思議の森～』。私が小学生の頃ころに流行はやったＴＶアニメ『魔法マジカル少女ガールイノセント・ベル』の映画館で上映したもの。

　ベル＝ベルノットとイノセント・ベルの名前が同じなのは偶ぐう然ぜんだけど、現実のベルは幼少期に初めてこのアニメを見た時、運命を感じたのだそうだ。そして自分自身を魔法少女と思い込み、世界に正義をもたらすべくあれこれやって、周りの人に迷めい惑わくをかけた恥はずかしい過去があるらしい。詳くわしく教えてはくれないけど。

　時は流れ、うら若き乙女おとめとなったベルは、もう自分をアニメのベルと重ねたりはしないけど、それでもこのＴＶアニメシリーズが大好きなのは変わらないらしい。昨日食料調達の帰りにたまたま立ち寄ったレンタルショップでこのＤＶＤを発見し、大喜びで借りて帰ったのだ。

「……にしても、何回見てんのよ」

「え？　五回くらい？」

　ベルの話では、この劇場版だけイギリスで商品化されていないんだとか。昨日も何度も見返していて、今日も私より早く起きて頭から見直していた。セリフもほとんど覚えちゃったみたい。この情熱には恐おそれ入る。

　いい加減数式と格かく闘とうするのに飽あきた私は、椅い子すから立ち上がって、ベルの隣となりに座り、一緒にアニメを見る事にした。昨日も一緒に見たので、私は二回目の鑑かん賞しようになる。

　物語はシリアスなシーンが終わって、場面が温泉に移っていた。露ろ天てん風呂ぶろの入浴シーンだ。ベルや仲間の女の子たち数名がバスタオルにくるまってお湯につかっている。一人元気な女の子がバタ足で泳ぎまわっていた。

　昨日ベルと一いつ緒しよに見てた時も思ったのだけど、この唐とう突とつに始まる一連の温泉の場面が、お話の中でどういう意味があるのかよくわからない。視し聴ちよう者サービスなのかな？　小さな女の子向けのアニメなのに？　ふっしぎー。

　私がこのアニメを作った人たちの意図を推理しながら見ていると、ベルがＴＶを指差しながら話しかけてきた。

「ねえハルカ。このバスルームにはどうして壁かべが無いの？」

「どうしてって、言われても。露天風呂だからでしょ？」

「ロテンブロ？　Whatなにそれ?」

「ん？　あ、そっか。海外には温泉に浸つかる風習が無いんだっけ。これはね、地熱で熱を持った地下水を溜ためた自然のお風呂ふろなの。露天風呂は、そのお風呂を部屋の外に作った物」

「え？　どうしてバスルームを外に作るの？」

「温泉がレジャーの一種だからかな？　熱いお湯に浸かりながら、外の景け色しきを眺めて楽しむわけ。冬だと、周りが一面雪景色だったりするんだよ」

「Fanスtasテticキ!　素す晴ばらしいわ！　日本の美！　ワビサビの世界ね！」

「いや、わびさびかどうかはちょっとわからないけど……」

　ベルは私の言葉を聞かずに、ＴＶの中で女の子達が湯けむりの中はしゃいでいるシーンをうっとりと見つめていた。そしてつぶやく。

「温泉、行ってみたいな……」

「そうねえ、夏の温泉もいいかもねえ」

　私はＴＶを見つつ適当に相づちを打った。

　その時、机の端はしに置いてあった携けい帯たいから着メロが流れる。

「ん？　理事長先生だ。なんだろ」

　着メロで誰かわかるのだ。左手で携帯を取り、通話ボタンを押しながら耳にあてる。

「もしもし──」

『話は聞かせてもらった！　播機、私に任せておけ！』

「……」

　思わず携帯を持ったまま絶句してしまう。このパターンはみんなで海辺の別べつ荘そうに行った時に続いて二度目だ。いや、問題はそこじゃない。

「あの、理事長先生？　『聞かせてもらった』って、なにを？」

『温泉だろう？　夏の温泉！　都会の喧けん噪そうを離はなれ、川のせせらぎや草木の声を聞きながら、夏の暑さでかいた汗あせを露天風呂で綺麗さっぱり流す！　なかなか日本情じよう緒ちよというものが分かっているじゃないか、播機！』

「あの、確か理事長先生は海外育ちですよね。いやそこも問題じゃなくて」

『安心しろ。さすがに秋津の家が温泉付きの別荘まで持っている訳では無いが、懇こん意いにしている旅館があってな、さっき電話を入れたら二つ返事で予約を受けてくれた』

「もう予約してあるんですか!?　いやだからですね理事長先生。なんで私たちが温泉の話してるの知ってるんですか？」

『なんだそんな事か。今、仄香とチャットしててな。お前とベルの会話を実じつ況きようして貰ったんだ』

「さようですか……」

　妹の仄香は私よりも早くに《紅オストラム》の論理魔ま術じゆつ師しとして覚かく醒せいしていて、かつ、コンピューターを操作するのがとても上手うまいらしい。なにがどう上手いのか私にはわからないのだけど。

　仄香は世間一いつ般ぱんに言う引きこもりで、この家から外に出る事が出来ないのだけど、その能力を買われて、北凰学園で理事長先生主導の下もとで行われている研究に自宅から参加している。そして、何故なぜかしらないけどこの二人はやたら仲が良いみたいなのだ。

「仄香～。聞こえてても聞こえないフリするのがマナーでしょ～？」

　私が隣の部屋に向かってジトッとした声を投げると、壁がコンコンと叩たたかれて返事が来た。

『温泉行きたいんでしょ？　仲ちゆう介かいしてあげたんだからむしろ感謝すべきじゃない？』

「むむう……ありがとうございます。仄香サマ」

『よろしい。私の分まで楽しんで来てね』

　ちょっと心が苦しくなる。仄香は行きたくても行けないのだ。

「……おみやげ、買ってくるからね」

『楽しみにしてるよ♪』




■８月24日　秋津研究室




「という訳だ、安芸、車を出せ」

「なにが『という訳』なのかさっぱりわからないんですが」

　秋津先生は、手札から目を逸そらさずに命令した理事長先生に、呆あきれながら答えた。

　私は、魔ま術じゆつの練習の為ために夏休み中も週三ペースで秋津先生の研究室に来ている。今日もその日。いつもと違ちがうのはベルが一緒に来ているのと、理事長先生もいるという事だ。何故か？　温泉旅行に秋津先生を巻き込む為である。

　職員会議が長引いて秋津先生がなかなか姿を現さないので、私たちは「ホールケーキを切り分けて、他ほかの人より多くのトッピングを手に入れる」という遊んでるだけでお腹なかが減ってくる（そしてケーキが食べたくなる）ようなカードゲームを遊んでいた。もちろん笠木さんにも参加してもらっている。

　ゲームが終わって得点集計中に戻もどってきた秋津先生への第一声が理事長先生のさっきのアレだったのだ。三回得点計算しなおして、それでも負けが確定した理事長先生は、悔くやしそうにソファに体を埋うずめながら、ようやく秋津先生の方を見た。

「暑さでボケているのか？　だから温泉に行くんだよ。明日。そしてお前は車を出すんだ」

　まるで確定事じ項こうであるかのように自身の予定を淡たん々たんと説明された秋津先生は、数秒固まったあと、深くため息をついた。そして聞く。

「……メンバーは？」

「決まっているだろ。私、播機、ベル、香音、そしてお前だ」

「僕の車は四人乗りです」

「レンタカーを借りればいい」

　瞬しゆん時じの切り返しに先生はたじろぎ、それでも抵てい抗こうする姿勢を見せる。

「いや、運転の問題じゃない。そうじゃなくて、僕がついていく理由が分かりません。電車で行けばいい。みんなで温泉を楽しんで来て下さい。僕はここで研究をします。研究だけじゃない。もうすぐ二学期が始まるんです。授業の準備だってやらなきゃいけないし──」

「アキ♪」

　ソファからベルが立ち上がり、にっこり微笑ほほえむ。

「？　ベル、なに？」

「ボクとの『約束』、思い出してくれた？」

　ベルは二年もの間、自分の性別を偽いつわって、同性として秋津先生と友達関係を構築していた。それもあって、ベルは秋津先生と話す時だけ、男の子っぽい喋しやべり方になる。

　ベルの表面上は無む垢くな笑え顔がおに対し、秋津先生は顔を引きつらせた。

「あー、いや、あの、ええと」

　明らかに形勢が不利になる秋津先生。「約束」というのは、イギリス留学時代に秋津先生とベルがした大切なものなのだそうで、ベルはそれを履り行こうしてもらう為に日本に来ているのだ。

　ベルは前ぜん傾けい姿勢になり、上うわ目め遣づかいで秋津先生を攻せめる。

「思い出してくれた？」

「……ごめん、まだ」

　秋津先生はソファに背中をべったり張り付け、視線を逸らしながら答えた。

「なんとなく、そういえば、約束みたいな事をしたような……、というくらいの所までは思い出したんだけど……」

「あああ、ショックだなあ。アキがこんな薄はく情じような男だとは思わなかったなあ」

　芝しば居いがかった声で、ベルは両手を広げて天てん井じようを仰あおいだ。

「あ、いやホントごめん、ベル」

「……温泉、一いつ緒しよに行ってくれるよね？」

「！……」

『弱みを握にぎられた男はいくらでもつけこむ隙すきがある』これはケーキのゲームを始める前に理事長先生が私たちに教えてくれた「いい女になるための法則」の一つだった。理事長先生が志向する「いい女」には若じやつ干かんの精神的偏かたよりがあるように思えてならないのだけど、今回は効果ありのようだ。

　秋津先生は数秒硬こう直ちよくした後、がっくりと肩かたを落として、しぶしぶ答えた。

「わかった。一緒に行くよ。いや、行かせて下さい……」

「「「やりいっ♪」」」

　理事長先生、ベル、そして私の声がハモる。

　ソファの隅すみで、笠木さんがため息をついた。




■８月25日　午前９時　某県　詩し境きよう旅館玄関




「まあまあ、よくいらっしゃいました。女将おかみの杉すぎ山やまと申します」

　予定よりずいぶん早く旅館に到とう着ちやくした私たちを、和服の美人さんが出で迎むかえてくれた。丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎされたので、私は慌あわてて頭を下げた。

「おい播機、そこはお辞儀を返すところじゃない」

[image: ]

　え、そうなの？　顔を上げると女将さんは口に手をあてて上品に笑った。

「こんなお若い方がうちに泊とまりにいらっしゃるのは珍めずらしいですわ。絵里子と一緒に高校で遊んでた頃ころの事を思い出すわあ」

「杉山、昔の話はよせ」

　楽しそうに話す女将さんを理事長先生が睨にらんだ。私は驚おどろく。

「え!?　理事長先生、女子高生だった事があるんですか!?」

「……その質問は不ふ遜そんに過ぎるぞ、播機。当たり前だろう？　人には誰だれでも花の18歳だった時代があるのだ」

「そっか。それもそうですね。でも想像出来ません」

「お前な……」

　女将さんは私たちのやりとりを見て、昔を思い出すように目を細める。

「絵里子はね、女子高生の頃は深窓の令れい嬢じようを絵に描かいたような子だったのよ。ハーフの帰国子女でもあった訳だしね。清せい楚そで繊せん細さいな雰ふん囲い気きをいつも醸かもしてて、同年代の女の子たち皆みなの憧あこがれの的だったんだから」

　深窓？　令嬢？　清楚？　繊細？

「……播機、また失礼な事を考えているだろう」

「歳月が人を変えるのか、それとも人が変わるのかを考えていました」

「お前とは一度じっくりと話さなければならないようだ」

「まあまあ。皆みな様さま、詩境旅館にようこそいらっしゃいました。温泉以外になにも無い所ですが、楽しんで行って下さいね」

「いえ、温泉に入りに来たので！」

　私の返事に女将さんはまた笑った。

「うちの湯はダイエットにも効果があると言われてるんです」

「「ホントですか！」」

　これは私とベルのハモり。理事長先生はため息をつきつつも楽しそうな目をしていた。笠木さんはいつも通りの無表情。全員の荷物を持たされた秋津先生は疲つかれた顔をしているように見えるけど、多分気のせい。男の子だし。

　女将さんはそんな私たちを見て笑って言った。

「さあさ、お疲れでしょう。お部屋の方へどうぞ」




　部屋に荷物を置くと、女性陣じんはみんなでさっそく露ろ天てん風呂ぶろに向かった。

　浴衣ゆかたを両手で抱かかえて廊ろう下かを歩いていると、自じ販はん機きで缶かんジュースを買って戻もどってきたらしい秋津先生とすれ違ちがった。

「先生！　お風呂入って来ます！」

「僕に宣言する必要は無いよ」

　私はにやにやしながら答えた。

「混浴もあるらしいですよ♪」

「そうなんだ。僕には一生関係の無い空間だと思うけど。じゃあ行ってらっしゃい」

　ぶー、すまし顔で返されると面おも白しろくない。秋津先生が部屋に入った後、ベルが私を見た。

「ハルカ、どうして今からオンセンに入るの？　夜に入るものじゃないの？」

　私は抱えた浴衣から指を伸のばしてチチチチと振ふる。

「夜にも入るよ。昼の風景と、夜の風景で、二度楽しめるわけよ」

「ふーん、なるほど」

　階段を下りて一階に向かう。

　私たちが泊まる部屋は二階の角部屋から三つ。角部屋が理事長先生、その隣となりが秋津先生、その隣が私、笠木さん、ベルの三人。さっき理事長先生の泊まる部屋を見せてもらったけど、とても素す晴ばらしい景色だった。

　一階まで降りて角を曲がった所で、小さな男の子とぶつかりかけた。

「おとと」

　私はくるりと回って男の子を避よける。

「ごごご、ごごめめんなさい!!」

　小学校低学年くらいかと思われる、小さくてあどけない顔をした男の子は、声を震ふるわせて謝った。ものすごくしどろもどろだ。下を向いたままで、目を合わせようともしない。

「あらあら、ごめんなさいね。息子むすこの正しよう太た郎ろうです」

　女将さんがパタパタと走り寄ると、男の子はサササと女将さんの背中に回った。

「こら、お客様から隠かくれるんじゃありません。失礼でしょう？」

　特別に作った物だろうか、ちっちゃな従業員用のはっぴを着て、おかあさんの着物の裾すそをぎゅっと握にぎっている。おびえた目がちらちらとこちらを見つめている。か、かわいい。

「ごめんなさいねえ、この子人見知りが激しくて。旅館の息子がこんなんではいけないんですけど。ほら正太郎、ちゃんと前に出て謝りなさい。もう三年生でしょう」

「ああ、いえ、いいんです。さっき謝って貰もらいましたから。温泉は今空すいてますか？」

　自分が話題から外れたと知るや、正太郎君はパタパタと走り去ってしまった。女将さんが「もうっ」と言いながらそれを見送った後、こちらに振り返る。

「ええ。今日はまだ他ほかのお客様がいらしてないので、露天風呂はみなさんの貸し切りですよ。旅の疲れを癒いやして下さいませ」




■同日　午前９時半　温泉




　旅館からサンダルで外に出て、石の道を進むと脱だつ衣い所じよがあった。ちなみに混浴のお風呂は露天風呂には無かった。ちえっ。

　下着をビニールの袋ふくろに放ほうり込んで、タオルを体の前に垂らす。準備完かん了りよう。ベルの方を見る。ベルはまだ服を脱ぬいでいなかった。

「ベル？」

「ふふん、見てて」

　ベルはまるでステッキを摑つかんでいるかのように左手の指を柔やわらかく曲げ、頭上まで腕うでを伸ばして、明るく呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《霞かすみの羽は衣ごろも▽種別パターン[image: ]全身：番号[image: ]４１９》」

　左手の先から紫むらさき色いろの光の泡あわが噴ふき出し、ベルに降り注ぐ。紫の光の泡は、まるで、リボンのようにベルの体に巻き付いていく。着ている洋服の部分が、すっかり光のリボンに覆おおわれた。

「《霞の羽衣◇発ウル動トウガ》！」

　光の泡が弾はじけ飛ぶ。見ると、ワンピースは姿を消し、ベルはバスタオル一枚を体に巻いていた。彼女は笑え顔がおでくるりと回る。

「パステルピンクのバスタオルよ。可愛かわいいでしょ？」

　また所構わず魔術を使う！　まあ、誰だれも見てないからいいか。

「うーん、まあ可愛いけど、なんでバスタオルで体を巻いてるわけ？」

「なんでって、温泉に入る準備だけど」

　ベルは私の方を恥はずかしそうにちらちら見て、少し顔を赤くして続ける。

「ハルカこそ、早く体を隠しなさいよ。恥ずかしいじゃない」

　んんん、そうか、ベルは勘かん違ちがいをしている。

「あのねベル、その格好で温泉に入ったら、タオルの毛が温泉に入っちゃうでしょ。それはマナー違い反はんなんだよ。湯船の中にはタオルを入れないのがルール」

「え、でも、『イノセント・ベル』の子たちはみんなこうやって……」

「あれはアニメだからだよ」

　ＴＶでタレントとかが温泉に入る時もタオルを巻いているけど、あれもＴＶ用の格好。女の子だって、温泉に入る時は一糸まとわぬ姿になるのだ。

「ほら、脱いだ脱いだ」

　ベルに巻き付いたバスタオルの端はじっこを摑み、一気に引っ張った。するするとタオルがはがれていく。あわてて彼女は両手で体を隠す。

「ほら、これで前だけ隠して」

「え、フェイスタオルだけで？」

「ほら、行くよ！」

　手を引っ張って温泉に向かう。

「あ、待ってハルカ、まだ心の準備が！　いやあああ！」




「ん～っ、サイコー！」

　両手を湯船から出して空に伸のばす。ピチピチのお肌はだから湯気が立ち上る。八月だというのに山の上はひんやりする涼すずしさで、温泉の温度が絶ぜつ妙みように気持ちいい。

　詩境旅館の露ろ天てん風呂ぶろはごつごつとした石が組み合わさったお風呂で、脱衣所の反対側はなだらかな斜しや面めんを木々が覆っていた。私たちが浸つかっている所と林には境目が無く、岩で組まれた足場を出て、そのまま歩いていけそうだ。

　視界いっぱいの緑、雲一つ無い空、ここちよい温度。言う事なし！

　湯船から出ている肩かたや胸にお湯をかける。これもまた気持ちいい。私は隣となりのベルに言った。

「ベル、ずっと浸かってると、のぼせるよ？」

「……だって、恥ずかしいもん」

　温泉のお湯は白く濁にごっていて、バスタオルを剝むかれて連れてこられたベルはその不ふ透とう明めいなお湯に飛び込んで顎あごまで浸かったまま、出ようとしない。

「誰も見てないよお」

「わかんないじゃない！　そこの林に誰かいるかもしれないし！」

「そんな事気にしてたら露天風呂は楽しめないよう」

「『そんな事』じゃないでしょ！　かなり重要な事よ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、その心配は無い」

　ベルの向こうにいた理事長先生が答える。理事長先生は腰こしから下だけ浸かる半身浴で、そのゴージャスなボディを惜おしげもなく陽光の下にさらしていた。ちなみに笠木さんはその向こうで湯に浸かり、小さく作られた滝たきに肩を打たせながら目を静かに閉じている。……修しゆ行ぎよう？　それとも肩こりの治ち療りようかな？

「大丈夫って、どういう事ですか？」

　私が答えると、先生は桶おけでお湯をすくい、静かに体にかけた。

「あの林、そのまま外に繫つながっているように見えるが、そこの林も旅館の私有地なんだ。林は柵さくで囲まれてるから、間ま違ちがって旅行客が入ってくる事はまず無い」

　ベルはそれでも反論した。

「で、でも、男湯は同じ敷しき地ちにあるんでしょ。覗のぞきに来るかもしれないじゃない！」

　この露天風呂は、横に長く作った石のお風呂の真ん中に高い竹たけ垣がきを作って、男湯と女湯に分けている。竹垣は温泉の外で切れている為ため、多分男湯からも私たちが見ているのと同じ林の景色が見えているのだと思う。つまり、男湯からちょっと林に出て、竹垣をぐるっと回れば、女湯を覗けるわけだ。

　私が、まあそれはあるかもしれないけどさあ、と、思っていたら、理事長先生は桶を石の上に置いて林を指差した。

「それも問題無い。あの木の後ろにあるものが見えるか？」

　指された方向には少し大きめの木があった。目をこらすと、確かに木の向こうに何かがあるように見える。目を細めてよく見る。

「鉄柱……のように見えますけど」

「赤外線センサーだよ。男湯から林を通ってこちらに来ようとした場合、あのセンサーが警報を鳴らすようになっている」

「へえ……。だってさ、ベル。体起こして、外の景色を楽しもうよ♪」

「……恥ずかしいから嫌いや」

「誰も見てないってば」

「エリコとハルカが見てるでしょ！　あなたたちといると、悲しくなるわ。……スタイル的に」

　あら、そんな事を気にしていたのか。確かに、理事長先生のボディラインは素す晴ばらしいし、私もそれほど発育は悪い方ではないと思う。笠木さんだってまあまあ。それと比べると、ベルは多少体の曲線が寂さびしいかもしれない。ちっちゃくて可愛かわいいんだから、気にすること無いのに。

「それに、メガネしてないから、どうせ外の景色も見えないし」

　そういえばベルは脱衣所でメガネを外していた。

「なんでメガネしてないの？」

「錆さびるのやだもん。温泉って硫い黄おうが入ってるんでしょ？」

　ベルの言葉にまたも理事長先生が反論した。

「これくらいじゃメガネは錆びない。湯気でレンズが曇くもりはするがな」

　そう言って理事長先生はメガネをかけ直す。どうでもいいけど、フルヌードにメガネ姿というのは、これはこれでえっちい。

「あれ？　理事長先生、いつもはメガネしてないのに、今日はかけてるんですね」

　理事長先生は湯から体を起こして岩場に腰を下ろし、足湯モードにチェンジする。桃もも色いろになった太ももから湯気が上がる。

「せっかく温泉に入るんだから、景色を良くみたいからな。それに、ちょっと理由があってな」

「理由？」

「まあ、いずれ分かるさ。それよりベル、本当にのぼせるぞ。肩だけでも出しておけ」

　ベルはしぶしぶという感じで体を起こし、肩をお湯から出した。と、その時私は気づいた。

「あれ、ベル。メガネは外したのに、それはつけたままなんだ」

「え？　あ！　外すの忘れてた！」

　乾かわかすのが面めん倒どうなので、髪かみは夜にもう一度入る時にちゃんと洗おうという事になり、今は四人とも髪型を崩くずしていない。

　ベルは髪を一ひと房ふさだけ編んでいて、それを肩かたから前に垂らしている。その髪の先に、いつも特とく徴ちよう的なアクセサリーをつけていた。それが今お湯から出てきたのだ。

　紫むらさき色いろの半はん透とう明めいの石を、プラスチックのような物で囲い、それが髪に引っかかっている。

　ベルは慌あわてて髪からそのアクセサリーを外し、大事そうに両手に載のせてじっとみる。

「錆びたりしないかな!?」

「石とプラスチックだろ？　大丈夫だよ。上がったら水道水で洗っておけ」

　理事長先生の言葉に、それまで焦あせっていたベルはふうと息をついた。

「前から聞こうと思ってたけど、その石はなんなの？」

　私の言葉に、余よ裕ゆうを取り戻もどしたベルは嬉うれしそうに言った。

「これはね、アキが私にくれたプレゼントなの」

「「なっ!?」」

　私と理事長先生は同時に叫さけんだというか、絶句したというか。秋津先生が、女の子に、プレゼント、ですと!?

「アキが日本に帰る時にね『僕の代わりに』って、この石をくれたの。ただの紫むらさき水ずい晶しようで、魔ま術じゆつ的てきにも宝石的にも価値なんてないけど、私の宝物なんだ」

　両手に石を載せて、うっとりと見つめるベル。そしてそれをうらめしそうに見る乙女おとめ二人。私は理事長先生に聞いた。

「ちなみに、秋津先生からプレゼントを受け取った事は？」

「あると思うか？　私の誕生日だって奴やつは覚えていないかもしれん」

「なんとなく分かる気がします……」

　理事長先生がどうという話ではない。秋津先生はあらゆる記念日事に対して興味が無いのだ。

「いーないーなー」

　私が湯船の中で体を振ふってだだをこねると、ベルは恥はずかしそうに笑った。

「へへっ。……あれ？」

　突とつ然ぜん、石いし灯どう籠ろうの向こうから、霧きりが吹ふき出した。そこだけではない、木の根元、岩の裏、あらゆる所から霧が吹き出している。

　私とベルが何事かとキョロキョロ見ていると、足湯を続けている理事長先生が太ももを優やさしくなでながら説明した。

「人工霧だよ。この旅館の目玉。毎時ごとに温泉が霧に包まれる仕組みになっている」

　瞬またたく間に視界は霧に包まれた。林も空も今はうっすらとしか見えない。見えるのはすぐ側そばにいるベルと理事長先生くらいだ。急に寒くなった気がして、私は肩まで湯船に浸つかった。

「こういう景色もオツだろう？」

　確かに、遠くはほとんど見えないけど、白に包まれたこの風景は幻げん想そう的で素す敵てきだ。まるで無限に広がる空間の真ん中でお湯に浸かっているかのような気分になれる。

　ベルは手のひらに石を置いた形で湯船に浸かり、石がお湯につかないようにしている。足湯を続けていた理事長先生も寒くなってきたのか、私のすぐ横に体を滑すべり込ませ、メガネを取って岩の上に置いた。

　振り返ると、笠木さんもいつのまにかすぐ近くにいた。私の視線に笠木さんは視線をちらちらこちらに向けてつぶやいた。

「向こうにいるとみなさんの声が聞こえなかったので」

　寂さびしくなったのだろうか。か、かわいい。秋津先生よりよっぽど人間らしい。

　世界に私たち四人だけになったかのような錯さつ覚かく。遠くで鳥の鳴く声が聞こえた。

「ずっとこうしていたい気分……」

　私がそうつぶやくのと、ベルの手のひらの上から石が消え去るのはほぼ同時だった。

「……って、えっ!?」

　一いつ瞬しゆん遅おくれてベルが叫ぶ。私はベルのすぐ側の霧の中を、黒いなにかが通り過ぎるのを見た。そのなにかはそのまま林の方へ消えていく。きらりと紫色の光が見えた。

「ええええ、ななな、なんで!?」

　ベルは何も載せていない手のひらを凝ぎよう視ししながら声を震ふるわせている。いつもなら、猛もう然ぜんと立ち上がって、衆しゆう人じん環かん視しの中でも状じよう況きようを一いつ切さいわきまえずに呪じゆ文もんの一つも紡つむぎ始めるところなのだけど、あまりに突然の事で思考が回って無いらしい。

「ベル！　盗ぬすまれたんだよ！　追いかけないと！」

「え、あ、あの、ええ？」

　力の無い声。こちらを見ているようで見ていない。一番大切な宝物を盗まれて、混乱しているようだ。私は一人立ち上がって、湯船から外に出ようとした。それを理事長先生がとめる。

「やめろ播機。この霧の中走るのは危険だ。転んで怪け我がしたらどうする」

「でも！」

　私が振り返ると、理事長先生はその豊満なバストに優ゆう雅がにかけ湯をしていた。

「……理事長先生？　泥どろ棒ぼうが現れたってのに、やけに冷静ですね」

「本当は私のメガネを盗ませるつもりだったのだが、予定が狂くるった。ベルには悪い事をした」

　つもり？　予定？　なんの事やらわからない。疑ぎ問もん符ふを頭に浮うかべた私と、未いまだに呆ぼう然ぜんとしているベルをよそに、理事長先生は立ち上がった。玉の肌はだの上を湯がしたたり落ちる。

「部屋に戻るぞ。播機はベルを連れて行ってやれ。大だい丈じよう夫ぶ。聞いた話が確かなら、問題は無い」




■同日　午前10時過ぎ　客室前




「……！　私の石！」

　廊ろう下かを曲がるなり突然ベルが目を見開いて叫さけんだ。それまで、あまりにも心ここにあらずで、服を着せるのにも苦労していたのが噓うそみたいだ。

　ベルの視線の先、私たちの部屋の戸の前に、何かが落ちているように見えた。虚うつろだった彼女の瞳ひとみは一いつ瞬しゆんで光を取り戻もどし、弾はじけるように廊下を走り出した。私たちも追いかける。

　床ゆかには、確かに先ほど温泉で盗まれた筈はずの、ベルの紫水晶が置かれていた。ベルはそれを両手で持ち上げ、光にかざした。

「傷はついてないみたい。よかったぁ……」

　ベルは石を両手で包んで大事そうに胸に当てた。あれが秋津先生からのプレゼントなのかと思うと、なんかモヤモヤするけど、とりあえず今そっちの問題は置いておこう。

　温泉で盗まれたベルの宝物が、部屋に戻ると廊下に落ちていた。何故なぜ？

「どうかしたの？」

　隣となりの部屋から秋津先生が顔を出す。いつもなら、私はここで浴衣ゆかた＋プラス羽織姿に変身した乙女四人の事を強調して先生をからかうところなのだけど、今はそれどころではない。

「ちょうど良かった。先生、ちょっと来て下さい！」

「え、いや単に廊下が騒さわがしかったから出てみただけで、読書の途と中ちゆうなんだけど──」

　なにか言っている秋津先生の言葉を無視して強ごう引いんに部屋に入れ、座らせる。こういう時は秋津先生に頼たよるに限る。この人は普ふ段だんぼうっとした顔をしているけど、ホントは凄すごく鋭するどい一面を持っているのだ。

　私は先生の向かいの座ざ布ぶ団とんにぺたんと座る。横には石を握にぎったままのベルがいて、理事長先生と笠木さんは入り口近くに立っていた。

「あのですね……」

　私は今起きたばかりの事を説明した。先生は聞いているのかいないのか、話し終えるまでいつもの無表情を崩くずさなかった。

「……と、いうわけです。不思議でしょ？」

「まあ、不思議かもね。でも、無くなった物が戻ってきたなら問題は解決したわけでしょ。よかったじゃない。じゃあ僕は読書に戻るから」

　先生が立ち上がろうとする。私は慌あわててテーブルに体を乗り出して、先生のＴシャツの裾すそを引っ張った。

「なあに？」

「いやあの先生。不思議でしょ？　真相を究明したいとか思いません？」

「特には。もちろん君たちがそうしたいと思うのを止めたりはしないよ。僕の事は気にしなくていいから。じゃあね」

　ああもうなんでこの人はこうなんだろう。私が諦あきらめて裾を離はなしたので、先生は今度こそ立ち上がり、入り口を向く。そこには理事長先生が腕うでを組んで立っていた。

「姉さん、どいてもらえませんか」

「安芸、お前はこの謎なぞを解くんだ」

　秋津先生は頭をかき始めた。多少イライラしているようだ。

「今の話を聞いていたでしょう？　僕には興味がありません。だから──」

「興味の有う無むなど関係ない。お前はこれを解かなければならない。何故なら」

「何故なら？」

　理事長先生はニヤリと笑った。

「それが宿代に含ふくまれているからだ」

　秋津先生の動きが止まる。

「……は？」

　理事長先生は秋津先生に歩み寄り、至近距きよ離りで先生を見つめた。

「ここの女将とは懇こん意いにしていると前に説明したな？　実はこの旅館では、以前から今回のような怪かい現象が頻ひん発ぱつしていて、しかし悪い噂うわさが立つのも困るから警察に届ける事も出来ず、困っていたそうだ。私は彼女の話を聞いて心を痛めていた」

　大げさなポーズで両手を胸に当てる。

「そのとき、たまたまお前の事が頭に浮うかんでな。お前が『探たん偵てい推理研究会』で数々の難事件を解決しているという話をしてやったのさ」

「あの、姉さん？」

　秋津先生の言葉を恐おそらく意図的に無視して理事長先生は話を続ける。

「そうしたら、電話の向こうで彼女が大喜びしてな。是ぜ非ひとも安芸に宿まで来て貰もらって、この謎を解いて欲しいと頼たのんできたんだ。そのお礼に宿代をチャラにして泊とめてくれると言うので、私は断る理由を思いつかなかった」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた秋津先生は、がっくりと肩かたを落としてつぶやいた。

「……騙だまされた」

「失礼な。私はただ親友の役に立ちたいと思っているだけだ。頼みにしているぞ、安芸」

「僕が、謎を解けなかったらどうなるんです？」

「心配するな。その時は、私がみんなの宿代を肩かた代がわりしてやる。ただし、安芸はペナルティだ。立て替かえた分を──」

「立て替えた分を？」

「体で払はらってもらう」

「な」

　私はその言葉に耳まで赤くなり、秋津先生は何故なぜか顔を青くした。理事長先生はにやにやと笑って秋津先生を見ている。

「どうする？　私は構わないし、むしろ歓かん迎げいしよう」

「……はあ」

　大きくため息をついた後、秋津先生は片手で髪かみの毛を弄いじりながら答えた。

「わかりました。やりますよ」

「やりいっ！」

　私は小さくつぶやく。楽しくなってきたぞ♪

「……播機さん？」

「いえ、何も言ってません」

「……」

　先生はもう一度小さくため息をついた後、座布団に座り直した。

「それで、ベルは何を盗ぬすまれたの？」

「……これ」

　ベルはおずおずとプラスチックに包まれた石をテーブル越ごしに秋津先生に渡わたした。先生はそれを手のひらで転がしたり、明かりに透すかしたりしてから、ベルに返した。

「ありがとう。綺き麗れいに磨みがいてあるんだね」

　それを聞いて、石を髪に嵌はめ直したベルは恥はずかしそうに微笑ほほえみ、上うわ目め遣づかいで先生を見る。いつもは秋津先生の前では男の子っぽい仕草になるベルも、今はとてもしおらしい。むむう、なんか悔くやしいな。

　と、そこで先生が言葉を重ねた。

「ところで、それはなに？　アクセサリーかなにか？」




　ピシッ




　まるで音がしたみたいに、ベルの笑え顔がおが綺麗に凍こおり付いた。秋津先生はベルの表情の変化というか、凍とう結けつに気づかないようで、返事が無いのを不思議そうに眺ながめている。私はあまりにいたたまれなくて、この場から逃にげ出したい衝しよう動どうをぐっと抑おさえる。

　ベルはギ、ギギ……と、錆さび付いた人形のようにぎこちなく首をこちらにむけ、半分裏返った声を口から絞しぼり出した。

「ハルカ、ちょっと、外の空気を、吸いたく、なったから、出てくるわ……」

「え、ああ、うん。いってらっしゃい……」

　ベルは魂たましいが抜ぬけてしまったかのようにふらふらと立ち上がり、おぼつかない足取りで入り口に向かった。理事長先生と笠木さんは無言で道を空ける。二人とも、ベルにかける言葉が無いようで、目を閉じたまま状じよう況きようを見守っている。

　外に出る直前、ベルは室内を振ふり返り、そして叫さけんだ。

「アキの大バカヤロー！　約束どころかコレのことも忘れちゃったのかよおっ！」

　そして、そのままパタパタと走り去っていく。理事長先生は閉じていた目を開き、すぐ側そばに立っていた笠木さんに命令した。

「香音、ベルを追いかけろ。特に何をする必要も無いが、自じ暴ぼう自じ棄きになっていたらやばい。交通事故にあいかけて逆ギレして運転手を半死半生の目に遭あわせるとか、思わず魔ま術じゆつを使って半径50キロが焦しよう土どと化すとか、それに類する事が起こりそうだったら事前に防げ」

「かしこまりました」

　なんかもの凄すごい恐ろしい事を言った理事長先生に対し、笠木さんは冷静に返事をした後、ベルを追いかけて部屋を出て行った。

「ん？　ベルは何を怒おこっていたの？」

　そして元げん凶きようたる最も罪深き男は何も理解していなかった。私はため息をつきつつ説明する。

「あの石、秋津先生からもらったプレゼントだって、ベル言ってましたよ」

「僕が？　いや、そんな事した覚えは……」

「『約束』とやらと関係あるんじゃないんですか？　それと一いつ緒しよに忘れちゃったとか」

　私の言葉に先生は考え込む。眉まゆ根ねを寄せて、いつになく真しん剣けんな顔をしている。

「ええと……、英国留学中あの石をベルが持っているところを見た覚えが無いから、仮に僕があげたとしてもそれは日本に帰る直前の筈はずだ。僕はルームシェアを解消する時に、確かベルと喧けん嘩かをして……。……ん？　喧嘩？」
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　先生は何かに気づいたらしい。

「喧嘩……ルームシェア……石…………！　そうか！」

　顔を上げる。

「思い出した！　『約束』の事！」




■３月某ぼう日じつ（約半年前）　英国




　……こんなに早く日本に戻もどるつもりは無かったのだけど、《蒼マーレ》の族長代理である姉さんの命令を簡単に無視する訳にはいかない。言われたとおりに日本に帰るにせよ、命令を無視して英国に留とどまるにせよ、一度は姉さんと話をつけなければならず、その為ためには一時的に日本に戻らねばならない。

　頭の半分ではそう考えつつも、もう半分では、しばらくは日本で暮らす事になるだろうと予想していた。なので私物はあるだけ日本に送り、残りもスーツケースに詰つめ込んだ。約二年暮らしたこの部屋とも、ルームメイトのベルとも、今日でお別れだ。

　ベルはさっきから椅い子すの上で膝ひざをかかえ、最後の点検をしている僕をじっと睨にらんでいる。日本に帰る話をしてから、ずっとこの調子だ。僕はなにか怒おこらせるような事を言ったのだろうか。笑って送り出してくれてもいいんじゃないかと思うのだが。

　すべての準備が終わった。スーツケースを閉めて立ち上がる。

「じゃあ行くよ。ベル、元気で」

　すると、ベルは椅子から降りて立ち上がり、懇こん願がんするように叫んだ。

「待てよアキ！　本当にボクを置いていくのか？　ボクを一人にするって言うのか！」

　僕はスーツケースを摑つかんだまま振り返る。

「君を日本に連れて行くわけにはいかないだろ？」

　そう肩かたをすくめてジョークを言うと、ベルは一いつ瞬しゆん息を吞のんだあと、顔を真っ赤にして答えた。

「ア、アキが『一緒に来い』って言うなら、どこだって行くよ！」

　あれ？　ジョークが通じていない。弱ったな。スーツケースから手を離はなし、ベルと向き合う。

「ベル、君が僕を本当に必要とするなら、その時には世界中どこへだって駆かけつけるよ」

「アキ……。本当に、そう思っているのかい？」

　ベルの目が潤うるんでいる。そんな大げさな事では無いんだけど。ベルは《紫プルピユラ》の論理魔ま術じゆつ師しなのだから、いずれ一緒に仕事をする事もあるだろう。それに彼は親友だ。

「もちろんだよ。君のおかげで、僕は英国生活を全くの無む駄だには過ごさずに済んだ。感謝している。そのお礼さ」

「もうっ、そういう事じゃなくて！」

　ベルは両手を振って怒るが、その怒いかりの意味が分からない。

「『そういう事』って？」

「ああもうっ！……一緒にいたいんだよ！　アキと一緒に、ずっと！」

　顔を真っ赤にしてそう叫んだベルは、そのままうつむいてしまった。僕はその言葉の意味を、少しの間考える。そして答えた。

「ベル、僕には今、為なすべき事がある。それが済んだら君を迎むかえに来るよ」

「……！　ホントに？　信じていいの!?」

　ベルが顔を上げる。今にも泣きそうな顔をしている。僕は頷いた。

「ああ。一いつ緒しよに君の田舎いなかへ行こう。君の好きなコーンウォールの風景を、また見に行きたい」

　僕が喋しやべり終えると、ベルは下を向いて、つぶやいた。

「約束……してくれる？」

「ああ、約束だ。そうだ、これをあげよう」

　僕は渡わたしそびれていた紫むらさき水ずい晶しようをコートのポケットから取り出し、ベルに見せた。

「約束の証あかしだ。受け取ってくれるかい？」

　ベルは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした後、そっと手を伸のばし、水晶を受け取った。

「ありがとう……アキ」




■同日　再び客室




「……とまあ、こんな感じだったかな。石はその時あげたんだ。うーん、完全に忘れていた」

　私は呆ぼう然ぜんとしながら秋津先生の昔話を聞いていた。隣となりで一緒に聞いていた理事長先生も気き丈じような表情は崩くずしていなかったが、顔が青ざめていた。

　しかし、次の先生の言葉はさらなる衝しよう撃げきを私たちに与あたえた。

「ベルの奴やつ、あんな旅行の約束をいつまでも覚えていたなんて、よっぽど田舎に遊びに行くのが楽しみだったんだなあ」




　ガクッ




　私と理事長先生は両手を畳たたみの床ゆかにつき、うなだれた。既すでにこの男の子の鈍どん感かんさは犯罪の域に達しつつあると思うのですけど陪ばい審しん員の皆みな様さまの心証はいかがでしょうか？

　私はなんとか顔をあげ、朴ぼく念ねん仁じん人類代表候補に説明した。

「先生……、その一連のやりとりは、先生からの求プロ婚ポーズと、ベルからの受じゆ諾だくです」

「え!?　なにが!?」

　秋津先生が驚おどろいて叫さけぶと、理事長先生が怒ど鳴なり返した。

「『なにが』じゃないっ！　『一緒に田舎に行く』宣言が、プロポーズ以外のなんだと言うんだ！　どう考えても『ご両親に挨あい拶さつに行きます』の意味だろうが！」

「え、いや、あの。ベルがホームシックになっていたのかなと思って。田舎に帰れば元気になるんじゃないかと……」

　そうくるか。呆あきれて言葉が出ない理事長先生に代わって私が聞く。

「じゃあ、紫水晶はなんでプレゼントしたんですか？」

「ええと、たまたま知り合いに貰もらう機会があったから、二年間のルームシェアのお礼と、まあ、友情の証みたいなものかな。ベルには結構世話になったし」

　……ベルが不ふ憫びんすぎて言葉が出ない。

「安芸、ベルは仮にも女の子なんだぞ」

「いやでも僕は女の子だって知らなかった訳ですし」

「それがそもそも問題なんだ！」

「それがそもそも問題なんです！」

　先生の弁明に私と理事長先生の返答がハモる。

　理事長先生が立ち上がり、髪かみの毛をかきむしった。

「まあいい、お前がそういう人間だって事を、ベルだって分かってる筈はずだ。彼女には私から一連の誤解について説明しておいてやる」

「た、助かります……」

　理事長先生は正座でかしこまっている男の子をじろりと睨にらんだ。

「その間に、お前はこの謎なぞを解け。ベルの思い出の品を盗ぬすんだ輩やからを見つけるんだ。いいな」

「……わかりました」

　かくして、物が消えて再び現れる謎に、私たちは挑ちよう戦せんする事になったのだった。




■同日　午前11時過ぎ　温泉




　私と秋津先生は露ろ天てん風呂ぶろにやってきた。私はさっき着き替がえたまま、白の浴衣ゆかたと紺こんの羽織の格好。旅館備え付けの物で、羽織の柄がらがシンプルだけど可愛かわいい。

「そういえば、羽織って『ちゃんちゃんこ』とも言いますよね。『ちゃんちゃんこ』ってどういう意味ですか？」

「羽織とちゃんちゃんこは別の物だよ。特に語源とかは無いみたいだね」

　答える先生は先ほどと変わらずデニムパンツにＴシャツ。軽装の男の子は入り口で一いつ瞬しゆん立ち止まった後、腕うで時ど計けいを確かく認にんしてから「女湯」と書かれたのれんをくぐった。

　この旅館の露天風呂は、午前は６時から10時まで、午後は15時から24時まで開いている。10時がチェックアウト、15時がチェックインの時間なのでそれに合わせてあるのだろう。まあ、私たちは特別に早く宿に入れてもらったのだけど。

　そんな訳で、10時から15時までは清せい掃そうタイムなので、露天風呂にはお客さんは入らない。だから先生は別に堂々と覗のぞきを試みている訳では無い。そんな甲斐かい性しようが先生にあるわけない、じゃなくて、これは謎を解く為ための正式な捜そう査さ活動なのである。

　脱だつ衣い所を抜ぬけ、裸足はだしのまま温泉の周りを歩く。すぐ側そばで水面から湯気が立ち上っているのに、私も先生も服を着ているのがちょっと変な気分だ。

　先生は温泉の外に広がる林を眺ながめてポツリと言った。

「良い景色だね」

　私は上うわ目め遣づかいで返す。

「後で一いつ緒しよに入りますか？」

「混浴じゃないんでしょ？」

「それは混浴だったら一緒に入ってくれるって事ですね!?」

「男湯も同じ形なのかな」

　無視された！　ま、いいけど。私は竹たけ垣がきを指差した。

「女将さんの話では、この竹垣の反対側が男湯だって言ってましたけど」

「どれ」

　先生は竹垣に歩み寄り、上に両手をかけた。ひょいと体を持ち上げて向こうを覗き込む。私は興味はあったけど真似まねしなかった。誰だれもいないのは分かっているけど、男湯を覗くのはちょっと心の抵てい抗こうがある。

「ふうん、ほとんど同じだね。見てる景色もほぼ同じって感じかな」

「そうですね」

「外に出てみよう」

　先生は裸足のまま、石組みの床から林の所に降り立った。私も続いて降りる。芝しば生ふは石とは違ちがう冷たさがあって、そして柔やわらかかった。歩くたびにむにゅむにゅと足の裏をくすぐるようで、ちょっとへんな気持ちだ。

　急に先生が立ち止まったので、私はその大きな背中におでこをぶつけた。

「いたっ」

「そこ、見てごらん」

　おでこに手をあてながら先生が指差す先を見ると、大きめの木の後ろに、細長い鉄柱が立っていた。さっき入浴中に理事長先生が教えてくれた奴やつだ。

「赤外線センサーですね」

「うん。あっちにも同じ物があるの、見える？」

　反対側を見ると、そこにも木に隠かくれるように同じ物が立っていた。

「片方からもう片方に赤外線を照射して、間になにか物体が入ってその照射が途と切ぎれると、警報が鳴る仕組みだね」

　先生はしゃがみ込んで、地面すれすれに、鉄柱と鉄柱の間の空間に手を差し込んだ。

　なにも起こらない。

「センサーが反応しない高さがあるみたいだ」

　そこから手を徐じよ々じよに上に上げていく。手が地面から50センチくらいまで来た所で、




　ビーッビーッ




　鉄柱からけたたましい音が鳴り出した。鉄柱の先頭で赤いランプがぺかぺかと光っている。先生は手を引き抜いて立ち上がった。

　少し経たつと、警報は鳴り止やんだ。あらかじめ女将さんに、警報が鳴ったらすぐ止めるようにお願いしてあったのだ。

「この隙すき間まじゃあ、犯人が逃にげ出すのは無理じゃないかな」

「でも、外に出たとしか考えられないですよ」

「泥どろ棒ぼうが脱衣所から出て行った可能性は無いんだね？」

「はい。脱衣所の引き戸はガラガラ音がするから、もしそっちから出たなら気づいた筈はずです」

「なるほど……。もうこれ以上ここで得られるものは無いな。戻もどろう」




　脱衣所で足を拭ふいてから旅館に戻ると、ロビーの椅い子すにさっきぶつかりかけた男の子、女将さんの息子むすこの正太郎君が座っていた。

　可愛かわいい顔をした小学三年生の少年は私たちに気づいて椅子から立ち、そのまま去ろうとしたので、私はちょっと意地悪したくなり、優やさしく呼び止めた。

「正太郎君♪」

　急に名前を呼ばれた正太郎君はビタッと動きが止まり、その場で気をつけの姿勢で硬こう直ちよくする。私と先生は彼の正面に回り込んだ。

「ねえ正太郎君。君はなにか知らない？」

「な、なにか……って？」

　目を逸そらさずに喋しやべるのは偉えらいけど、怖こわくて逸らせないだけかも。

「温泉で、お客さんが物をなくしちゃって、それが後から突とつ然ぜん出てくるって話」

　その途と端たん、血色の良かった小さな男の子の顔から、これ以上ないってくらいわかりやすく血の気が引いていった。そしてそのすぐ後、正太郎君は叫さけぶ。

「な、ぼ、僕は知らない！」

　そのまま私たちの脇わきを抜ぬけて、男の子は走り去っていった。私たちは呆ぼう然ぜんと見送る。

「……あからさまに怪あやしいですね」

　秋津先生は片手で髪かみの毛を弄いじりながら答えた。

「なにかを知っているのは確かだね」

「正太郎君がベルの石を盗ぬすんだのかしら」

「それは無理だね。彼の体の小ささなら、赤外線センサーの網あみをくぐり抜けられるかもしれないけど、それには多少の時間が必要だ。霧きりが消える前に逃げ去るのは難しいだろうね」

「なるほど……。事件は混こん迷めいの様相を帯びてきましたね」

　私がなんとなく二時間サスペンスドラマの登場人物っぽいセリフを言ってみると、秋津先生は私に不思議そうな顔を見せた。

「そう？　もう特に謎なぞは無いと思うけど」

「えっ!?」




■同日　午後４時　温泉




　清せい掃そうの時間が過ぎて、また露ろ天てん風呂ぶろに入れるようになった。今、女湯には私とベルの二人だけがお湯に浸つかっている。周りには誰だれもいない。理事長先生と笠木さんは部屋にいる。

　夕暮れ時で、林も温泉も、何もかもがオレンジ色に染まっていた。ベルは今回はメガネをかけてお風呂に入ったので、その光景を「綺き麗れい……」とつぶやいて、見つめていた。

　無言のまま二人でお湯に浸かっていると、ベルは両手に大事そうに抱かかえている石を見ながら、ポツリポツリと話し始めた。

「……本当は、分かってたの。アキが最後まで私を女だって気づいてなかったって事も、あのセリフがプロポーズなんかじゃなかったって事も」

　両手に載のせた紫むらさき色いろの石を悲しげに見つめている。

「このプレゼントだって、アキにはたいした意味なんて無いんだって知ってた。でも、信じたかったの……」

「わかるよ……」

　やがて、またぷしゅーという音がして、露天風呂の至る所から霧が吹ふきだした。瞬またたく間に、視界が白に埋うまっていく。




　シュンッ




　霧の中でなにか黒い影かげが動き、その直後、ベルの手の上から紫水晶が消え失うせた。

　黒い影は霧の中ですぐに見えなくなっていく。私は叫んだ。

「ベル！　今だよ！」

　ベルは温泉からガバリと立ち上がった。小さく波が起きて、ベルのスレンダーな体が水面から外に出る。そして両の腕うでを真っ直すぐ前に伸のばして、影が消えた方に向けた。『イノセント・ベル』がマジカルステッキを構えた時と同じポーズだ。

　ほんのり桃もも色いろになった白い肌はだの上を水すい滴てきが玉になって流れている。あれだけ人に見られるのを気にしていたベルも、今は集中していて周りは気にならないようだ。彼女は一いつ瞬しゆんだけ目を閉じてから、力強く呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《質量制せい御ぎよ▽対象数[image: ]１：効果[image: ]乗算：数オフ値セツト[image: ]１００◇即時発動》！」

　彼女の両の拳から、いくつもの紫色の光の泡が沸わき上がったかと思うと、それらは両腕を伸ばした方向に真っ直ぐ飛んでいき、霧の中に消えた。霧に光が反射しているのか、周囲がぼんやりと明るい紫色に包まれ、温泉が幻想的な雰囲気になった。

　遠くで、トサッと、何かが地面に落ちる音がした。成功だ！　私はベルと笑え顔がおで頷うなずき合う。勝利の興奮で気分が昂たかまるのを感じる。

　すぐ霧が晴れる。私たちは早く戦果を確かく認にんしたくて、岩に足をかけ、ざばっと温泉から出て音の方に向かった。二人で手を繫つないで芝しば生ふに降り、更さらに数歩進む。

　そこに紫水晶はあった。《質量制御》の魔ま術じゆつによって通常の１００倍の重さになっている為ため、土の地面にめり込んでいる。

　そして、その石にしがみついているなにかがいた。そのなにかは、重くて持ち運ぶことが出来ない紫水晶をなんとか動かそうと、必死に石にしがみついていた。私はしゃがんでよく見た。

　ふさふさした毛に包まれている。白と黒のストライプになったしっぽがプルプル震ふるえていた。目の周りが大きく黒でフチどりされ、真ん中に可愛かわいい鼻が一つ。短い手足が、必死で紫水晶を持ち上げようとしていた。

　ベルがつぶやく。

「……アライグマ？」

「生で見るのは初めてだけど、多分。秋津先生の読み通りだったね！」

　秋津先生は、宿でベルから紫水晶を見せて貰もらった時、石に小さな土が不自然な形で付いているのに気づいていたのだそうだ。そして露天風呂には人が忍しのび込んだ様子は無かった。魔術を使ったのでなければ、犯人は動物だろうとすぐに見当がついたらしい。

　私はアライグマを抱だき上げた。にっくき犯人ではあるけれども、可愛い。

　ベルは魔術を解除して、紫水晶を回収した。そして、私に聞く。

「でも、そのアライグマさんを使ってイタズラした人がいる筈はずよね。誰なのかしら？」

　ベルが「アライグマさん」と言ったのがあんまり可愛かったので私は即そく答とうできなかったのだけど、何故なぜか別の方向から返事が聞こえた。

「犯人なら今捕つかまえたよ」

　そっちを見るけど、まだ霧きりが濃こく残ってて人ひと影かげがあるくらいしかわからない。でも誰がそこにいるのかは声で分かっていた。私は驚おどろいて叫さけぶ。

「秋津先生！」

「おっと、それ以上こっちに来るとセンサーが反応しちゃうよ」

　霧の向こうにいる先生はそう言って私たちを制した。

「今回の犯人は彼だ。ほら、なにか言う事は？」

「……ごめんなさい！」

　その舌足らずな声は、正太郎君の声だった。

　私たちが霧に包まれたまま立ち尽つくしていると、先生は解説を始めた。見えないけど、きっと片手で髪かみを弄いじってる。そう思った。

「子供らしいいたずらだね。彼の部屋に行ったら動物を飼っている痕こん跡せきはすぐ見つけられたよ。手て懐なずけたアライグマに客から物を盗ぬすませて、それを元に戻もどしておく。ちょっとしたゲームだったんだろうね。本人も悪い事をしてるという意識が希き薄はくだったんだろう。まあ、それは後で母親から叱しかって貰えばいいんじゃないかな。……ん、二人とも聞いてる？」

　先生が説明している間に、霧が晴れていき、先生がセンサーの向こう側で、正太郎君の首根っこを摑つかんでいるのが見えた。

　……ちょっとまって。こちらから向こうが見えるという事は、その逆も……。

「きゃあっ！」

　ベルが手で胸を隠かくしながらその場にしゃがみ込んだ。そうだ。私たちは温泉から飛び出して来たのだから、当然、オールヌード、なのだ。
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　先生はビックリして顔を背そむけ、手で自分の目を覆おおった。そして困こん惑わくしたように叫ぶ。

「え!?　なんで二人とも体にバスタオル巻いてないの!?」

　私も両手で体を隠し、叫ぶ。

「だから普ふ通つうはそんな事しないんですってば！」

　恥はずかしさと怒いかりと多少の湯あたりで頭に一気に熱が昇のぼってきた。何も考えられなくなり、視界がぐるりと回った。体から力が抜ぬける。

「う～ん」

「ハルカ！」

　ベルの白くて細い腕うでが私を支えてくれた。体が動かせない。起き上がる事すら出来ず、私の意識はそのまま遠ざかっていった。

　最後に、先生が私の事を下の名前で呼んだ気がした。多分気のせいだと思う。




■同日　午後６時　客室




　つまる所、私はのぼせて気を失ってしまい、そのまま部屋に運び込まれたらしい。朦もう朧ろうとした意識がようやく形を取り戻し、うっすらと目を開けると、どうやら私は客室でベルに膝ひざ枕まくらをして貰っているようだった。

　起きているのか寝ねているのかすらよくわからない感じで、体は動かせず、声も出せなかった。

　ベルは、私が目を覚ました事に気づいて無いようで、正面に向かって言った。

「しかし、本当に、ほんっとーに、デリカシーに欠けているのね、アキ」

　首も回せないので見えないけど、ベルの前には秋津先生が座っているようだ。私は急に自分がどんな格好をしているのかが気になった。体は動かせないけど、感かん触しよくから浴衣ゆかたを着ている事が分かった。よかった。

「面めん目ぼくありません……」

　秋津先生も、私が目を覚ましている事に気づいていないようだ。

　ベルは目を閉じて、小さくため息をついたあと、笑った。

「でも、ま、そういうところも好きなんだ。ボク、じゃなくて、私は」

「ベル」

「英国を発たつ時には分かってもらえなかったみたいだから、もう一度言うね。私は、アキが好きなの。友達としてじゃなくて、女として、アキが好きなのよ」

　秋津先生は答えない。私は目を覚ました事を後こう悔かいした。こんな会話は出来れば聞きたくない。

　しかし体は動かず、耳を閉じる事も出来ない。ベルは続けた。

「アキ、私と一いつ緒しよにいて欲しい。ずっと、一緒にいて欲しいの」

「……ごめん」

　秋津先生が謝ると、ベルの体が小さく震ふるえるのが私の体に伝わった。

「ベル、僕は日本でやらなきゃいけない事があるんだ」

「じゃあ、それが終わってからでも！」

「それだけじゃない。僕には、今、大切に思っている人がいて……」

　え!?　なんの事!?　よく聞こえない！

「……大切に思っている人？　それは………の事？」

　突とつ然ぜん、聞こえる声が小さくなり、二人の声はエコーがかかっているようにぼんやりしていく。意識がまた白い霧きりに包まれていく。ちょっと待って！　今大事なところなの！

「……そう………さんだよ……だから…………なんだ…………ごめん……」

　秋津先生の言葉が途と切ぎれ途切れにしか聞こえない。力が抜けて目を開けていられなくなる。もうどうでもいいやという気になり、私はまた眠ねむる事にした。

　目を閉じる寸前、ベルの顔を見た。

　その瞳ひとみからは一筋涙なみだが落ちていた。

　そして、微笑ほほえんでいた。




　その後、私は次の日の朝まで目覚めず、起きてからも理事長先生から絶対安静を言い渡わたされていた為ために、今度こそゆっくりと温泉に浸つかる事も出来ず、その日の夕方に全員で詩境旅館を後にした。私はまだふらついていたけど、ベルが家につくまで笑え顔がおで体を支えてくれた。




■８月27日　播機家玄げん関かん




「本当に、帰っちゃうの？　ベル」

「うん、英国でやらなきゃいけない事がたくさんあるから」

　靴くつに足を通しながらベルは、玄げん関かんでそう言って笑った。

「もともと、アキが『約束』を思い出すまで、ハルカの家に居い候そうろうさせてもらうって約束だったしね」

「そんな事……」

　温泉旅行で私がのぼせて倒たおれた時、ベルと秋津先生は『約束』について話をしてたらしい。だけど気絶していた私は、その会話を全く聞けなかった。うっすらと二人が何かを話していたような気がするんだけど、半分夢の中にいた事もあって、記き憶おくにはなにも残っていなかった。

「全部解決したわ。もう思い残す事は無い」

　それは私に言っているというよりは、自分自身に言い聞かせているように聞こえた。

「短い間だったけど、色々ありがと、ハルカ」

　ベルは帽ぼう子しを被かぶり直すと、スーツケースを構えて私を見た。

「アキはあんな調子だから、これからも大変だろうけど、頑がん張ばってね」

「ベル……」

　私はなんて言えばいいのか分からなかった。そんな私を見て、ベルは笑った。

「ハルカ、重要なのは、頑張る事と自信を持つ事よ。待ってちゃダメ。自分から動かなきゃ」

「……うん。ありがと、ベル」

「ううん。今のは全部ハルカの行動から教わった事。私もこれからはあなたを見習う事にする」

　私たちは二人で笑い合った。笑い終わってから、ベルは私の目を見た。

「じゃあ、もう行くね。バイバイ、ハルカ」

　そして、彼女はその笑顔のまま、扉とびらを開け、セミの鳴き声が響ひびく外に出て、そして陽炎かげろうの向こうに消えて行った。姿が見えなくなるまで、私は見送った。







　こうして、私の高校二年生の、夏休み最後のイベントは終わった。

　これが、あの夏の日、私が《紫プルピユラ》の論理魔ま術じゆつ師し、ううん、「魔法マジカル少女ガールベル＝ベルノット」と出会い、そして別れたお話のすべてである。




■９月１日　新学期初日　教室




　多少の感傷を引きずりながら、二学期が始まった。残暑が厳しい日が続いていた。

　新学期初日のＨＲ。ぼうっと秋津先生が来るのを待っていた私は、その先生が教室に連れてきた人物を見て、思わず立ち上がり、叫さけんでいた。

「な、なんで!?」

　秋津先生は弱り切った顔をして、頭をかきながら説明する。

「……ええと、このクラスに転入生が加わる事になりました。名前は──」

　先生の横に立っている金きん髪ぱつの女の子は、その言葉を遮さえぎって流りゆう暢ちような日本語で挨あい拶さつをした。

「はじめまして、ベル＝ベルノットです♪」

「な、なんで!?」

　私がもう一度同じ言葉を叫ぶと、ベルは私にウィンクを返した。

「『待ってちゃダメ、自分から動かなきゃ』。ハルカに教えてもらった事よ？」

「だ、だって、イギリスでやらなきゃいけない事があるって！」

「ん？　そうよ。日本への移住と、転校の手続きが大変だったんだから！」

　そういう事か！

　体から力が抜ぬけ、へなへなと座り込む。つまり、今日からベルがクラスメイトになるって事？　あの所構わず息をするように魔ま術じゆつを使ってしまう台風少女が？

　でも、裏を返せば、ベル──この夏に出来た大切な大切な友達──と、一いつ緒しよに過ごす時間が増えたとも言える。不安もあったけど、それ以上に期待の方が大きかった。

　秋津先生は教きよう壇だんで大きくため息をついてるけど、私はベルに１２０％スマイルで歓かん迎げいの意を示した。ベルもにっこり笑い返す。

　今日から二学期。きっと、また色んな騒そう動どうが巻き起こるに違ちがいない。そしてその騒動の中心には、きっと私と、秋津先生と、そして魔法マジカル少女ガールベル＝ベルノットがいるのだろう。うん、楽しみになってきた！

　ベルは、教室中に届くように、笑顔で叫んだ。

「これからよろしくね！　みんな！」
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「日差しが強いな。おい播機、日ひ傘がさとか持ってないのか」

　おかしい。

「ハルカ、これどこに駐とめればいいかわかる？」

　……おかしい。

「遙さん、すみません……」

　…………おかしいいいっっ！

「なんでこんな事になってるの!?」

　私は空に向かって叫ぶ。

　待ち合わせの場所には、秋津先生と私の他ほかに三人いた。

　ガードレールに腰こし掛かけた理事長先生はコンパクトを睨にらみながらメイクを直している。今さっき駅前のロータリーにヘリが着陸して、そこからサングラスをかけた理事長先生が颯さつ爽そうと飛び降りた時は、夢でも見ているのかと思った。でも、夢の方がずっとマシだった……。

　理事長先生の横にはベルがガードレールにちょこんと乗っかっていた。ベルは転校早々書類不備でイギリスにトンボ返りしてたのだけど、早く済んで昨日のうちに帰国してたらしい。

　ベルが乗ってきたのは可愛かわいいスクーター。さっき電話で『あらゆる手段』って聞いた時は、イノセント・ベルが使う魔ま法ほうの乗り物ジェット・ホウキでも使うのかと思ったのでかなり焦あせった。ヘルメットもかぶって非常に行ぎよう儀ぎがよろしい。……いやそうじゃない！

　秋津先生の横で申し訳なさそうに立っているのは笠木さん。理事長先生とベルが来たのもかなり驚おどろいたけど、駅から出てきた秋津先生が笠木さんと一緒に歩いてきた時には本当にもうどうしてやろうかと思った。

「大体、なんで理事長先生が今日の事を知ってるんですか？」

　私が肩かたを怒いからせながら聞くと、理事長先生はコンパクトをパチンと閉じた。

「ん？　仄香が教えてくれた。で、私がベルに伝えた」

　あ、あの子は……！　っていうか、バレてたのか！

「抜け駆がけなんかするからよん♪」

　楽しそうにベルが笑う。ぐぬー。

　私が口をパクパクさせていると、秋津先生が取りなすように言った。

「まあ、意見が多い方が買い物が進むんじゃない？」

「……安芸様、空気読めなさすぎです」

　笠木さんがため息をつく。この状じよう況きようでこんな事が言える秋津先生は、実は大物なのではなかろうか。１ミリたりとも褒ほめてないけども！

　私は頭をかきむしりながら叫さけぶ。

「……ああもう、分かったわよ！」

「おお、ついに観念したか。意外に物わかりがいいな、播機」

「今日一日よろしくね、ハルカ♪」

　ガードレールに座った二人が笑う。私はニッコリ笑い返して、笠木さんの手を取った。

「香音ちゃん、ちょっとベルの隣となりに座ってくれる？」

「はい？　こうでしょうか」

　女性陣じん三人が横並びに着席した瞬しゆん間かん、私は両手で三人が腰掛けているガードレールのパイプをガシッと摑つかみ、渾こん身しんの力を込めて、呪文を紡いだ。

「《挙動制せい御ぎよ▽要素[image: ]鉄パイプ：設定属性[image: ]弛し緩かん◇即時発動》！」

　一瞬ガードレールが赤く光った直後、三人が座っている部分が彼女らの自重でぐにゃりと曲がる。バランスを失った三人はそのまま地面にこてんと転がった。プリン術の勝利！

「今だ！　先生、行きますよ！」

　私は秋津先生の手首をガシッと摑む。

「え、なに!?　播機さん!?」

　混乱する秋津先生の言葉を無視して繁はん華か街がいに向かって走る。後ろから怨おん念ねんめいた叫び声が二種類聞こえるけど気にしない。私は、今日という休日を謳おう歌かしてみせる！　二人っきりで！

「先生！　もっと速く走って！」

「いや、あの、ちょっと！」

　私は秋津先生に１２０％スマイルを向けながら、握にぎっている手に力を込めた。

　時は10時35分。晴天。休日は、まだ始まったばかりだ。




■同時刻　播機仄香が周藤絵里子理事長に送ったメール




『以前申し上げた「試ためしたい事」について、ようやく確証を得たので、お知らせします。

　ジェシカシステムの中ちゆう枢すうに、巧妙に埋め込まれた悪意のあるコードが遍へん在ざいしていました。

　このコードによって、ジェシカシステムコアとして本体内部で眠り続けている飯いい綱つな伊い代よさんからシステム稼働以来取得していた生体データが、全て改ざんされている事が分かりました。

　正常なコードによってデータを取得し、再度分析し直した結果、一つの結論を得ました。

　伊代さんは、眠っているのではありません。故意に眠らされているのです。

　至急、ジェシカシステムの主メイ設ンア計ーキ者テクトを調査する必要があると存じます。


播機仄香』　　









　バックステージ（あとがき）




　お久しぶりの土屋つかさです。『放課後の魔術師メイガス④ワンサイド・サマーゲーム』をお届けします。今回は《鴉ノツクス》も《円環キアカル》も出てこない、でもちょっと不思議な事件を遙と安芸が追う「日常的マジカルスクールデイズ」の連作集になっています。ちょいラブ分増量気味、魔ま術じゆつ暴発気味です。以下、各話についてちょっとずつ説明をば。




　第一巻と同時期発売のザ・スニーカーに掲けい載さいする特別読み切りという事で、初めて書いた短編が「フィルムに囚われし者達」です。冒ぼう頭とうで遙達が遊んでいるのは『マンハッタン』という古典的名作ゲームです。この頃ころはボードゲームの描びよう写しやについて担当編集さんに怒おこられないかドキドキしながら書いていたので、分かる人にしか分からない記述になってますね。

　次に来るのが今回の書き下ろしである「彦星達の憂鬱」です。「書き下ろしだから、ちょっと変わった事がしたいねえ」と担当編集さんと話し合い、安芸視点（と、更さらに別の視点）からの物語を書いてみる事になりました。普ふ段だんは見れない安芸の狼狽うろたえぶりを楽しんで頂ければと思います。あと、遙の怒いかりっぷりも是ぜ非ひ。また、超ちよう曲くせ者もの生徒会長の初登場回でもあります。

　この生徒会長が今後レギュラー化するかについては、ひとえに皆みな様さまの応おう援えんにかかっております。登場したアナログゲームは『ドメモ』。作中では海外製品という事になっていますが、このゲームは長いこと全世界的に絶版になっていた幻まぼろしのゲームで、最近になって国内メーカーが復刻しました。なので今買えるのは日本語版だけです。

　ここからザ・スニーカー誌上での短期集中連載三作品に入ります。「虹を探しに」では、連載一発目という事で、読者の皆さんになにかサプライズを用意したいと思い、「作中にアナログゲームのルールがまるごと一個入っている」というのをやってみました。紙とペンさえあれば遊べるので、是非お友達と遊んでみて下さい。人が多いほど盛り上がるよ！

　この『いいセン行きまＳＨＯＷ！』のルール解説許可について、ゲーム考案者の川かわ崎さき晋すすむさん（アナログゲーム製作集団カワサキファクトリー）にご快かい諾だくを頂きました。ここに改めて御お礼れい申し上げます。頂いた補足ルールについては、土屋のブログなどで紹しよう介かい出来ればと思います。

　短期集中連載のテーマ（？）は「夏のイベントを全部やる」だったので、「紫パープル魔法マジカル少女ガール、襲来」では前回の「海で水着」に続いて「祭で浴衣ゆかた」に挑ちよう戦せんしました。英国時代の安芸を知る数少ないキャラ、ベル＝ベルノットの初登場回でもあります。オープニングで皆が遊んでいたのは『パンデミック』。二〇〇八年の大人気ゲームで、日本語版も発売予定です。

「紫パープル魔法マジカル少女ガール、帰還」のテーマは、もちろん「山で温泉」です。実は赤外線のエピソードについては実話というかモデルがいるのですが、本人の名めい誉よの為ために全すべてフィクションという事にしておきます。登場したゲームは『もっとホイップを！』。




　今回も多くの方のお世話になりました。紙面の関係で全員を紹介出来ないのが残念ですが、いつも美び麗れいなイラストで世界に彩いろどりを添そえてくれるふゆの春はる秋あきさんと、筆の遅おそい土屋を辛しん抱ぼう強づよく待って下さる担当編集のＵ野さんに感謝を。そして、これはもう言うまでも無い事だけれども、読者の皆様に百万の感謝を！　あなた方のおかげで、土屋はこれからもがんばれます。




　さて、次の五巻からは、二学期に入った遙と安芸の物語をお贈おくりします。三巻でのクルーズで垣かい間ま見えた《紅オストラム》の「力」の為に、複数の組織が本格的な活動を開始する──というような話になったらいいなあ（爆）。今後とも二人を見守ってあげて下さると嬉うれしいです。それほど間を置かずにお届け出来る予定です。それではまたお会いしましょう。





土屋　つかさ　　






Ｐ．Ｓ．感想のお手紙やメールを頂けると嬉しいです。不定期更こう新しん中のブログはこちら。

土屋つかさの今か無しか


http://someiyoshino.at.webry.info/（２０１４年５月現在）


















カバー・口絵・本文イラスト／ふゆの春秋

カバー・口絵・本文デザイン／吉田明加＋design CREST










放ほう課か後ごの魔術師メイガス




④ワンサイド・サマーゲーム








土つち屋やつかさ
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